


















































メイデーア魔王転生記




─俺たちの魔王はこれからだ。─
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ

【プロローグ１「俺の話を聞いてくれ」】

【プロローグ２「私の話を聞いてください」】

【プロローグ３「僕の話を聞いてほしい」】

【プロローグ４「俺たちの戦いはこれからだ」】




第一章　出会い

【トール、貧乏くじに嘆く。】

【マキア、七歳のお誕生日会で出会う。】

【トール、君はペット。】




第二章　カルテッド

【トール、マキアに告げる。】

【マキア、ドングリで遊ぶ。】

【トール、外回り営業をする。】

【マキア、外出する。】

【トール、ザリガニを仕掛けられる。】

【マキア、かつて由利に問われた言葉を思い出す。】

【トール、オチに笑う。】




第三章　聖教祭・前編

【マキア、王都に繰り出す。】

【トール、扉を見つける。】

【緑の巫女、棺の中の少年が誰なのかまだ知らない。】

【マキア、舞踏会へ。】

【トール、格差社会を思い知る。】

【マキア、魔力数値を告げる。】

【トール、シャトマ姫の導き。】




第四章　聖教祭・後編

【ユリシス、最終日のイベントにて。】

【シャトマ姫、ギガスとヴァルキュリア。】

【トール、トワイライトの一族と魔導要塞。】

【声。】

【マキア、懺悔する。】

【トール、魔王の罪と新世界の作り方。】

【マキア、王宮の長い廊下。】

【トール、記録の人。】




エピローグ




　あとがき







　　　プロローグ







【プロローグ１「俺の話を聞いてくれ」】




　俺の話を聞いてくれ。

　俺の名前は斉さい賀が透とおる。高校一年生男子。

　しかし前世は、異世界メイデーアの三大魔ま王おうの中で最強と謳うたわれていた〝北の黒魔王〟だった。

　信じられないような、馬ば鹿かげた話かもしれない。

　ある種の病をこじらせた訳でも無い。

　俺はその世界に生きていた、あの時代の事を覚えている。屈くつ辱じよく的な敗北をして、勇者に殺されたあの瞬しゆん間かんを。




　今、高校の別館の、使われていない美術準備室にいる。

　ここは〝前世懺ざん悔げ同好会〟の部室だ。美術の授業に使っていた石せつ膏こう像や、絵の具、牛骨なんかが、誰だれも来ないこの部屋で埃ほこりを被かぶっている。それらを使用する事は無いけれど、同好会設立時にこの部屋しか与あたえられなかったから、俺たちはいつもここに居るのだ。

〝前世懺悔同好会〟とは、文字通り前世の事を振ふり返り、懺悔したり、反省したりするめちゃくちゃ痛々しい（色々な意味で）同好会。




『なぜ我々は勇者に殺されなければならなかったのか』




　議題はいつだってこれだ。

　何度だって、この事について考えた。

　そして、何に思い至っても、反省し、悔くいる事は尽つきない。

「反省すべき事なんて沢たく山さんあるわ。あの時、勇者を道連れに自じ爆ばくなんてしなければよかった。でもほら、勢いってあるじゃない。若気の至りってやつよね」

「若気の至りって、当時二〇〇歳超ごえのばばあの言う事かよ」

　俺は向かい側に座っている、女子の言葉につっこんだ。

　少し赤みのある緩ゆるやかな長い黒くろ髪かみに、猫ねこ目めの生意気そうなそいつの名前は織お田だ真ま紀き子こ。

　随ずい分ぶんな美人ではあるが、前世では〝西の紅魔女〟と呼ばれていた三大魔王の一人だ。

　俺が〝勇者〟に屈辱的な敗北をした後、彼女は勇者を道連れに自爆したらしい。

「……簡単に勇者にやられてしまったあんたが言う事じゃないわね」

「うるせえな、俺はあいつにはめられたんだ。あんな卑ひ怯きよう者が世に言う勇者だったって事が、そもそもおかしいんだよ。てか、おい、これに関しては由ゆ利り、何か言う事があるんじゃないのか」

　右側の椅い子すに座って、俺たちのやりとりをにこやかに聞いている男子を横目に見た。

　全体的になんか白い、優等生ぶった奴やつ。

　こいつもまた前世の関係者で、かつては〝東の白賢けん者じや〟とか言われていた三大魔王の一人だ。今は由利静しずかという。

「まあね、僕があんなやつを勇者に選んでしまったばかりに、僕ら三大魔王はとことん追いつめられ、卑怯な方法で殺されたよね。……だってあんなド鬼き畜ちくな奴だって知らなかったんだ、本当にすまなかった」

「今いま更さら謝られてもね、取り返しがつかないんだけど」

「……ごめんよ」

「はあ」

「はあああ～」

　ため息。いつもの事だ。

　まあ、今更こんなぼろっちい部屋で、過去すぎる過ちをぐちぐち言い合ったって意味が無い事くらい分かっている。

　かつては敵対していた他の魔王たちと、何の因果か近い場所で生まれ育った。

　今じゃ唯ゆい一いつの理解者たち。

　そんな奴らと、生まれ変わっても覚え続けている長い長い前世の記き憶おくを、ただ語り合って整理し、記録しているだけなのだ。




　俺たちがかつて生きた異世界メイデーアは、四つの大陸に分かれた世界だった。

　そのうちの三つの大陸でそれぞれ名を馳はせ、規格外な能力のせいで人を超ちよう越えつする存在となり、人々に恐おそれられる魔王となったわけだが、正直そんなに悪い事をした覚えは無い。

　俺の場合、美び姫きを攫さらいまくってハーレム作ってたくらいかな……

　紅魔女とは度々喧けん嘩かしてたけど。まあ、喧嘩をする度に山が一つ二つ消えてしまって、多くの人に多大な迷めい惑わくをかけてたから、やり過ぎたかなって今なら思う。

　それを見かねた白賢者が、どこかの村で有望な若者を見つけ、〝勇者〟にしてしまった事が、全ての始まりだ。
















　今でもあの顔は忘れられない。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美形勇者というテンプレをぶら下げていながら、魔王たちですらドン引きするレベルのド鬼畜非道具合だったからな。

　最初に、恩師であるはずの白賢者が殺された。

　勇者は白賢者の持っていた様々な精せい霊れいの契けい約やくを奪うばい、その後、黒魔王討とう伐ばつに赴おもむいた。

　やり方は卑怯そのものと言える。

　まず、黒魔王が最も寵ちよう愛あいしていた美しい姫ひめを寝ね取とります。

　その姫を手のひらで操り、黒魔王を裏切らせます。

　おわり。はい、馬鹿か。

　俺は馬鹿。

　マキにも何度馬鹿にされたか分からないけど、俺は勇者と剣けんを交える事も無く、最も愛していた女に殺されてしまったのだった。

「まあ、あんたたちへたれ共の失敗は、私が全部塵ちりにしたから。勢い余って勇者と一いつ緒しよに自爆しちゃったけど、まあ二〇〇年もあの世界で生きてた訳だし、未練は無いわよ」

「俺は大ありだよ」

「……僕も」

「情けないわね、もうっ」

　紅魔女だったマキは、いまだあの異世界に未練を残す俺や由利に、呆あきれた顔を向ける。

　こいつは最終決戦で、自爆を選び勇者を道連れに死んだ魔女だ。

　西の大陸は壊かい滅めつしたんじゃないかな。

　俺たちより潔く、まだ魔王らしい。かっこいいよ、紅魔女……

　今は遠い、かの異世界メイデーア。

　まだ、俺たち魔王の爪つめ痕あとは残っているだろうか。




「はい、今日はここまで。記録記録」

「愚ぐ痴ちしか言ってないけどな」

「良いのよ、別に。話してないと忘れちゃうじゃない」

　マキはここで、ただ俺たちが語るメイデーアの事を、何でもノートに記録していた。

　ただの愚痴でも、言い訳でも、反省でも、何でも。まるでじじばばが集まって昔話を繰くり返し語り合っているお茶会の様だが、俺たちには必要な事だったのかもしれない。

　俺たち三人の魔王は、前世にあった長い長い戦いのしがらみを、たった一六年の歳月で緩やかなものにした。

　それはなぜか。生まれた時から持っていた記憶を、結局分かってくれるのはこいつらしかいなかったからだ。




　今はただの高校生。だけど前世は、異世界を震しん撼かんさせた三人の魔王。

　俺たちを殺したのは、そう、勇者。

　それだけが、膨ぼう大だいな記憶の中で最も印象の強い、共通の〝思い出〟だったのだ。










【プロローグ２「私の話を聞いてください」】




　私の話を聞いてください。

　私の名前は織田真紀子。高校一年女子。

　これでも前世では、異世界で名を馳せた三大魔王の一人、〝西の紅魔女〟だったの。

　なんて、なかなかファンタジックな設定でしょう？

　でもこれは本当の事。この地球の日本に生を受け、ほんの一六年しかたっていないけれど、メイデーアに居た頃ころは約二〇〇年も生きていたのだから。

　こっちに転生して来たのがまるで昨日のよう。




　私は今、前世の記憶を分かち合う由利静の家で、夕飯をごちそうになっていた。

　由利家は代々地主の家で、立派な和式の豪ごう邸ていである。普ふ通つうのマンションの透の家や、ボロアパートの私の家とは比べ物にならない。

　由利家の家族も良い人ばかりで、正直前世での行いに比例したかのような家庭環かん境きよう。

　私の両親なんて中学生の時に事故で死んじゃったし、こりゃ、絶対前世の悪行のせいね。

「おお～おでんだわ！　やった～」

　こたつの前で両手を広げ、喜ぶ私を横目に、透が呆れた視線を向けてくる。

「人様んちの夕食なんだから、食い荒あらすなよ。お前、俺たちより食うんだから」

「うるさいわね。そこまでじゃないわよっ」

　透はいつもうるさい。でも確かに私って、結構食べるのよね。

　ぐつぐつ煮にえるおでんの音は、食しよく欲よくをそそると思うの。

「いっぱい食べてちょうだいね」

「ごちそうになります！」

「ふふ。マキちゃんはいつも沢山食べてくれるから、おばさん作ったかいがあるわ」

　由利のお母さんはとても綺き麗れいで良い人。一人暮らしの私や、両親と不仲の透とおるの事を気にかけ、いつも夕飯に招待してくれる。

　お弁当やお惣そう菜ざいを持たせてくれたり、今まで何度もお世話になった。

「おでんって何が好き？　私はね～大根と卵と、はんぺんかな～。餅もち巾きん着ちやくも捨てがたいけど」

「卵は外せないな。はんぺんは無い」

「僕はがんもどき」

「……由利ってほんと、趣しゆ味みがじじい臭くさいわよね」

　まあ、実際感性ばばあじじいですからね、私たち。

　前世で大人だった期間が、現世で生きて来た期間よりも長かったんだから。

　両親の言う事為なす事をどうしても冷めた目で見てしまうし、馬ば鹿からしいと思ってしまう。

　透はそれが原因で、両親と上手く行かなかった様だもの。由利の様にご両親がしっかりしている人ならまだしも、透のご両親は私から見ても少しだらしがない。

　国を治める程の魔ま王おうだった透が、彼らを〝両親〟だと思えるはずも無く。

　私だって、両親が死んでも、ちっとも悲しくなかった親不孝者だもの。

「あ、みやかちゃんだ」

　由利の妹のみやかちゃんが、さっきからこちらを見ていた。というか、透を見ていた。

　私たち三人の食しよく卓たくに混ざればいいのに、それは恥はずかしいらしい。

　まだ小学三年生だ。

「確か、前に悪ガキどもからみやかちゃんを助けて、それからああやってひたむきな眼差しを送られてるんだっけ、透。このたらし。ハーレム魔王！」

「うるせえな。俺はロリコンじゃない」

　透ってこっちでもなぜかめちゃくちゃモテるのよね。

　まあ、黒魔王時代の黒髪黒目を、そのまま持って来た感じの、悪くはない見た目だけど。

　本人は前世のトラウマからか、こっちで恋こいする気力も無い様だけど、無自覚で引き寄せてるから腹が立つ。

　由利がみやかちゃんを呼んだけど、彼女はこっちには来なかった。

「恥ずかしがりだからなあ……透君が居るから。でもそこが可愛いよねえ～可愛いよね～」

　お兄さんの言葉が気持ち悪いです。

　凄すごく気持ち悪いです！

　でも由利、あんたは普通に家庭に馴な染じんでるわね。家族に愛され、環境に恵めぐまれていたとしても、持って生まれた記憶が邪じや魔まをしたりしないのかしら。

「おい、お前食い過ぎだぞ。大食いの女は嫌きらわれるぞ」

「今いま更さら誰だれに好かれようとも思わないわよ」

　透につっこまれ、ふんとそっぽを向きつつ、食べるのはやめない。

　私はさっきから、目前の高校生男子二人の、二倍以上のおでんを食べていた。

　どうせ、今更誰になんと思われても痛いたくも痒かゆくもないもの。

「ま、前世はハーレム大魔王だったくせに、今は枯かれきっているあんたよりマシね」

「はあ、言うと思ったぜ」

「駄だ目めだよマキちゃん、そこんとこは、透君にとっての地じ雷らいなんだから」

「ふん、可哀かわい想そうだこと。愛してやまなかった姫ひめ君ぎみを勇者様に寝取られたあげく、裏切られて殺されたなんて。魔王の死に様としては最悪に無様よね」

「……大陸を焼け野原にしたお前は、ほんと魔王の鑑かがみだよ」

　透はため息をついた。

　私たちはこの黒歴史を、いったい何度語り合ったんだろう。繰り返し繰り返し。

「あ、そういえば、明日あした世界史の新しい先生、来るらしいよ。ほら、杉すぎ田た先生産休に入ったからさ」

「ふーん。でもどうせ、私たちにとっちゃどんな先生でもおんなじよ」

　空気の読める由利の話題逸そらしと、空気の読めない私の切り返し。

　やるせなさはいつもいつも、私たちを取り巻いている。




　私たちはいつまで、こんな時間を過ごしていくんだろう。

　このままでいいのかな。

　そういった疑問を誰もが持っていながら、誰もが触ふれないでいる。

　あんなに長生きしてきたのに、答えの出せない疑問があるから驚おどろきよね。










【プロローグ３「僕の話を聞いてほしい」】




　僕の話を聞いてほしい。

　僕の名前は由利静。高校一年生。

　しかし、前世では異世界メイデーアの〝東の白賢けん者じや〟と呼ばれる三大魔王の一人だった。

　自分で言うのもなんだけど、僕はとても良い賢者だった。

　妻も子もいたし、多くの弟子にも恵まれていた。

　白魔術師の最さい高こう峰ほうとして、他の魔王と同列に語られただけの話で、黒魔王や紅魔女とは少し違ちがう立ち位置だったのだ。

　ただ、僕には最大の過ちがある。

　北の黒魔王と西の紅魔女の喧けん嘩かを止めてほしいと思っていただけなのに、選んだ勇者がとんでもなく非道な奴やつだったのだ。僕の見る目が無かったとしか言い様が無い。

　僕は、あろう事か弟子であるはずの勇者にあっけなく殺され、精せい霊れいとの契けい約やくとか、法具とか、色々奪うばわれたらしい……ああ情けない。

　斉さい賀が透こと、透君。織田真紀子こと、マキちゃん。

　この二人は僕のかつての敵だった。有り余る魔力を使い、簡単に世界を破は壊かいしていた二人の魔王を許せないと思って、自分自身彼らと戦った事もある。

　でも今では、正直側に居てもらわないと困る存在になっている。

　それは、三人お互たがい様だと思うけれど。







　この二人が我が家におでんを食べに来た、次の日の事だ。

　僕はクラス委員長だったから、職員室に日誌を取りに行くついでに例の新しい先生を垣かい間ま見みた。そう、ただ一いつ瞬しゆん垣間見ただけだ。ドアの隙すき間まから。

「……え……」

　ただ一瞬だけだったのに、心臓が跳はね上がった気がした。

　急いで教室に帰って、透君とマキちゃんに伝えなければならない事があると悟さとったものだ。だって、僕には分かる。僕が、〝彼〟を見間違うはずは無いのだから。

「透君！　マキちゃん!!」

　いつも落ち着いたクラス委員長の僕が、こんなに慌あわてて教室に入った事に、クラスメイトは少し驚いていたが、そんな事はどうでもいい。

　奴だ。奴が、居た!!

「マキちゃん、透君！　新しい先生は……っ」

　それ以上言葉に出来なかったのは、背中に異様な空気を感じてしまったからだ。

　目の前のマキちゃんと透君も、僕越ごしにその男を前にして、現世では初めて見るような驚きよう愕がくの表情をしていた。

　男は無表情で、スーツの似合う新任の先生だ。

　クラスの女子が黄色い声を上げているけれど、今は頼たのむから静かにしてくれと言いたい。

「……久しぶりだな。まさかこの学校に、三人とも揃そろっているなんてな」

　奴の声を開き、僕らは三人揃って青ざめてしまっていた。当然だ。

　かつて自分を殺した、もしくは死に追いやった当の本人がそこに居た訳だから。

　でも確かに、僕たちが転生しているって言うのに、こいつが転生していない道理は無い。

「何でお前がここにいるんだよっ!!」

　最初に先生につっかかったのは透君だった。

　積年の恨うらみが最も色いろ濃こいのが彼だ。

　しかしここは教室である。僕は「ちょっと落ち着いて」と言いつつも、この場をどうしたらいいか分からなかった。

　そんな時、ガンと机を叩たたく大きな音が響ひびく。

「……行きましょうか、前世懺ざん悔げ同好会……」

　椅い子すに座った姿のまま、マキちゃんが拳こぶしを机に叩き付けたのだ。さすが同好会長。

　この日ほど、その同好会の名前がふさわしい日は無かったと、僕は思う。




　そう。僕が、前世で一番懺悔したい事は、彼を見つけ、勇者としての力を与あたえてしまった、その事に尽つきるのだ。










【プロローグ４「俺たちの戦いはこれからだ」】




　俺は透。かつては黒魔王と呼ばれた男である。

　長い前世の記き憶おくを持って生きてきた俺たちだが、現世でこんなに驚いた日は無い。

　そして、こんなにも生きた心地ここちがしない日も無かった。

　俺たちの目の前に現れたそいつの名は、狩か野のう圭けい介すけ。

　元勇者で、今は世界史の教師だ。




「前世懺悔同好会？　電波だな……痛々しくて見てられない」

　奴は俺たちの同好会室の前に貼はられた紙を見るや否や、真顔で嫌いや味みを連発。

　誰のせいで、前世の苦い記憶の懺悔や反省をしていると思っているのか。

「最も懺悔してほしいのは、あんたなんですけどね。あんたなんですけどねえ！」

　マキがすかさず言い返したが、狩野に笑われた。

「なぜだ？　俺はあの世界の人々を苦しめる、諸悪の根源を退治したまでじゃないか」

　殴なぐりたい、この笑顔。

　誰か釘くぎバットを持って来て下さい。

　やるせない思いで震ふるえていた時、ちょうど一限目のチャイムが鳴り、俺たちはあからさまにビクッと反応してしまった。

　完全にサボリですね。こりゃあ絶対怒おこられるな。

「元魔ま王おう様が、いちいちチャイムくらいでビビるなよ」

「ビビってねえよ……」

「ま、まあ今はただの生徒ですから」

　俺はさっきから機き嫌げんが悪く、狩野の言う事にすぐつっかかる。

　由利にいたっては、先生というだけで敬語。

　お前一応前世での師し匠しようだろ、何やってんだよ、と言いたい。

「前世懺悔同好会なんてやってるくらいだから、前世には相当な未練があるんだろう。まあ、基本的に俺のせいだろうが……」

「そうですね」

　俺たち三人は口を揃えて頷うなずいた。

「……なら、異世界メイデーアが今どうなっているのか、面白い事を教えてやろう。異世界史の授業だ」

　狩野が皮肉めいた様子でスーツの内ポケットから取り出したのは、一枚の地図。

　四つの大陸が四つ葉のクローバーみたいに並んでいる世界。それは確かに異世界メイデーアの地形だ。

　ただ、俺たちの時代とは、国の様子が随ずい分ぶんと変わっていた。

　知らない国もあれば、無くなっている国も多々ある様だ。

「紅魔女。お前が俺を巻き込み大だい爆ばく発はつを起こした西の大陸は、約二〇〇〇年経った今でも悪質なマギ粒りゆう子しが飛散している不毛の大地だ。お前は罪深い事をしたな。気候が良く食物の多くとれた、西の大陸を失ったメイデーアの損害は大きい。……その後いったい何が起こったと思う？」

「……え？」

「悲しい事に、あの大爆発が原因で、メイデーアは長い戦争の時代に入ってしまった。土地や食料、西からの難民を巡めぐった、侵しん略りやくと奪だつ還かんを繰くり返す戦争だ」

　マキは思いもよらぬ狩野の言葉に、少しだけ表情を強こわばらせた。

　それをフォローしたつもりじゃないが、色々とつっこみどころがあるから俺が問い返す。

「メイデーアはあれからもう二〇〇〇年も経っているのか？　そもそもお前はその情報をどこから手に入れたんだ」

「……」

　狩野は少しばかり沈ちん黙もくした後、口を開く。

「俺はこの世界とメイデーアを行き来する方法を知っている」

「……!?」

「そもそも、勇者となった時代も、俺は元々、この世界からメイデーアに召しよう喚かんされた少年だった。白賢者、お前は知っていただろう」

「はあ、まあ異世界からやってくる少年少女が救世主だ、と言う言い伝えがあったからこそ、あなたを勇者にした訳ですから」

「そうだ。そもそも、何故なぜメイデーアにこんな言い伝えがあるのか。異世界からの召喚に何のメリットがあると……」

　俺たちは、そんな事知らない。

　奴は地図を懐ふところにしまい、そのまま黒い銃じゆうを取り出し、迷う事なく俺たちに向けた。

「〝世界の境界線〟を越える事だけが、魔力を跳ね上げる唯ゆい一いつの方法だからだ」

　そんな、意味不明の事を言ってのけ。

　俺たちに理解させる気も、到とう底てい無さそうで。

「……は？」

「懺悔は十分に済んだだろう、魔王共。ならば、再び異世界に降り立ち、お前たちのしでかした事が何だったのか、その目で確かめてみるんだな。お前たちの戦いは……おそらくこれからだ」

　こいつの言葉に、俺たちは立ちほうけ。

　え、それ、ある業界じゃ、デッドエンドフラグだから。

　こちらの世界を、たった一六年しか生きていないのに、こんなにきりの悪い所で無理矢理終わらせられるのかよ……




　とか考えていた時には、銃声が三つ響いて、俺たちは再び、あっけなくこの男に殺されたようだ。







　　　第一章　出会い







【トール、貧びん乏ぼうくじに嘆なげく。】




　俺の名前はトール・サガラーム。一〇歳。

　前世の名前は斉さい賀が透とおる。更さらにその前世は、この異世界メイデーアで北の黒魔王と呼ばれていた。

　なのにどうしてこうなった。

　何もかも勇者のせいですね、そうだと思います。

　あいつが俺たちを殺したせいで、俺はまたこのメイデーアに転生してしまった。

　奴やつは勇者の仮面を被かぶった、俺たち魔王の死神だったんだ。




　今、俺は南の大陸にあるルスキア王国の港町カルテッドで、煙えん突とつ掃そう除じ夫ふをしている。

　冬の間、少年の小こ柄がらな体格をいかして煙突の中に潜もぐり込み、煤すすをはらうのだ。

　しかしまあ、こんな話はどうでもいい。

　問題は、なぜ俺がこんな事をしなければならないのかと言う事だ。

　俺が生まれたのは本来、ここよりずっと遠くの東の大陸。

　平和な南の人間は分からないかもしれないが、東の大陸は激しい戦せん渦かにある。

　北の大国エルメデス連れん邦ぽうの侵略により、荒あれに荒れているのだ。俺の親父おやじは、俺とお袋ふくろを安全な南の大陸に移住させる金を稼かせぐため、兵士となってそのまま死んでしまった。

　しかし南の大陸に来たとしても、そう上手く事が運ぶ訳ではない。お袋は元々体が弱かったせいもあるが、親父が死んで心身ともに疲つかれきって病気となり、今じゃずっと床とこに臥ふせっている。俺が煙突掃除夫として稼がないとどうしようもない。

　まあ、それでも俺はマシな方か。

　この歳にしては物覚えが良く賢かしこいと、親分には可愛がられているし、俺だって大人が喜ぶ事を心得ている。

　こう見えて、前世の記憶、ありますから？

　お金が無く学校へ行けなくったって問題ない。そこらの貴族のボンボンより頭良いです。まだ子供だけど、見た目も悪くない。だって元ハーレム魔王だもん。将来黒くろ髪かみ黒目のイケメンになることは保証されている。

　俺がちょっと大人のお姉さんに言い寄れば、可愛い少年を憐あわれに思って色々と恵めぐんでくれたりする。

　ちょろいもんだぜ。あっははははははは。

「じゃ、ねーだろおおおおおお!!」

　俺は港町の露ろ店てんの立ち並ぶ道の真ん中で、思わず叫さけんでしまった。

　叫ばずにはいられない。もう嫌いやだ。もうやってられない。

　どんどん生活レベル落ちてるじゃねえか。なぜ俺は今、この歳にして煙突掃除夫なんてやっているんだ？

　魔王だったんです！　俺魔王だったんですよ、皆みなさん！

　伝説上最強最悪とされていた北の黒魔王だったんですよ!!

　早すぎる中二病とかじゃ無いです。

　地球での生活にも堪たえ難いものを感じていたのに、今じゃあれの方がマシだったとさえ思える。食うものには困らなかったし、戦せん艦かんがそこらを飛んで、町を焼いてしまう事も無かったし、毎日ぼろぼろの服を着て働く事も無かった。

「……はあ、どうせなら貴族のご子息とかに生まれ変わりたかったよ」

　俺はモップ片手に歩き回りながら、高台の上にドヤ顔で建っている領主の館を見上げた。

　ルスキア王国には爵しやく位いがあって、地球の中世ヨーロッパに似ている。

　そういった貴族様々の階級がある世界で、俺がこの生活からおさらばするのは容易ではない。相当な運が必要だ。

　いや、本当はめちゃくちゃ簡単だ。俺の魔ま力りよくは、元魔王だった頃ころ以上のものを感じる。

　でも、分かっている。今これを公に使う訳にはいかない。まだ早い。

「……はあ。どっかに金づる、落ちてねーかな～」

　俺がとぼとぼ歩いていたら、後方でひったくりがあったようだ。何やら騒さわがしい。

　振ふり返ってみるとゴツい海かい賊ぞく風の男が、貴族風のダンディーな男から荷物を奪うばって逃とう走そう中であった。しかも、貴族さん、ひったくりを追いかける途と中ちゆうで腰こしをやってしまった模様。

　アタタタ。

「ははーん。良い金づるそうじゃねーか。一本釣づりいきますか……」

　俺は長年の記き憶おくのせいか、勘かんがとても良い。

　あの貴族風のおっさんは、きっと俺の求めている何かを持っている。

　モップをくるりと回して、走って逃にげて来た大おお柄がらの男の足を引っかけ、荷物だけパッと取る。そして男が転ぶ直前で、巨きよ体たいをちょいと蹴けって飛ばした。

　そのまま果くだ物もの屋のオレンジコーナーに突つっ込んじゃったけど。ごめん、果物屋の親父。

　腰を痛めた貴族のおっさんが、何だか平和面したお供に担がれてやってきた。

「おい、おじさん。これおじさんのだろ？」

　俺は荷物を、その貴族の男に差し出した。盗ぬすんだりはしない。

　ふふん、俺は知ってる。ここでは恩を売っておいた方が後々良いってことをね。

「ああ、もしかして君がこの男を？」

「まあね。あんた、見たところ貴族様って感じだけど、この町じゃ大切なものは服の中にでも入れときな。そこの能天気そうなお供じゃあ、ちょっと危ないぜ」

　ま、これは本当の事だ。

　例えば隣となりのデリアフィールドと言う、人の少ない農耕地帯から来た平和ボケ野や郎ろうなんか、すぐに目をつけられる。気がついたら有り金ぜんぶ盗まれてたってこと、ざらだよ。

　それにしてもこの貴族さんの人の良さそうな顔ったら。こりゃあ、目をつけられるわ。

「君……名前は？」

「トール・サガラームだ。煙突掃除の御ご用ようがあったら、どうかごひいきにってね」

　俺は貴族の男に名乗って、その場を一度引いた。

　ここでお礼を貰もらっちゃ、それでさようならになりかねないからな。







　海沿いの一二番地の小屋が、俺の家である。

　その前の堤てい防ぼうで海に釣り竿ざおを垂らしていた所、やはり声をかけられた。

「やあ、今日は良く釣れるかね」

　先ほどの貴族さんの声に違ちがいない。振り返り見下ろしたその顔は、さっき見たもの。

　ちゃんと俺を捜さがして、ここまで来てくれたんだな。

「どうかな～。予定では大物が釣れるはずなんだけど」

　俺はくすくす笑いながら、釣り竿を固定し堤防から降りる。

「どうしたのおじさん。また何か盗まれたのか？」

「いや、まだ君にお礼を言っていなかったと思ってね。先ほどはどうもありがとう。本当に大切なものが入っていたんだ。君に言われた通り、今では服の中に隠かくしているけどね」

　彼は屈かがんで、視線の位置を俺と同じにした。

「何か欲しいものがあったら言ってくれ。助けになれることがあったら。私は君にお礼がしたいんだ」

「うーん、そう言われてもなあ。欲しいものなんて選べないほどにあるし、やってほしい事だって沢たく山さんある」

　貴族さんは狙ねらい通り、俺にお礼をしに来た様だ。俺はニヤリと笑って、続ける。

「もっと金の稼げる仕事を紹しよう介かいしてくれよ。貴族様だったら何か知ってるだろ？　俺、お袋を良い病院で看みてもらいたいんだ。どう？」

「……ほほう」

　貴族さんは満足げに微笑ほほえみ、何やら頷うなずいている。

「わかった。では、うちの屋や敷しきの使用人として雇やとおう。ちょうど私の娘むすめと同じ年とし頃ごろのお供を探していてね。少々変わった娘なのだが、君のような子なら、あの子も気に入りそうだ。それに、デリアフィールドなら良い病院がある。私が手配しよう。どうかね？」

「へえ、なるほど。なかなか良い提案だねおじさん。でも俺、今の親分に雇われている身だから、そっちから買い取ってもらわないといけないよ。そこまでして、俺を雇ってくれるの？　俺は何をすれば良いんだ？」

「ほほう。私を試しているのかねトール。いいだろう、親分から私が君を買い取ろう。なあに、私の娘マキアの側に居て、話を聞いたり世話をしてくれれば良いんだ。それなりの教育を用意するとも」

「へえ、それは良いね。……もしかしてあんた、デリアフィールドのオディリール伯はく爵しやく？」

「そうだとも。良く知っているね」

「だってあそこの伯爵家の御お館やかた様は、お人好しだって聞いた事があるからな」

　彼は大層驚おどろいていた。俺はニヤリ、と。

　どうやら今日の俺は、珍めずらしく運が良い様だ。










【マキア、七歳のお誕生日会で出会う。】




　私はマキア・オディリール。オディリール伯はく爵しやく令れい嬢じよう。

　前世の名前は織お田だ真ま紀き子こで、さらにその前世は西の紅魔ま女じよと呼ばれた魔王だった。

　私は今日、マキアとして七つのお誕生日を迎むかえる。

　お人形の様に椅い子すに座って、今日も子供らしからぬため息をついて、生まれてから七年間の、長い退たい屈くつな日々を思い出していた。




　こんな人生って無いわよ。まさか再びあいつに殺されるなんてね。

　しかも今度ばかりは、かなりしょっぱいわ。

　だって私たちは人じん畜ちく無む害がいな高校生だったんだもの。

　これも、魔王の時に散々やらかした罪の罰ばつだって言うの？




　そう、勇者に殺された私は、再びメイデーアに転生した。

　南の大陸ルスキア王国の、デリアフィールドと言う農耕地帯を治める、オディリール伯爵家の一人ひとり娘むすめマキア・オディリールとして。

　鮮あざやかな真っ赤な髪かみをもった、我ながら美しい娘よ。それなのに、生まれたばかりでさっそく明後日あさつての方向を見ている、可愛くない赤ちゃんだったわ。

　だって、仕方ないじゃない。

　前世二つ分の記憶を持って生まれて、一から真ま面じ目めに赤ちゃんやってられるかって話。

　こんなに擦すれた赤ん坊ぼうを、真っ白で無む垢くな存在だと思って慈いつくしんでくれている両親が、段々とかわいそうになったわね。

　それからは、少しずつ、少しずつ成長するもどかしさに耐たえる日々。

　よく、大人のスペックを持ったまま子供に戻もどりたいなんて言うけれど、実際それほど良いものでもないのよね。

　何がつまらないかって、それは同じ年頃の子供と全く会話が嚙かみ合わない所。

　当然だわ。精神年ねん齢れい二〇〇歳以上なのに、おしめも取れていない様なおチビちゃんと同じレベルの会話や遊びが出来たら、逆に凄すごい。

　ごっこ遊びをしなくてはならない時が、一番虚むなしかったかしら。五歳の頃の話。

「あたしがお姫ひめ様で、マキアちゃんは犬ね」

　そう言って、この私に犬役を命じたのは、お友達の公こう爵しやく令れい嬢じようスミルダちゃん。

　貴族のお嬢様たちと一いつ緒しよに遊ぶ事は良くある事だったのだけど、幼女相手にむきになって、おままごとで一番人気のお姫様役を奪うのもなんかめんどくさい。

　だからって、適当に流してたら犬役になってた訳で……それはそれは屈くつ辱じよく的だったわ。




　地球での前世って、今思えば恵まれてたのよ。

　残された記憶を語り合える者がいただけで、色々と楽だったんだわ。

　私はこちらに転生しても、透とおると由ゆ利りの事を思い出さずには居られない。

　あの二人はどうなってしまったのかしら。

　私たちに言葉で語れない縁えんがあるなら、きっと同じ時代にこの世界のどこかで転生しているはず。いつかまた、どこかで会えるかな……




「マキアちゃん、お誕生日おめでとう！」

「……あ、ありがとう」

　ガヤガヤと賑にぎわいを見せる私のお誕生日会。プレゼントの山で、私は押おし潰つぶされそう。

　お屋敷には沢山のお客様や子供のお友達が訪れ、私を祝ってくれてるのだけど、私はさっきから虚しい七年間を思い出している。

　ああ、つまらない……

　私を苛さいなむのは、ただそれだけ。七歳の誕生日なんて、もどかしいだけよ。

　さっさと大人になりたい。

　会いたい。あいつらに。

「……お腹空いた」

　それに私は、げんなりとしていた。楽しみなのは料理くらいなのに、椅子に座って挨あい拶さつばかりさせられ、目の前のテーブルに並べられている料理を食べられない。生殺しだわ。

　だけど、こうやってお祝いしてくれるお客様の相手をしなければならないのも貴族令嬢として生まれた宿命なのよね。

「マキア、お誕生日おめでとう」

「お父様！　もう、遅おそいわっ。パーティーがとっくに始まって……」

「すまないすまない。準備に時間がかかってね」

　お父様がお仕事から帰って来たようで、今さっき、このパーティー会場にやってきた。

　なんだかとてもよそよそしい。

「マキア、お前にプレゼントを用意したんだ。今年はちょっと自信があるぞ」

「……お父様のプレゼントはいつも素晴らしいわ」

　ニコリと笑って、思ってもいない事を言ってのける。それが今日七歳になった私。

　何やら自信ありげだけれど、カルテッドで何を見つけて来たのやら。

　ま、きっと予想内のプレゼントでしょうよ。いつもみたいに喜んだふりをしよう。

　何を貰ったって、さほど嬉うれしいと思った事も無い、冷めた子供で申し訳ないけれど……

「さあ、おいで。そうそうこっちだよ」

「……？」

　お父様は会場の入口扉とびらの方から、誰だれかを呼んでいた。

　あれ、人？　ちょっと予想外。

「……」

　一いつ瞬しゆん、人のざわめきがさざ波のように引いていって、まっさら真っ白になった。

　目の前に現れたのは、黒くろ髪かみ黒目の少年。彼は最初、この会場をひょうひょうとした目で見回していたけど、その視線を私に向けた時、ハッと立ち止まった。

　私も同じ。彼を見た瞬間に、今までどこかにしまっておいた過去の長すぎる記き憶おくの、色いろ鮮あざやかな鱗りん片ぺんをコマ送りに思い出した。

　その真っ黒でまっすぐな瞳は変わらない。きっと、ずっと変わるはずも無い。

「ああああああああああ!!」

　私たち二人はお互たがい指をさし合って、大声を上げた。

　当然会場は静まり返り、何事かと私たちに注目するでしょう。

　でも、そんなことおかまい無し。私はいつもの被かぶった猫ねこを取っ払ぱらう。

「何であんたがこんな所にいるの!?　え、何でお父様に？　ていうか、今までどこにいたのよ。な、何でもっと早く来てくんなかったのよ。何で私より年上っぽいのよ何で顔変わってないのよ何で何で………あ、おいしい料理あるよ、食べる？　じゃないわよもおおおおお!!」

　もう、パニック状態。何を言ってるのか、自分でさえ分かってない。

　身み振ぶり手振りで頭を抱かかえたり一周回ってみたり騒さわがしい。

　やめて、みんな見ないで！　見せ物じゃないのよ!!
















「え、お嬢様って……お前？」

　やって来た少年は私より冷静だったけど、やはり驚いていた。

「……う……っ」

　じわじわと涙なみだが込み上げて来る。

　でも、そうね。きっと私たち、また会えるって分かってたはずなのだけれどね。

　私たちがいくら膨ぼう大だいな記憶を抱え込み、知識を抱え込み、沢山の人々を高みから見下ろしたって、同じ目線の人がいないと寂さびしいに決まっているじゃない。

　本当は、もっともっと、もっと早く会いたかった。

「うああああっ、とおる～……っ!!」

　私は大声を上げて、泣きながら彼に抱だきついた。

　何度も名前を呼んで、小さな彼の体に頭ず突つきして。

　彼は「おいおい」と言いながらも、歯を食いしばってぽろぽろ涙をこぼしてた。

　小さいなりに、ちゃんと地に足を着けて踏ふん張って、私を受け止めてくれた。

　たった七年、会えなかっただけで、こんなにも懐なつかしい。

　私たちは再び会った事で、それまでの寂しさや悔くやしさを、言葉にせずとも分かりあえる。

　それが私たちの複雑な絆きずなの証なんだわ。










【トール、君はペット。】




　俺はトール。

　デリアフィールドのオディリール伯はく爵しやくに雇やとわれ、お嬢様付きの使用人となったのだが、そのお嬢様が何と前世で因いん縁ねんのあるマキであったと先ほど知った。

　更さらに言えば、紅魔女の生まれ変わりであるマキアお嬢様だ。

「ねえこれも食べなさいよ。ねえこれもおいしいわよ」

「わーかったから。お前いい加減にしろって」

「これもあげるっ！」

「はいはい、落ち着けよもう少し」

　ちっさいマキが、俺の座るテーブルの隣となりから顔をちょこんと出して、美味うまそうな料理を盛った皿を次々に運んで来る。その表情は爛らん々らんとしていて嬉しそうで、何か俺にしてやろうという彼女らしからぬ健気さを感じる。

　いや、可愛いけど。

　ウェーブのかかった柔やわらかい赤毛に、大きな猫目。かつての紅魔女にそっくりな美幼女だ。

　前世のふてぶてしさを知っている俺からしたら、少しばかり戸と惑まどうと言うか。

　ほうら見ろ。周りの貴族たちが俺らに注目しまくって、ヒソヒソ話。

　御お館やかた様なんて目が点だ。

　それにしてもこの女、さっきから俺にやたらと飯を食わせたがる。

　久々に実家に帰ったら、家族がやたらと飯を食わせたがる図、みたいになってる！

　マキよ、お前ちょっと落ち着きたまえ。

「ねえお父様、ありがとうありがとう！　こんなに素晴らしい誕生日って無いわ！」

「あ、ああ、良かった。絶対喜ぶと思ってたけど……彼と会った事があるのかい？」

　マキが子供らしくぴょんぴょん飛び跳はねながら、御館様に抱きついていた。

　しかしさっきの再会リアクションを、流石さすがの御館様だって気にするってもんだ。

　前世の知り合いだなんて、子供の言った事だとしても若干引かれるぞ。

「んー知っているけれど～知らない子。いいのよ、私が気に入ったんだから。ねえ、あの子私の使用人になるのでしょう？　ずっとここに居るのでしょう？」

「あ、ああそうさ。お前がお友達が欲しいって言っていたから。仲良くしなさい」

「うん！　うんうん！」

　おお、マキの奴やつ、子供ってことをいい事に曖あい昧まいに揉もみ消す気だぞ。

　流石、横暴な紅魔ま女じよめ。噓うそや揉み消しは専売特許だもんな。

　貴族たちのいぶかし気な視線を気にする事なく、俺が久々の肉料理に舌した鼓つづみを打っていた所、小さなマキがちょこちょこと帰って来て、俺の隣に座って、俺の顔を覗のぞく。

「ねえ、あんた今なんて名前なの？」

「トール・サガラームだ」

「わ、前の名前とそっくり。私もマキアよ。マキア・オディリール。ふーん、でもあんた、相変わらず名前との相性が悪いわね。似たような名前が続くならその名前から逃のがれられないと言う事だろうけど。……だからずっと運が悪いのね」

　俺はマキの言葉で、黙もく々もくと料理を口に運んでいた手を止めた。

「……すっかり忘れてたぜ。お前、〝名前魔女〟だったな、そう言えば」

「そう。私もこっちに戻もどって来て思い出したわ。名前さえ分かれば、私はどんな奴の魔力数値でも〝見える〟もの。……でもあんた、やっぱり凄いわ。私より全然大きいんだもん、あんたの魔力数値。前より、約五割も増えてるわ」

「……ほお」

　俺は前の魔力数値を覚えている。三大魔王の中で最も数値の大きかったのが、この俺〝北の黒魔王〟だった。あの時代ならきっと最高レベルの数値だったと思う。

　この世界では、人は皆みな生まれ持った限界魔力数値を、どう頑がん張ばっても増やす事は出来ない。多少の上下はあるが、本当に微び々びたるものだ。このように異世界を経由し生まれ変わる事、これが、あの勇者が言った「魔力を跳ね上げる唯一の方法」なんだろう。

　正直、五割増しとは、恐おそれ入る。

「ま、だから何って感じだがな。今のままじゃ、宝の持ち腐ぐされだよ」

「良いじゃない、ただ持ってるだけでも。……きっと奴も、私たちを見つけられないわ」

「……奴……か」

　俺は今まで誰とも話す事の出来なかった、あの日の懺ざん悔げ同好会室での事を、今ここで語りたかった。

　でも、俺は常識人。それに雇われの身だ。

「その話はおいおいな。ここでそんな物ぶつ騒そうな事を語り合っていたら、きっとすっごく怪あやしまれる。俺はお前の使用人として雇われたんだ、語る時間は一いつ杯ぱいあるさ」

「………うん。うん！」

　マキは猫目をキラキラさせ、俺の顔を見上げ何度も大きく頷うなずいた。

　こいつ、こんなに素直な奴だったかな。

　前世の地球ではあんなに枯かれた女だったくせに、子供の姿と相まって、お前があの恐きよう怖ふの紅魔女だった事なんて、もはや無かった事の様だ。

　ちょっと可愛いぞ、やっと主人の帰ってきたペットみたいで。




　マキの七歳の誕生日のメインケーキには驚おどろいた。

　オネエ系タレントに居そうなオディリール家のパティシエが、自信ありげに持って来たそれは、真っ白なクリームと飴あめ加工した輪切りのレモンが飾かざられた、三段重ねのデコレーションケーキ。爽さわやかなレモンの香かおりが漂ただよって来る。

「うわあ、凄すごい凄い!!　素敵よバルナバ！」

「マキア様の大好きなレモンケーキお誕生日バージョンよっ！」

　星を撃うち落とす威い力りよくのありそうな、おかまさんのウインクだ。対するマキは相変わらずテンションが高い。なんというかちょっと舞まい上がっているな。

　誕生日にレモンケーキって珍めずらしい気がするけど、確かデリアフィールドではメジャーなケーキだと聞いた事がある。

　実際そのケーキはとても美味うまくて、メイデーアに転生してきてこのような滑なめらかな甘いケーキを食べたのは初めてだった。ちょっと目頭が熱いな。

「と言うかお前……食い過ぎだろ」

「そう？　今の私なら、このケーキくらい、全部食べてしまいそうよ！　でもトールにもあげる！　はい、あーん」

「おい、やめろ。目立って仕方が無いんだけど」

「何言ってんのよ！　ぱーっとやりましょうよぱーっと!!」

　駄だ目めだこいつ。まるでよっぱらったおやじのようだ。

　御館様、ごめんなさい。

　俺を拾ってくれた優しい御館様を失望させるかもしれない。

　だって俺のせいで、御館様の可愛い娘むすめは今までの猫っ被りを捨てて、暴飲暴食、横暴検定一級のマキを、完全復活させちまったかもしれないんだから。

「ふふっ、楽しいわねぇトール！」

「……」

　まあでも、いいか。マキも楽しそうだし。

　なるようになるさ。







　　　第二章　カルテッド







【トール、マキアに告げる。】




　俺はトール。一六歳。

　オディリール家に仕える事となって、早くも六年という月日が流れた。

　病気の俺の母はと言うと、オディリール家の運営するデリアフィールドの病院で療養中だ。時々見舞いに行く。

　今、マキアに付き添そい、貴族のお嬢じよう様さま方のピクニックに来ている。

　丁度紅葉もみじの美しい時季。俺はお嬢様方から少し離はなれた樹の根元に座り込み、彼女たちの会話を聞いていた。

「わたくしお父様に聞きましたの。最近、北の大陸のエルメデス連れん邦ぽうが、とっても凄い兵器で東の大陸を攻こう撃げきしたんですって。それは大きくっておぞましい、戦争の道具よ」

「へえ～」

　マキアと同い年の公こう爵しやく令嬢スミルダ嬢が知ったかぶって、他大陸の戦争の話をしていた。

　彼女を囲む数人のお嬢様方の、まるで危機感の無い返答が笑える。

「で、そのおっきな兵器って何？」

「……それは……知りませんわ」

「なーんだ」

　質問したマキアは、あからさまにつまらないといった口調。

　するとスミルダ嬢はムッとして、言い返す。

「どのような兵器であっても、南の大陸は〝緑の加護〟で守られているから大だい丈じよう夫ぶだと、お父様は言ってましたわ。ですから、兵器の事など知らなくったって良いのですわっ」

「スミルダが言ったんじゃない……」

　マキアはもぐもぐとサンドウィッチを食べながら、小さく肩かたを上げる。

　一三歳になったマキアだが、やはり周りのお嬢様方からはどこか浮ういている。

　周りが若さに溢あふれキラキラしているのに対し、若干濁にごっていて擦すれてる、みたいな。

「ちょっといい？　お嬢様方」

　俺がお嬢様の輪に口を挟はさむと、とたんに彼女たちは目をキラキラさせ、頰ほおを紅潮させ、乙女おとめの表情をする。

　自分で言うのも何だが、流石は元ハーレム魔王……罪な男だぜ。て言っても、まだ一二歳か一三歳のお子様相手だけど……

「そろそろマキアお嬢様は、お館に戻ってダンスの稽けい古この時間だ」

「え～もう～」

　お嬢様たちは口を揃そろえて残念がった。

「スミルダ嬢も、丘おかの下で爺じいやさんが待ってるよ」

「え、あ、その……ではわたくしもそろそろ……」

　スミルダ嬢は珍しく口ごもっていた。チラチラと俺を見て、自分のロール髪がみを一ひと房ふさとって弄いじったり。

「分かったわよ。帰る支度をするから、あんたは向こうで待ってなさい」

　マキアがじとっとした瞳ひとみで俺を見上げ、しっしっと追い払はらう。

　俺は素直に従い、先ほどまで居た樹の根元に戻った。

「いいなあ、マキアは。トールさんみたいなかっこいい騎き士しが側に居て」

「いや、あいつまだ騎士なんて大層なものじゃないわ。ただのお付きっていうか……」

「でもいつかオディリール家の騎士になるんでしょう？　素敵よねえ、真っ黒の美しい髪に、涼すずしい瞳。南の国じゃ珍しいもの。マキアちゃんはずっと、トールさんに守られるのでしょう？　はあ～ロマンチック」

　子し爵しやく令嬢リンダ嬢が、頰に手を当てもだもだしていた。女の子は誰だれしも騎士に守られる姫ひめでありたいらしい。

　まあ確かに、俺のような黒髪黒目の者はこの大陸では珍しい。

　東の大陸にはごろごろ居るんだけどな。

　今、東は北と戦争中だが、南の大陸に居るとそんな事は遠い世界の話だといわんばかりに、平和なのである。







「ねえトール。北と東の戦争は激しいの？」

　帰りの小道を歩いていた時、マキアが俺を見上げて尋たずねた。

「そりゃあな。あちこちに戦せん艦かんが飛んでるぜ」

「へえ。ルスキア王国って本当に平和で遅おくれてるのねえ。……なんでこの国の人たちって、あんなに他大陸の戦争に無む頓とん着ちやくなのかしら。だって、北のエルメデス連邦って、侵しん略りやく戦争をしているんでしょう？　この大陸の国々が侵略されるかもって考えないのかしら」

「そりゃあ、あれだろ……〝緑の加護〟が守って下さるってやつだろ」

「それよそれ。この国の誰もが信じきっている〝緑の加護〟ってそもそも何よ」

　マキアの疑問はもっともだった。

　この国の王都にはヴァベル教国と言う、聖地ヴァビロフォスを守る小さな国がある。

　ヴァビロフォス宗派の総本山でもあり、地球で言うバチカン市国に近い。

　南の大陸はもうずっと前から、聖地の〝緑の加護〟がある事で不ふ可か侵しんの地と言われているのだ。〝緑の加護〟というのが何なのかは分からないが、二〇〇〇年前、俺たちが魔ま王おうをしていた時代から、変わらずそれはこの大陸を守っていると言われていた。

「気になる事はまだある……。今の時代、もう魔族っていないんだな」

「ああ。そう言えばあんたって、魔族の国を作っていたから魔王って言われてたんだっけ」

　黒魔王は人間にして、魔族の王だった。

　二〇〇〇年前から魔族は人間たちに忌いみ嫌きらわれ、魔族狩がりなどが横行していたが、歴史の本などを読む限り、一〇〇〇年程前の英えい雄ゆうにより大規模な魔族討とう伐ばつが行われ、既すでに魔族が居た跡あとすら無いようだった。

「あ～あ、それにしても今からダンスのお稽古か～。嫌いやだわ。出来る事をもう一度習うのって退たい屈くつよね」

　マキアは小石を蹴けりながら、ぶつぶつ稽古の文句を言っている。

　俺もマキアのダンスに付き合う事があるため、思わず吹ふき出した。

「そうは言っても、お前のダンスはがさつじゃねえか。もうちょっと優ゆう雅がに踊おどれるよう練習した方が良いぞ」

「ううう、うるさいわねあんたは！　あんた私の使用人なんだから生意気な事言うんじゃないわよ！」

　まだまだ小さなマキアは、顔を赤くしてプンプン怒おこる。

　そして、ふんとそっぽを向く。その勢いあまってふらついて転こけた。

「ああ～……もうもうっ」

「おいおい、落ち着けよマキア。天下の紅魔女の名が泣くぞ」

　マキアはおそらく、とても恥はずかしかったのだろう。

　コロンと地面に転がったまま、両手で顔を覆おおっていた。

　仕方が無いので、腕うでを取っておき上がらせ、乾かわいた土のついたドレスをはたく。

「……痛い。膝ひざを擦りむいちゃったみたい」

　マキアがドレスを持ち上げた所、膝から血が流れていた。

　俺が「やれやれ」とぼやきつつ、しゃがみ込みハンカチで血を拭ぬぐっていたら、彼女が俺　の頭をがしっと摑つかんで、意味深な可愛らしい声でねだる。

「ねえトール、おぶって？」

「……は？　お前、このくらいの怪け我がじゃ何とも無いだろう。自動治ち癒ゆ魔法、体内に構築してんだろう」

「馬ば鹿かじゃないの。そんなの関係ないのよ。私がお嬢様であんたが従者って事が全てなの」

「……」

　やれやれ。仕方なく俺は彼女をおぶった。

　まだ一三歳程の彼女は当然軽いが、首に手を回す彼女の腕がいつ締しめられるのか、少々ひやひやするってもんだ。

「……ふふっ」

「お前な。俺を好きにできる立場になったからって、楽しんでやがるな」

「あら。楽しいわよ？」

　彼女は俺の襟えり首くび辺りに顔を埋うずめ、クスクス笑っていた。

　こいつ、俺が自分のものになったと思ってやがる……

「ふーん。マキアさんは本当に、俺が居ないとダメだなあ。来月、ほとんど側に居られないのに大丈夫かよ」

「……え」

「御お館やかた様と一いつ緒しよにカルテッドに行くんだ。ひと月は付きっきりの仕事だよ。あれ、言ってなかったっけ？」

「……」

　マキアは突とつ如じよ沈ちん黙もくした。

　さっきまで愉ゆ快かいそうにぶらぶらさせていた両足が、いきなり力無くダラン、と。

　あれ、殺気？

「あああ……あんたそれ、どういう事よ……」

「え？　あれ？　御館様から聞いてないのか？　隣となりの港町のカルテッドが学校を建てるってのに、デリアフィールドも協力するんだ。……あれ？」

　ぐっと締められる首周りの細ほそ腕うで。背中のマキアはブルブル震ふるえていた。

　おそらく初耳だったのだろう。







　隣町のカルテッドが、町立の大きな学校を創設すると言う事で、農耕が盛んなデリアフィールドに食堂関連の協力を求めてきた。御館様と俺は約一ヶ月間、カルテッドとデリアフィールドを行き来することになる。

「嫌よ嫌よ嫌よ！　だってトールは、私の使用人でしょう！　何で一ヶ月の間カルテッドなんかに!!」

「こらマキア、我が儘ままを言うものじゃないわ。お父様もトールもお仕事で行くのだから」

「やだやだやだやだ」

　マキアはこの話を聞いて、すぐ奥様と御館様に猛もう反はん対たいして、すっかりいじけてしまった。

　一通りごねた後、ダンスの稽古もサボって部屋に引きこもり、出て来なくなった。

　あいつが両親の前で我が儘を言うのは珍めずらしく、御館様も奥様も大層戸と惑まどっている。

「やはり、トールを連れて行くのはよそうか……」

「いえ、御館様をお一人で向かわせる訳にはいきません。カルテッドは物ぶつ騒そうな所ですから」

　かつて、御館様がカルテッドにて重要な書類を盗ぬすまれ、それを俺が取り戻もどしたのはこの館では誰もが知る笑い話である。

「やはりトールについてきてもらえるのが一番ありがたいんだが、マキアがあれでは」

「マキア様には俺から言っておきますから」

　御館様は俺の手を取り、「頼たのむよトール」と、情けない声を出した。




「……おいマキア、入るぞ」

　部屋をノックしても返事が無い。俺は小さくため息をついて彼女の部屋に入る。

　入ったとたんギョッとした。

　なんとマキアは、ベッドの上のふくれあがった毛布の中に籠ろう城じようしているらしい。

「えーと……マキアさん、起きてますか？」

　ふくれあがった毛布をつつきながらそれとなく声をかけると、下の方から勢いよく足が出てきて、あろう事か俺のわき腹を蹴け飛とばしやがった。

「いってー……お前、不意打ちかよ」

「何よ、あんたどうせカルテッドの仕事に行くんでしょ」

　マキアの声はどこか刺とげ々とげしく、早口だ。

「仕方が無いだろう。御館様を一人で行かせる訳にはいかないし。……お前は知らないかもしれないが、カルテッドは結構危ない所なんだ」

「……だって……だってそしたら、一ヶ月もあんた居ないんでしょう」

「あのなあ」

　蹴飛ばされた場所から立ち上がり、ダンゴムシ状態であるマキアの、鉄てつ壁ぺきの毛布を剝はごうとした。

　しかしこいつも強情な奴やつだ。

　引っ張れど引っ張れど、彼女の一部も見る事が出来ない。

「おいマキア、お前良い歳こいてみっともないぞ。ちょっとは俺離ばなれしろよな！」

「まだ一三歳だもん！」

「おいてめえ、こんな時だけ子供ぶるなクッソばばあああ!!」

　たまに忘れそうになるが、俺たちは一応前世の記き憶おくと精神を引き継ついだまま、こちらの世界に転生した。

　しかしやはり、周囲の反応に気を遣つかったり、子供らしく振ふる舞まったりしてきたせいで、どこか肉体年ねん齢れい相応な態度をとってしまう時もある。

「地球でのお前はもっとクールで枯かれきった、それはそれは若者らしくない嫌な女だったぞ！　お前、あっちの親が死んだ時だってそんな……」

「うるさいわね！　それでも私たちはずっと一緒に居たじゃない!!」

　団子毛布の中からまた足が飛び出してきた。

　俺を蹴飛ばそうとしたらしいが、二度も同じ攻こう撃げきを受けるほど俺は無能ではない。

「はい、つーかまーえた」

　ぱしっとその足を摑み、そのまま毛布の中から引きずり出す。

「わはははは、大物が釣つれたぞ」

「ぎ、ぎゃああああ、やめてやめて！　スカートがめくれ上がる！　変態変態変態っ!!」

「おいやめろ、一三歳に興味は無い」

　マキアはスカートを押おさえる為ために毛布を手放した。こちらとしては計算通り。

　すっかり髪かみの毛をぐしゃぐしゃにしたマキアが出てきた。

「う、うわあ……これが伝説の紅魔女かあ……」

「うるさい、くたばれ!!」

　マキアは俺に摑まれていた足を自力で振りほどき、雪崩なだれのように落ちている毛布を丸ごと摑んで俺に投げてきた。どこまでも暴力的な女だ。

「おいおいおい、まだやる気かよ」

「ふん、良いわよ。別に好きにすれば良いじゃない。どこへでも勝手に行きなさいよ」

　マキアはやまんばのごとく乱れていた髪を手て櫛ぐしで整えながら、ツーンとしている。

「はい分かりました。じゃあ行ってきます」

　と、俺が背を向けると、それはそれは並々ならぬ殺気を送ってくるくせに、どこへでも行けとか言うんだもんな。

「……何。なんですか、マキアさん」

「……」

　しゅーんとなった。しゅーんとなって、側に落ちていた枕まくらを拾い腕に抱かかえる。

　おいおいやめろ。急におとなしくなるな。しおらしくなるな！

「……だって、一ヶ月もあんたに会えないんでしょう？」

「別に、夜中には帰ってくるぞ、俺」

「夜中なんて寝ねてるわ」

「おい」

　マキアはいそいそとベッドに戻り、ごろんと横になった。完全にふてくされている。

　西の紅魔女と呼ばれていた頃ころの威い厳げんはどこへ行ったのやら。

　流石さすがに長年の付き合いだから、ここで放っておく訳にも行かないだろうと思い、俺は肩かたを落としつつ彼女の頭側に、浅く腰こし掛かけた。

「何？　寂さびしいって？」

「……ふん。あんたなんか居なくても、別に何も変わらないわよ」

「ふうーん……とか言ってさあ。実は寂しいくせによ～。本当にマキアさんは……」

　やっと落ち着いたから、ちょっと頭を撫なでてみる。

　そしたら何かが気に食わなかった様で、思いきり爪つめをたてて顔面を引っ搔かいてきた。

　まさかの攻撃に俺も対処出来ず、直ちよく撃げきを受ける。

「いってえええええ!!　何で、ちょ、やめろって！」

「うるさい!!　くたばっちまえ、アホ！　アホトール!!」

　マキア再始動。ここからは可愛げも無いくらいに酷ひどいもんだった。

　まず、俺をベッドから蹴け落おとし、そのまま飛び乗ってきて引っ搔く、嚙かみ付く、髪をむしる。どこからどう見ても恐おそろしい紅魔ま女じよで、その巻き毛が蛇へびのようにも見える。

「良いわよ！　もう一ヶ月口きいてやらないから!!」

「は、はい？　それお前、自分の首締めて……」

「あーもーうるさいうるさーい！　死ねっ！　出て行け!!」

　小さな体のどこから力が出てきているのか、まるで分からないが、マキアは俺を蹴飛ばしながらその部屋から締め出した。最終的に部屋の鍵かぎまでかける徹てつ底ていぶりだ。

　ここまでマキアがキレたのは、本当に久々に見た気がする。

「……なんだよ、ったく」

　ああ、体中が痛い。

　情けない話だが、一三歳の小こ娘むすめに酷い目に遭あわされた。

「おい、本気で一ヶ月の間、口をきかない気かよ」

　締め出された扉とびらの向こう側のマキアに声をかけてみたが、返事は無い。

　さっそく、その〝口きかない月間〟は始まっているらしい。

「わかった。お前それでいいんだな。……結構」

　ここまでされると、俺だってムキになってしまう。こうなったらヤケだ。

　一ヶ月フルで働いてやる。

「……ったく」

　俺は大人げなく扉の向こうのマキアを睨にらんだ後、ぶつくさ言いながら、ボロボロの体を確かめその場を去ったのだった。










【マキア、ドングリで遊ぶ。】




　マキアです。

　先ほどトールと取っ組み合いをした所。彼が出て行った部屋で、私はじっとしていた。

　奴が完全に遠くへ行ってしまうまで。

「ふふふ、うふふふ」

　左の手をぎゅっと握にぎったまま木造りの机へ向かっていき、そしてもう片方の手で、机の引き出しから白いハンカチを取り出した。

　その上に、先ほどトールから引き抜ぬいた髪の毛を落とす。

「……バァカめ。トールの奴、まんまと騙だまされおって。髪の毛ゲット～……」

　私は笑いが止まらなかったけれど、あまり大きな声で笑うと気づかれるかもしれないから、ここは息を潜ひそめて、小さな声でね。

　さあて、ここからが慎しん重ちようになる所。

　数日コツコツ集めてきたドングリを、机の中の木箱ごと取り出した。

　ドングリの形や大きさで小分けにし、その帽ぼう子しを取り外していく簡単なお仕事です！

　ここでドングリは少し置いておいて、先ほど入手したトールの髪の毛の一本を、平たい皿の上に乗せ、私は自分自身の指の先を嚙み切り、流れる血を皿に受け止めさせる。

　すると、彼の髪の毛は私の血によって溶とかされた。

　これが、紅魔女って呼ばれた所以ゆえんなのよね。

「……ふふ」

　はい、私はいったい何をしているのでしょう。

　さっきまでのラブコメはいったいなんだったのでしょう。

　全てをお話しするには、まず私の研究から語らなければならないわ。

　私はここ数日、裏の森でドングリを集めていた。

　これを使って魔ま法ほうの〝おもちゃ〟を作って何かしてみよう。

　そう考えたのはいいのだけど、何しろこんな平和な田舎いなかでしょう？

　私の作ったおもちゃで実験出来る場所も対象もなかなか無いもの。本来の力を試すなら、無人島一つ貸してほしいくらいね。

「でも一人、いたんだな～。私の実験に耐たえられる人材が……」

　平皿の中身を人差し指で搔きまぜながら、きらきらと真っ赤に発光していくそれを満足そうに見つめた。

　今の顔は他人に見せられたものじゃないわね。

　指についた液体は、既すでにただの血では無い。これは私の魔法の基き礎そになるもの。

　トールの髪の毛を血の中に溶かす事で、対象を術式として組み込んだの。

　この血を、ドングリの帽子を取り外した部分に少しずつ塗ぬって、再び帽子をかぶせて蓋ふたをすると、完成。このドングリは私の意志を含ふくんだ。

「トール……本当にあんたって、女に甘いわねえ」

　なんてぶつぶつ言いながら、怪あやしい作業に没ぼつ頭とうする一三歳女子。

　私がああやって怒おこったふりをすれば、これから私が奴に行う全ての暴行を、拗すねた女の子の可愛い嫌いやがらせ程度に思ってくれるでしょう。

　どうだ、可愛かったろう！　でも私は西の紅魔女なのよ!!

　ふははははは!!

　とは言え、奴のあの態度には少々イラッときたわね。

　あいつ絶対「めっちゃ愛されてるわ、俺」って思っている態度だったわよね。

　まあそう仕向けた自分も自分だけど、何だろうな。この敗北感は。

「まあ良いわ、これも一つの愛の形よね」

　トール、あんたはずっと昔からそうだったわね。

　私のこの有り余った力を生身で受け止められるのは、あんたくらいなものよ。

　それでもあんたは私の行き過ぎた愛情表現で死なないからね。

　そう、私はトールのカルテッド行きを聞いた瞬しゆん間かんにひらめいたの。

　彼と、喧けん嘩かする動機を。

「トール、また楽しく喧嘩しましょう……」

　完成したドングリおもちゃの前で、私は邪じや悪あくな笑みを浮うかべていたでしょうね。







　さっそく、トールがカルテッドへ行くその初日に、彼の靴くつの中にドングリを仕し掛かけた。

　これはまあ、たいしたものでは無いの。踏ふむと少しばかり痛い程度かな。

　きっと何の警けい戒かいもしていない彼だから、これで少し、私が何か攻こう撃げきしてくる事を予想するでしょう。

　おおいに警戒していてちょうだい。でないと死んじゃうからね。




（〇月一日：マキア）

　死ねええええええええええええええ[image: !!!]

　もう二度と帰ってくんなボケカスなすび黒豆変態




　こうメモに書いて、私の部屋の扉の前に貼っておけばオッケー。

　他の人には絶対にバレない〝日本語〟で書いたから、トールにだけ分かるメモだわ。

　自分に対し限定的な事、お互たがいにしか出来ない事をしてくると、それをお返ししたくなるのが人であり、トールと言う奴やつ。

　朝の仕掛けドングリに続き、このメモの内容で、トールは完全に私が拗ねていると思うでしょう。

　だからこうやって嫌がらせをしてくるのだと、そう思った事でしょう。




（〇月二日：トール）

　俺の靴にドングリを入れたのはお前ですか？




　案の定、トールはドングリトラップに引っかかり、痛い目を見たらしい。

　その事について日本語で返事をしてきた。

　やはりと言うか期待を裏切らないと言うか、トールはトール。




（〇月四日：マキア）

　しっていますか？

　ねる時間を削けずると死にます。

　かなり危ないですよね。

　すぐにやめましょうね。




　ただの悪口でも良かったのだけど、ここは少し心配している風、を装った酷い罵ば倒とうを。

　頭文字だけ抽ちゆう出しゆつして読んでね。




（〇月六日：トール）

　窓からドングリで爆ばく撃げきしてきたのはお前ですか？

　死んだかと思いました。




　トールが館を出る頃ころ。

　私は朝早く起きて、わざわざ作ったパチンコと双そう眼がん鏡きようを用意して、トールめがけてドングリ爆ばく弾だんをお見み舞まい。まあ、たいした事の無いレベルの魔法です。少し火傷やけどする程度かな。

　だけど奴も一応元魔ま王おう。私の攻撃に気を張っていたらしく、ドングリ爆弾が近寄ってくるのを察知して、魔力で覆おおった手でそれをキャッチ。奴の魔法なら、私がどこから魔法をしかけて来るかすぐに分かるから。

　奴はバッと振ふり返って、私の部屋の窓をまじまじと見ている。

「ふふ、楽しいわねえ、トール」

　窓の端はしに隠かくれつつ、私は遥はるか昔の事を思い出していた。

　二〇〇〇年前、私たちはこうやって喧嘩をしていた。

　お互いの力が大きすぎて、その喧嘩がどんどんエスカレートしてしまっていたけれど。

　とばっちりを受けた人々には、本当に迷めい惑わくな話だったと思う。あの頃の私はこうやって喧嘩するのが楽しくて仕方が無かったから。

　今もそれは変わらないわね。










【トール、外回り営業をする。】




　俺はトール。

　俺にとって、長い一ヶ月が始まった。

　久々のカルテッドは相変わらず活気のある港町で、人と品物が多く、流動が激しい。

　ここの領主はガメット伯はく爵しやくという、ガマガエルのような顔をした商人出身の男である。

　顔は下品でも、熱い商人魂だましいは結構支持されているんだ。

「ようこそ、ええようこそオディリール伯爵。ささ、こちらですぞ。やや、トールではないか。立派になって。煙えん突とつ掃そう除じ夫ふの星だった頃のお前とは別人ではないか、がはははは」

「……どうも」

　成金らしいごてごてした風ふう貌ぼうのガメット伯爵であるが、まあ根は悪い奴じゃないんだ。

「それにしても、新しい学校とは、思い切りましたな」

「がはは、カルテッドの財産は結局人ですからな。品を売ったり買ったり、交こう渉しよう、取り引きするのは人の繫つながりと信しん頼らい。移民の受け入れもルスキアで最も多く、子供たちも多く居ます。しかし圧あつ倒とう的てきに就学率が低いのがこの町の欠点です」

　カルテッドを見み渡わたせる小高い丘おかの上に建つガメットの館の、南国風の部屋で、俺たちは彼の熱い話を聞いた。

　どうやら大きな学校は既にカルテッドの東側に建設されている様で、主に一〇歳以上の少年少女をカルテッドの知識ある商人に育てる為ための場所らしい。

「私は学校の食堂をある種の観光スポットにしたいと思っています」

「……と言いますと？」

「このカルテッドと、デリアフィールドの食材を使って、多くのメニューを用意するんですよ。学生も一いつ般ぱん人も、手て頃ごろな値段で食堂を利用出来るようにしたい、と言う訳です」

「ほほお～」

　御お館やかた様はガメットの提案に瞳ひとみをキラキラさせ、乗り気な様だった。







「はあ？　うちの子を学校に？　そんな金無いよ。うちの子には働いてもらわないといけないんだから」

　俺の仕事は、子供の居る家庭を回り、学校への入学を勧すすめお菓か子しをあげる、何とも言えない外回り営業だが、まあ、住人は予想通りの反応だ。

　以前俺が住んでいた界かい隈わいの住人は、子供を学校へ行かせるお金が無く、また子供を働き手としている家も多い。学校へ行かせようと言う考え方が無いのだ。

　どうしたものか。

「……はあ。大だい丈じよう夫ぶなのかな新しい学校。反応に手応えが無さ過ぎる」

　海沿いの堤てい防ぼうから、懐なつかしいそのキラキラしたマリンブルーを眺ながめている。

　手に持つ調査用紙の×印の多い事。

「まあまあ、トール君なら何とかなるでしょうよ。あ、お菓子食べる？」

　そして、共に外回りをしていた同じオディリール家の使用人であるヨーデルの空気の読めなさがこれまた凄すごい。余ったお菓子を食べ始めた。もう何も言うまい。

「……」

　海を見ていると、自分がなんでこんな事をしているのか分からなくなるよ。

　俺っていったい何なんだっけ？

　魔王？　何それ、知ってる？　ねえ知ってる？

　館に帰るとマキアも変わらず怒ってドングリを投げつけて来るし、もう、色々と酷ひどい。




（〇月七日：マキア）

　そのまま帰ってこなくて結構です。

　せいせいします。

　もっとイケメンで言う事を聞いてくれる人を雇やといます。




　疲つかれきった俺がオディリールの館に帰ると、マキアの部屋の扉とびらにはこう書かれたメモが貼ってあった。大おお喧げん嘩かしてすでに七日が経過しているが、あいつは相変わらず俺の前に姿を現そうとしない。

　それでも俺が館を出る頃には、どこからとも無くドングリ爆弾を投げつけてくる。最近はいたる所にトラップを仕掛け、危険な攻撃までしてくるのだから容よう赦しやない。

　しかもあいつは器用な事に、対象を俺に絞しぼって術式を組み込んでいる様だ。

　あいつのドングリ爆弾を一つ確保して慎しん重ちように確かめた所、ドングリの帽ぼう子しの内側に魔力を凝ぎよう縮しゆくした血を塗ぬって、それに命令を書き込んでいるようだった。

　おそらく俺の髪かみの毛でも利用したのだろう。

　血を媒ばい体たいとした〝命令魔法〟は、紅魔女の得意とする所だ。

　この世に具現する物質には、それが生物であろうと造形物であろうと、固体を維い持じする〝情報〟と言うものが存在する。生物ならば名めい称しようや種、また質量だったり、潜せん在ざい能力だったり、記き憶おくであったり運命であったり。造形物なら名称や質量、存在意義、歴史的付加価値であったり。固体を取り巻く膨ぼう大だいな情報を有する。

　マキアの血はその情報をえぐり出し、エネルギーとし暴走させる恐おそろしい力を秘めている。名前がある事で人の情報を見る事の出来る名前魔女としての最終形態的能力だ。

　ただのドングリという物質は、クヌギやカシの実で一つ三～四グラムほどの重さ、というほどの情報しか無い。しかし、この程度のドングリが悪質なマキアのおもちゃ〝ドングリ爆弾〟になるのだ。

　これが、この世に一つしか無い伝説の武具なんかを扱あつかった場合、マキアの力は恐ろしいものになる。情報量が多く、その情報が希少、また貴重、重要重厚であるほど、マキアの魔法は強い力を発揮する。

　ん？

　俺の魔法？

　そうだな、今はただ圧あつ倒とう的てき黒魔術とだけ言っておこう。

　マキアのものとは全くの別物だが、黒魔術と言うのは共通しているだろう。

　白賢けん者じやなんかが使っていた、精せい霊れいと契けい約やくする事で力を得る白魔術はさらに別物だ。




（〇月一〇日：トール）

　今日初めてパールサーモンと

　桃ももエビのフルコースをいただきました。

　とんでもなく美味おいしかったです。




　俺は知っている。

　あいつにとって食べ物の話題がどんな威い力りよくを持っているのか。

　先日食堂のメニューとして試食した、海かい鮮せんのフルコースの話題をふってみた。

　まあこのメニューは主に、聖なる祭り〝聖教祭〟の祝いのメニューとして考案された限定メニューだ。これをお手て頃ごろ価格で食堂に出すらしい。実際めちゃくちゃ美味かった。

　カルテッドで獲とれた、新しん鮮せんで脂あぶらの乗ったパールサーモンを表面だけあぶって、デリアフィールドのレモンで作ったソースをかけたサーモンステーキ。サーモンの脂の甘さと、レモンの爽さわやかさが絶ぜつ妙みようだ。引き締しまった身の桃エビは、歯ごたえがあり嚙かめば嚙むほど甘みと旨うまみを味わう事が出来る。

　あれ、俺グルメリポーター？

　味覚のＩＴ革命??

　と言う訳で、マキアはこの話題にどう切り返すだろう。




（〇月一一日：マキア）

　そこの所をもうちょっと詳くわしく教えて下さい。




　ほらな。

　普ふ通つうに喧けん嘩かの事なんか忘れて聞いてきやがった。

　マキアほど食い意地の張った女は見た事が無いからな。

　あいつにも食べさせてやりたい。食べている時のあいつは本当に幸せそうだから。




（〇月一二日：トール）

　わははは、教えないよーん。笑

　お子様はレモンケーキでも食っときなさい。




　……とは言え、意地悪は言いたくなるものだ。










【マキア、外出する。】




「うわあああああ、もうっ!!　絶対に許さないトールめっ!!」

　私はマキア。トールが扉に貼はっていったメモの紙を、今にも引きちぎらんとしていた。

　何でカルテッドに仕事に行って、豪ごう華かな海鮮フルコースなんて食べてるんですかって話。

「あいつ、あいつ私に自じ慢まんだけしていって、あいつ……あいつ……うわああああ──!!」

　地じ団だん駄だを踏ふんでも、ベッドでゴロゴロしても、この怒いかりは抑おさえられない。

　しかし少しして、収まり様の無い怒りと唾だ液えき、その闘とう志しを静めた。

　荒あらぶった息づかいを整え、唇くちびるを舐なめニヤリと笑う。

「いいわ………あんたがその気ならこっちだって考えがあるわよ」

　そうだ、カルテッドへ行こう。

　私は、基本的にトールを側に付けなければ遠出する事ができない。

　そもそもカルテッドには年に一回も行くかどうか。これでも箱入りお嬢じよう様なので。

　しかし、今日と言う今日はあいつの心底恐れおののいた表情を見なければ、腹の虫がおさまらない。

　私は、幼い頃ころお母様にいただいた人形〝キャロライン〟の見えない所に、自分の血を僅わずかに塗って命令した。

「私の代わりに返事をなさい」

　このキャロラインは幼い頃から私の側にいたという情報を持っているから、代わりに返事をするという命令くらい聞いてくれる。

「了りよう解かいですマキア様」

　返事をしたその声は私そのものだった。

　さて、私は部屋の扉の前に〝勉強中〟という札をかけて、外用の丈じよう夫ぶなブーツを履はき、茶色のローブを羽織って窓から飛び降りた。返事をしてくれる人形さえ居れば夕方までは大丈夫。

　私はこそこそと館を抜ぬけ出し、広いデリアフィールドの麦ばく穂すいの流れに身を隠かくしつつ、カルテッドへ向かったのだった。




　空がとても青い午後のカルテッド。

　しかし、最近は少しだけ肌はだ寒ざむくなってきた。冬が近いからね。

　こんな時期になると、あちこちに幼い煙えん突とつ掃そう除じ夫ふが駆かけ回っているのが目立つ。

　久々の港町は相変わらずガヤガヤしていて、人が多いわね。

「さあて、トールはいったいどこに居るのかしら」

　聞いた話によると、あいつはこの町を朝から晩まで駆け回っているらしい。

　何をしているのか良く分からないけれど、新しい学校の為ためにとても必要な事なんだって。

「まてえええええ!!　このクソガキども!!」

　私が深くローブを被かぶって、露ろ店てんに並ぶ揚あげ菓が子しのいい匂においに気をとられていたら、どこからか聞き覚えのある声がした。

「……この声って」

　人ごみに紛まぎれて、声の聞こえた方に視線を向けると、何故なぜか数人の子供たちを追いかけ　汗あせだくになっているトールの姿を見つけた。久々に彼を見たのでなんだかおかしな感じだけど、それ以上に状じよう況きようが面白い。

　子供たちは「やーいやーい」とトールを囃はやし立てている。

　やがて彼らはこの露店の界かい隈わいを抜けて行ってしまった。

「……は？」

　私はただ顔をしかめるばかり。なぜトールは子供たちを追いかけているのかしら。

　ついでに揚げ菓子を一袋ふくろ買って、ふらふら食べ歩きながら調査を開始する。

　さっきはあまりに一いつ瞬しゆんの事で、トールを見失ってしまったから。

「ねえ、そこの君」

　側を通った煙突掃除夫の少年に声をかけた。大きくて真っ黒なモップを担いでいる。

「トールっていう黒くろ髪かみの男を知らない？」

「知ってるよ。トール先生だ」

「……先生？」

「うん。中央にある教会の、隣となりの空き地で、俺たちみたいな子供を集めて面白い話を聞かせてくれるんだ。クイズに答えたらお菓子をもらえるから、みんなよく行ってるよ。トール先生、昔は伝説の煙突掃除夫だったんだって！」

「……」

　伝説の煙突掃除夫……

　じわじわくるフレーズね。吹ふき出しそうになったわ。

　奴やつが何をやっているのかさっぱりだけど、あのトールが子供たちを集めて先生ですって。

「教会の隣……か」

　私はその子供に揚げ菓子を一つ分けあたえ、昔一度だけ行った事のあるカルテッドの教会を目指した。

　どうにもこうにも、凄すごく面白いものが見られそうだわ。




　カルテッドの中心にある教会は、この賑にぎやかな町とは裏腹にとても静かな場所。

　ステンドグラスの美しい絵が、ただ静かに光を集め、我々を見おろしている。

　この世界のメイデーア神話になぞらえたステンドグラスの有名な絵には、九人の神様が　それぞれ横向きに描えがかれているけれど、私はこの絵を見る度に思う。

　九人目の神様だけが前を向いている。他の神様は皆みな横を向いているのに。

　何故かしら。

「って、そんな事はどうでもいいのよ」

　私は教会の右側の窓から、隣の空き地を観察しようと思ってここへ来た。

　教会の中からなら、トールは私に気がつかないでしょう。教会自体、特とく殊しゆな魔ま力りよくを帯びているから。

　トールは空き地で、貧しそうな身なりの子供たちを集め話を聞かせていた。

　いったい何の話をしているのかしら。

「お前たち、文字を読めるだけで人生は変わる。本を読む事が出来るからな」

「先生～でも本を買うお金がありませ～ん」

「まあな。あ、学校に通えば本は沢たく山さんあるぞ。図書館があるからな」

「……ふーん」

　どこかポカンとした子供たちの顔が面白い。

　トールは文字を教えている様だった。しかし子供たちはあまり文字に興味が無いのか、なかなか上手くいってない様子。

　途と中ちゆうで勉強に飽あきた子供が、いきなり立ち上がってそこら辺を駆け巡めぐったりしている。

　いるいる、そういう子。

「おいこら、アントニオに、ブルーノ！　ちょっと落ち着きなさい！」

「ヤーダね。じゃ、トール先生、鬼おにね」

　アントニオと言う少々大おお柄がらの少年が合図すると、いきなり鬼ごっこが始まったりする。

　トールはそれを全力で追いかけ始める。

「やーいやーい」

「トール先生のすけこまし」

「変態！」

　結構な言われ様ですね。

　子供たちに完全に遊ばれている。すけこましとか知ってるのね今時の子。

　そして何より、すばしっこい。ちょろちょろ分散する子供たちに、トールはほとほと手を焼いているよう。

　ああ、そっか。さっきのはこれだったのね。

　広場は一気に静かになったけど、私はそこへ向ける目を逸そらせずにいた。




「……何を見ている、少女よ」

「!?」

　教会には誰だれもいなかったはずなのに、鼻につく煙けむりの匂いが背後から漂ただよってきた。

　振ふり返ると、身なりの良い男が、煙管キセルを吸いながらすぐ後ろに立っていたのだ。

　細い銀の鎖くさりで繫つながった片眼鏡モノクルを着けた、なんだか胡う散さん臭くさそうな奴。

　さあて、どこから突つっ込んでいいのか分からない、インパクトの強すぎる出いで立ち。

　ちょっと、ここは教会ですよ。

「えっと、おじさん誰？」

「え～、おじさんは無いよね。俺まだ二〇代なのに」

　男は目を細め、私をまじまじと見おろした。

　確かに見た目は若いけど、態度がどこか偉えらそうだったから思わずおじさんと口走ってたのだけど……

　何となく気まずくなって、私は慌あわててステンドグラスの絵を指差した。

「あれ、あれを見に来たの！」

「……ああ、〝神々の帰き還かん〟か」

　男は顔を上げ、私の指差すステンドグラスの絵の名を口にした。

「ねえ、なんで九人目の神様は前を向いているの？　ていうか、なんで他の神様はみんな横を向いているの？」

　思わず、先ほど抱いだいていた疑問を尋たずねてみた。

「……ほお、そこが気になるのか、少女よ。まあ、この〝神々の帰還〟が描かれたずっと昔の時代は、人や神を横向きに描くのが主流だったが、じゃあ何故なぜ九人目の神様は真正面なのかと言うと……この神様は死を司るパラ・ハデフィスだからだ。〝正面〟というのは死を意味しているからね」

「ふーん」

　私は分かったふりをして、頷うなずいた。実際、良く分からなかったけれど。

　この世界の神話は二〇〇〇年前から知っている事もあるけれど、あまり興味は無かった。

　なるほど、正面を向いている九人目の神は、死を司る神様なのね。

　私は再び、ステンドグラスの絵を見上げた。男は何だかご満まん悦えつだった。

「知っているかい少女よ。神々は、ずっと昔に、それはもう巨きよ大だいな怪かい物ぶつと戦ったのだ」

「……巨大な怪物？」

「ああ。それは神話の最終章。〝巨人族との戦い〟と言われている。その戦いのせいで、世界は滅ほろび、神々の時代は終わったそうだよ」

「……」

　おじさんは意味深に、私にその話を言って聞かせた。

「お待たせしました、メディテ卿きよう。そうですね、来年の聖教祭は……」

　そんな時、教会の奥の部屋から司教が出て来た。白い服を着た、優しそうなおじいさん。

　その司教は私を見ると、少し驚おどろく。

「おや、あなたはオディリール伯はく爵しやくのお嬢じようさんでは？」

「……えっ」

　少々焦あせる。まさか私を知っているとは思ってなかったから。

「ほっほ、覚えておりませんかな？　以前伯爵といらした際、お目にかかった事があるのですよ。マキアお嬢様、でしたよね……オディリール伯爵といらしたので？」

「えっと……えっと……」

　まずい、非常にまずい。お父様を呼ばれてしまうかもしれない。

　どうしようどうしよう。

「ほおー、オディリールって言えばデリアフィールドの田舎いなか貴族か」

「田舎は余計ですぞ、メディテ卿」

「え～、これでも名前を知ってるだけ貴重なんだけど」

　男は「なあ、少女よ」とこちらに同意を求める。意味が分からない。

　しかしその口ぶりや出で立ちから、どうにも我が家よりずっと格上の存在のよう。

「……では、聖教祭の折は、先ほどの通りに」

「よろしい。ではそれで事を運ぼう」

　司教と男は、なにやら〝聖教祭〟の事について話していた。

　これは年に一度、春にあるお祭りで、聖地ヴァビロフォスの聖なる恵めぐみの一週間と言われている。地球で言うイースターみたいなものかな。

「少女よ、ヴァベル教国にて聖教祭を過ごした事はあるか？」

「……いいえ、無いですけど」

「そうか、なら一度訪れると良い。ヴァビロフォスの恩おん恵けいに与あずかれるかもしれないぞ」

　そう言って、男は馴なれ馴れしくポンポンと頭を撫なでた。わずかに生々しい魔力の匂におい。

「おじさん、お名前は？」

「おや少女、名乗っていなかったか？　俺はウルバヌス・メディテ。少女の名は？」

「私は……マキア・オディリール」

　ニコリと笑う私と、私を見おろすメディテ卿の、その一瞬のぴりっとした空気。

　私はその瞬しゆん間かん、男の名を知る事で、彼の情報を読み取る。

　ほほー……どうやら私はそこそこ凄い人に〝おじさん〟と言ってしまっていたらしいわ。

「おっと、そろそろ行かねば。高貴な身の上は多た忙ぼうでいけないねえ。ではでは、ヴァビロフォスの御み心こころのままに」

　なんて言いながらも、急いだ様子を見せる風でもなく手をひらひらさせ、メディテ卿は私たちに背を向け教会を出て行った。

　その男、ウルバヌス・メディテは、このルスキアの大貴族の一つメディテ家の若き当主だった。蛇の紋もん章しようを持つ、王都ミラドリードの毒の歴史を司るような、毒薬の魔ま術じゆつ師しの一族。当然、名前から見た魔力数値は、一いつ般ぱん人とは比べ物にならない程高かったわね。










【トール、ザリガニを仕し掛かけられる。】




（〇月一五日：マキア）

　ほら、もういいでしょう？

　いいかげん帰ってきなさい。怒おこってないから。




　あいつが急に態度を変えたものだから、そろそろ寂さびしくなったのかなと思っていたら何てこった。

　授業を始める前に開いた俺の荷物の中に、ザリガニの死し骸がいが入っていた。

「……うわあ」

　嫌いやがらせですか？　嫌がらせですね。

　ここまで来るとちっとも可愛くないと言うか、むしろここ最近の様々なストレスから殺　意すら湧わいてくる。

「トールせんせー。今日は何するのー」

「……えーと……えーと」

　命の大切さを学びましょう。

　みんなでかわいそうなザリガニさんをここの空き地に埋うめてあげましょうね。




（〇月一六日：トール）

　おい、俺の荷物にザリガニの死骸を入れたのはお前か？

　恐おそろしい女だなおい。




（〇月一七日：マキア）

　はい？

　知らないけど。




　さて、完全にマキアが仕込んだと思い込んでいたが、どうにも反応に違い和わ感かんを覚える。

　あれ？　何か違ちがうっぽい？




（〇月一九日：マキア）

　事件ですか？　イジメですか？

　流石さすがカルテッドは治安が悪いですね。

　あんた愛想が無いから、何か憎にくまれる事をしたんじゃないの？




　おっと、完全に別っぽい。マキアが噓うそをついていなければ。

　ごめんマキア、普ふ通つうにお前の仕業だと思っていたよ。

　じゃあいったいなぜザリガニの死骸が入っていたんだろう。




「トール先生ー。今日ブルーノが来てないよー」

「あれ………あいついつもかなり早く来るのにな。仕事でもあるのかな」

「私知ってるよ。ブルーノ君の所のお父さんが、風邪かぜをこじらせたんだって」

　子供たちは口々に噂うわさをしている。

　ブルーノと言えば、ガキ大将アントニオにいつもくっついているお調子者だ。

　授業妨ぼう害がいをしようとするくせに毎朝欠かさずここにやってくる、良く分からない少年。

　確か母親がいなくて、父親と二人暮らし。

　華はなやかな商店街を抜ぬけた、少し寂れた通りにある靴くつ屋やの息子むすこだ。

　気になったから、その日は少し早めに授業を切り上げ、ブルーノの家を訪ねる事にした。




「すみませーん。ブルーノ、居るかー」

　以前学校への勧かん誘ゆうで、一度ブルーノの家にやって来た事があるが、まあ何と言うか小さくて味気ない店先だ。靴屋とは言え、品物はほとんど無く、並べられてあるものは埃ほこりを被かぶっている。

　父親が風邪をこじらせたと言っていた。

　ブルーノにとって唯ゆい一いつの家族と言っても良い。心配だろう。

「……トール先生」

「おお、ブルーノ。……大だい丈じよう夫ぶか？　親父おやじさんが病気なんだって？」

　店の奥の部屋から静かに現れたブルーノは、どこか元気が無い。そしてどこかよそよそしい。親父さんの看病で疲つかれているのだろうか。なんだかいつも元気な彼が、やつれて見える。

　突とつ然ぜん、ブルーノは泣き出した。

「先生……先生……っ」

「ど、どうした。もしかして……」

　もしかして親父さんの病状が、とてつもなく悪いのか!?

　俺は勢い余って、店の奥の部屋に入ってしまった。

　もしかなりまずい危き篤とく状態なら、俺が魔ま法ほうで………

「……」

　しかしそこで見たものは、予想を遥はるかに上回る光景であった。

「うおっ、誰だれだあんた」

「ちょっと、何なの!?」

　ボトルのウイスキーが散乱する嫌な臭においの籠こもった部屋。

　埋もれるようにあるベッドで、裸はだかのまま横たわる大の男と、ケバい女。

　俺がいきなり入って来た事でかなり動どう揺ようしている。

　俺は、一いつ瞬しゆんの思考回路停止の後、

「し、失礼しました～」

　何事も無かったかのように扉とびらを閉める。

「……」

　いや、別に何とも思わないよ。

　だって俺は昔、ハーレム大魔王だったんだぞ。

「先生、大丈夫？　顔赤いよ？」

「いやいやいやいや、大丈夫だから」

　俺はとにかく、鼻に残るツンとしたウイスキーの臭いが嫌で、店先に出て行った。

　そして、少し冷静になる。

「おいブルーノ。俺、親父さんが風邪をこじらせたって聞いたんだけど」

「こじらせたよ。でもすぐに酒場に行って、あの女の人連れて来ちゃった」

「……」

　俺は何とも言えない脱だつ力りよく感かんに襲おそわれ、店先の薄うす汚よごれた窓に手をあて項うな垂だれる。

　えーと、俺はいったい何を心配してここへ来たんだっけ？

　そんな風に一人自問していたら、ブルーノは再び涙なみだをにじませ泣き出した。

　まあ、親父さんがあんなだと泣きたくもなるか。可哀想に。

　流石にこの状じよう況きようで、彼に何と声をかけていいのか全く分からない、俺。

「えっと、あれは男女のしかるべき営みの、その、本能と言うか～」

　親父さんもまだまだ現役ですね、全く。なんて……

　いやいやいやいや、駄だ目めだろ。こんな汚きたない世界の事なんか、いたいけな子供にはまだ教　えちゃいけない!!

「先生、ごめん……。先生のカバンにザリガニ入ってたの、俺のせいなんだ」

「……は？」

　ひっくひっくと泣くブルーノの言葉は、かなり予想外なものだった。

　ザリガニの事は気になっていたが、あの生々しい現場を見てしまった事で、今やすっかり忘れてしまっていたのに。

「俺、俺……あの日、市場で食用のザリガニ、盗ぬすんじゃったんだ。と、父ちゃんが風邪ひいて、苦しそうだったから。父ちゃんザリガニ好きだから」

「お前」

　いきなりの暴ばく露ろ話に、俺は少々慌あわてる。

「本当は怖こわくなって、市場に返しに行こうと思ったんだ。でも、途と中ちゆうでアントニオに会って。あいつ、俺のザリガニ見て『トール先生を驚おどろかそうぜ。いじめようぜ』とか言い出して……。俺、アントニオには逆らえないし。トール先生、あの日の朝、広場に荷物置いて教会に入った時があったでしょう？　あの瞬しゆん間かんにアントニオが先生のカバンに入れたんだ」

「……」

　色々と言いたい事があるが、まず一つ。

　確かにあの朝、俺は生徒たちが来る前に、司教に本を借りようと思って教会に入った。

　しかし、カバンを置いたまま行ったのは、広場にヨーデルがいたからだ。

　くそう！　ヨーデルの奴やつうたた寝ねでもしてやがったな！

　まるでザルじゃないか!!

　そして二つ目。

　アントニオ君、なんて事無さそうな顔して、一いつ緒しよにザリガニ埋めてましたけど……教師イジメって奴ですか。アントニオ、恐ろしい子。

「俺……盗んだ事がバレたらどうしようって思って、なかなか言い出せずにいたんだ。先生も、特に調べようとしなかったし……ごめん先生」

「……ブルーノ」

　確かに、あの日俺が生徒たちに「誰が仕込みやがった」と苦笑いで聞いていれば、すぐに犯人が分かったかもしれない。でも、あの時の俺は、犯人は完全にマキアだと思い込んでいたから。

　生徒の可愛い悪戯いたずらだと思うに至らなかった。

　きっとアントニオもつまらなかっただろうな。俺の反応が淡たん白ぱくで。

「しかしまあ、やっちまった事は仕方ない。親父さんはもうすっかり元気そうだし。色々な意味で？　いや、まあ何だ………じゃあ一緒に市場へ行って、謝ろう。それで全部終わりだ」

　俺はブルーノを連れて、市場へ行く事にした。




　既すでに夕方は過ぎ去り、紫むらさき色いろの空に星がいくつか見える。

　夜の市場は朝や昼間ほどの活気はないが、店は総菜を売る屋台に姿を変え、今でも客が絶えない。

　その賑にぎやかな通りの一角にある、海かい鮮せんを取り揃そろえた魚屋。

　知っている、ここの店長は図体のでかい元漁師だ。

　少々のけぞってしまうほどの存在感だが、俺とブルーノは素直に謝って、ザリガニ一いつ匹ぴき分のお金を払はらった。

　そしたら意外とあっさり許してくれた。大きな体は大きな懐ふところを示す所らしい。

「先生、ごめん。お金まで払わせちゃって」

「ばーか、貸しだよ。お前がいつか大人になって、立派なカルテッドの商人になったら返しにこい」

「うん」

　ブルーノはまた泣いてしまった。

　何となく、この子供が心の奥に秘めていた感情を考えてみる。

　だらしのない父親でも、彼にとっては唯一の父だ。そんな父が風邪をこじらせた時、思わず彼は父を元気づけたいと考えザリガニを盗んでしまったのだろう。しかし、当の本人は風邪をひいても酒にひたり、女を連れ込み、ブルーノの気持ちには全く気がつかない。

　ブルーノだけが罪悪感を残してしまった。

　可哀かわい想そうに。彼の優しさは、どこにも行き場が無かったのだ。

「……ブルーノ。もう全部終わった事だ。二度としないと誓ちかって、パッと忘れようぜ」

　俺は沢たく山さんの灯を並べる、いい匂においのする屋台をいくつか回って、焼き魚と貝のつぼ焼き、串くし焼やきの肉、野菜の肉巻きや、チーズやパン、炒いった木の実やレモンの炭酸水を買って、海辺通りに並べられた買い食い用のテーブルに持ちこんだ。

「さあ、食おう。腹が減って仕方ねえよ」

「で、でも先生」

「いいから食えって。お前ここ数日で随ずい分ぶんやつれてるじゃねえか」

　でも、他の生徒には内ない緒しよだぞ。俺だってただの雇やとわれだからな。

　まだ熱い肉の串焼きが、ブルーノは気になるようだ。さりげなくそれを彼の前に差し出し、俺自身は貝のつぼ焼きをつまむ。

　賑やかな音楽がどこか遠くから聞こえる。本当に朝も夜も騒さわがしい町だ、ここは。

「俺もな、お前くらいの頃ころこの町で煙えん突とつ掃そう除じ夫ふしてたんだ。まあ知ってると思うけど。金はないし、母親は病気で……屋台の食べ物や陽気な音楽が、なんだか憎にくらしかったよ」

　ブルーノは一いつ生しよう懸けん命めい串焼きを頰ほお張ばりながら、どうでもいいような俺の話を聞いている。

「今は憎らしくないの？」

「まあな。こっちの世界に入ってしまえば、それは自分の聴きいて良い音楽なんだって分かったからさ。俺は運が良かった」

「……」

「お前も運をつかみ取って、この音楽を心地ここちよいと思えよ。カルテッドは実力主義だ。したたかに、上手く生き残れ。この町は成り上がろうとする者が好きだから、やる気のある奴にチャンスを与あたえてくれるぞ」

　ブルーノは焼き魚に手を伸のばしながら、コクコクと頷うなずいた。

　流石さすがカルテッドのたくましい子供だ。すでに遠えん慮りよは無い。

「トール先生は、カルテッドの学校の先生になるの？」

「い、いや、俺に先生は向いてないよ」

「そうなの？　楽しかったよ、先生が先生で。俺、トール先生みたいになりたい！」

　ブルーノはキラキラした眼差しで俺を見上げた。

　よく言うぜ。いつも鬼おにごっこに持ち込むのが、お前とアントニオだったくせによ。

　でも、まあ良い。華はなやかな町の音楽を、いつか気負わず聴けるようになれ、少年。










【マキア、かつて由利に問われた言葉を思い出す。】




（〇月二〇日：トール）

　解決しました。イジメでした。




　マキアです。

　何がどう解決したのかは知らないけれど、あいつが私を疑った〝ザリガニ事件〟は無事解決したらしいわ。

　私はというと、一度カルテッドへ行きトールの働く姿を見てから、もうドングリ爆ばく弾だんを投げつけるのはやめようと思い、今は大人しくしてる。

　トールが先生なんかしてるって聞いたから陰かげで笑ってやろうと思ったけれど、子供たちと鬼ごっこして疲つかれきっている様子は、見てるこっちが居たたまれなくなるってものよ。




（〇月二一日：マキア）

　もう頑がん張ばらなくていいからうちへ帰っておいで。

　お父様には私から言ってあげるから。




　まるで息子むすこを心配する母親のように、彼に「帰っておいで」と言うものの、まあ奴がそのくらいでへこたれる訳も無く。

　トールが諦あきらめない事に少しホッとする気持ちもあるけど、私は退たい屈くつ。

「うがあああああ、つまらんつまらんつまらん」

　私は自室のベッドの上で、ただ一人バタバタと暴れ、そしてそれに疲れ沈ちん黙もくする。

　虚むなしい事この上ない。

　最初は自分のドングリ爆弾を試す良いチャンスと思ってたけど、やっぱり一ヶ月は長い。

「うう～……トール～……っ」

　もう、いいから。私の負けで良いから。

　トール、早く帰って来てよう。




（〇月二三日：マキア）

　あーもーつまらないよー。早く帰ってきてよー。

　寂さびしいよぅ寂しいよぅ。




（〇月二四日：トール）

　素直な所はよろしい。




（〇月二五日：マキア）

　あんたは寂さみしがりやのくせに素直じゃ無いとか可愛くないです。

　何かもう退屈すぎて死にそうです。

　毎夜涙なみだで枕まくらを濡ぬらす日々です。




「……はあ」

　ここ一週間の私はただの屍しかばね。

　やる事も無くやる気も無く、ただ机について本を読んだり、ベッドでゴロゴロしたりするだけ。

　まるでトールがうちにくる前の私に戻もどっちゃったみたい。

　こちらが素直な気持ちを暴ばく露ろしたと言うのに、いまいちな反応のトール。何だか長いため息が出るわ。

　彼への恨うらみ言を書いたメモを扉とびらの前に貼はった後、私はベッドに仰あお向むけになって、もう一度大きく息を吐ついた。

　なんだろうな、この敗北感。

　まるで私だけが寂しがっている子供みたい。

　寂しがりやはトールのはずじゃないのよ。

　それなのにあいつときたら、私よりずっと平気そう。カルテッドで子供たちに囲まれてるからって、調子に乗ってるんだわ。

「……」

　少しだけ目をつむって、私は地球にいた頃の事を思い出していた。

　あの頃の私たちは、今よりずっと頑かたくなだった。

　勇者と共に自爆した直後の転生で、生まれた時から、魔ま王おうだった前世の記き憶おくがあったものだから、その複雑な感情は私たちに年相応の幼さを許さなかった。子供扱あつかいされる事への不満、同年代への圧あつ倒とう的てきな違い和わ感かん、全く毛色の違ちがう世界への戸と惑まどいを隠かくす事も出来ず、どこか浮ういた存在であった私たち。

　そんな焦あせりにも似たどうしようもないむず痒がゆさを分かち合えるのは〝真ま紀き子こ〟、〝透とおる〟、〝由ゆ利り〟の私たち三人だけだった。最初はただの人になってしまった事に随ずい分ぶん落らく胆たんしたもの。

　中学二年生の時、私は地球での両親を事故で亡くした。

　特にどうと言う事もない、普ふ通つうの良き家庭だったのに、私は両親が死んだと聞いた時、泣く事も無くただ平気そうにしていたのだから。本当に親不孝な娘むすめ。

「……最低よね」

　葬そう式しきの後、側にやって来た透と由利に、苦笑いでそう言った事を覚えている。

　透は「仕方ねえよ」と答え、由利は悲しそうに微笑ほほえんだ。

　私は両親が死んだ事を悲しめない自分自身に、少なからず失望したものの、それは仕方の無い事だとどこかで諦めてもいたのだ。

　両親が嫌きらいだった訳ではなく、ただ、どうしようもなく平気だった。

　だけどそれを許してくれるのは、お互たがい様な透と、由利だけで……

「……ねえ、由利……あんた今、どこに居るのよ」

　ふっと、由利の事を思い出した。

　確かにあんたは、私やトールよりずっと環かん境きように馴な染じむ事が得意だった。

　正直ただのとばっちりで殺されたくせに、前世への文句も恨み言も、一番言わない奴やつだったわ。だからこそ、あんたが一番何を考えているのか分からなかった。

　あんたもまた、メイデーアのどこかに転生したの？

『……ねえマキちゃん、もしもだよ。もしまた、メイデーアに戻れたら、何がしたい……？』

　フワフワとした意識の狭はざ間まで、私はかつて由利に問われた言葉を思い出していた。

『僕はね、〝約束〟した場所に行きたい………』

　彼の言葉は曖あい昧まいで意味深で、それがいったいどこなのか、誰だれとの約束なのか、それすら言わなかったけれど、いつもニコニコとしていた彼が、この問いを投げかけて来た瞬しゆん間かんだけ辛つらそうにしていた気がする。

　私は確かにあのとき、彼の問いにこう答えた。

『もしメイデーアに戻っても、また三人でいたいわ』

　たった一ヶ月、トールに会えないだけでこんな風になる私なのに、膨ぼう大だいな記憶を抱かかえたまま、ただ一人でいるかもしれない由利を、どうして一人にしておけるかしら。

　トールが帰って来たら、彼と共に由利を探しましょう。

　私たちは、三人側にいるべきだから。

　私には他に、メイデーアに残っている絆きずなも未練も無いのだから。










【トール、オチに笑う。】




（〇月二六日：トール）

　ほら、あと五日だろ？

　しりとりでもしようぜ。

　はい、マムシ。




（〇月二七日：マキア）

　シリコンバレー。




（〇月二八日：トール）

　カルテッドの学校が今日完成しました。

　レタス。




（〇月二九日：マキア）

　だったら早く帰ってきてね[image: ]

　スクワット。




　俺はトール。

　しりとりをしようと言いだしたのは俺だ。

　マキアが素直になったら正直勝てる気がしない。だからこそ、話を逸そらしたのだ。

　しかしまあ、あと少しの時に爆弾投下。

　あれ、ちょっと何か可愛い。懐なつかし可愛い顔文字。

　マキア、あと少しだからな。




　さて、学校が無事に完成し、俺のカルテッド勤務も最終日となった。

　学校を見に来た訪問者が、新しい校門の前に並んでいた。

「おっと、君がトール君かい？　カルテッドの学校へ子供たちを導いたと言う？」

　新聞記者なんかがうろうろしている表門を、目立たないように通り抜ぬけようとした所、まあ俺の容姿が目立ちすぎるってのも問題か。すぐにバレた。

「ちょっとお話を聞かせてもらいたいと思ってね。あ、私王都新聞のコロネラと申します。王都新聞知ってる？」

「い、いや、まあ知ってますけど……うちの館は南ルスキア新聞なんで……」

「そうなの？　こういう新聞つくってるんだけど。あ、良かったら今日の朝刊一部あげよう。王都の色んな情報、詳くわしく載のってるよ～」

　なんとも品の無さそうなひげ面の親父おやじが丸い眼鏡めがねを光らせて、俺の手に強引に新聞を握にぎらせる。王都新聞はこのデリアフィールドまでなかなか届かない分貴重とは言えるが。

「王都は今、王位争いの話題で持ち切りさ。次の聖教祭のあと、三人の候補者の中から次期国王が選ばれるんじゃないかってね。色々な予想が載っているからちょっと面白いよ」

「は、はあ……」

「ところで、君は東の人間らしいけれど、今はオディリール伯はく爵しやくの所にいるんだって？　さぞかし有能なんだろうね～。王都じゃ、反東派は閥ばつなんかの活動も盛んだけど、そう言うのどう考えている？」

「え……と」

　何だろうこのおじさん。学校の事を聞いてくるのかと思ったら、話題をずらしやがった。

　反東派閥？　なにそれ。

「いや、カルテッドは東の者を多く受け入れていますし、俺はそんな、不都合な状じよう況きように陥おちいった事はあまり無いですけど」

「ふーん、そうか～。まあ、カルテッドは親東の土地だからね～。今の王都は少し荒あれてるよ～東の大陸に近い分いろいろとあるからねえ～」

　記者はペンでぽりぽりと頭を搔かきながら、続けた。

「次の聖教祭は、東の大陸の、フレジール王国の王女と将軍を賓ひん客きやくとして招くそうだ。鎖さ国こく中のルスキア王国が、だよ。それに反発した反東派閥の連中が、聖教祭でテロを起こすかもって、もっぱら噂うわさされてるんだよ～……もし聖教祭で王都に出向くなら気をつけな」

「はあ」

　俺は少し気になって、もらった新聞をチラと見た。

　俺の目はある記事の写真に留まって、全てを持っていかれてしまったけれど。

「これ!?」

　その記事には、次期国王候補の三人の事が載っていた。白黒の写真とは言え、その中の一人はどう考えても見た事のある面である。

「ま、まさか………ユ、ユリシス王子……って？　え？」

　三人の候補者で最も若く、落ち着いた微笑みを浮かべる彼は、どこからどう見ても俺たちと同じく三大魔王として名を馳はせた白賢けん者じや、地球名・由ゆ利り静しずかの面おも影かげに他ならない。

　なんということだ。このルスキアの王子として転生していたとは。

「ああ、ユリシス王子？　結構支持者多いんだよね～、でも次期国王は、王弟のレイモンド卿きようで決まりだろうな～。何しろレイモンド卿は親東派だ。次の聖教祭でフレジールの賓客を招く事が何よりの証だろうって皆みな言ってるんだよ。あ、でも面白い事知っているよ？　ユリシス王子って、毒が効かないんだって。王子なのに白魔ま術じゆつを使えるとか。本当か噓うそか知らないけどさ～……あ、これは裏情報だから秘密にしといてね。うっかりうっかり」

「……」

　あ、ガチだわ。

　毒が効かないってことは、何かしら解毒魔法をかけているのだろう。それよりも、毒が効かないと分かる状況がどういうものなのか知りたい。

　俺は記者に貰もらった新聞の写真を再び見つめた。

　ああ、早くマキアに伝えたい。

　あいつは由利が見つかったと知ったら、どんなに喜ぶだろう。







　無事に仕事を終え、館に帰って来たのは、既すでに日をまたごうとしている夜中。

　俺は少しだけ緊きん張ちようしていた。

　これでマキアとの〝口をきかない月間〟は終わるからだ。

「……」

　少し呼吸を整え、俺は彼女の部屋の扉とびらをノックした。

　返事は無いが、さらに何度かノックする。

「おい、マキア……夜中に悪いが、入るぞ」

　一応断りはいれたからな。

　恐おそる恐る扉を開け、就寝用の灯りしかない、薄暗い部屋の中をキョロキョロ覗のぞく。

　きっと寝ねているか無視をきめ込んでるんだろうと思っていたが、どうやらベッドには居ないようだ。

「……あれ？」

　俺は眉まゆ根ねを寄せ立ちほうけたが、その瞬間、扉を開けた事を若干後こう悔かいした。

　右側の奥の方に、光る目が二つほどある。

「うわあ、怖こわっ!!　怖っああああっ[image: !!!]」

　ちょっと、俺は天下の黒魔王。

　何をそんなに怖がっているんだ全く。

　でも、その瞬間のとんでもない殺気は、俺ですら飛び上がるほどだったのだ。

「な……マキアさん……？」

「あんた今朝、何のメモも残さなかったでしょ……全くカルテッドの学校だか何だか知らないけど、最後の日に無視するなんていい度胸じゃない……」

「違ちがうって！　ほら！」

　暗がりから出てこない彼女は、闇やみに紛まぎれ獲え物ものを狙ねらう恐ろしい紅魔女そのものだ。

　俺は用意していたメモを彼女の前に出し、受け取らせた。




（〇月三〇日：トール）

　トールです、ただいま




　うわあ、お恥はずかしい。

　誠に恥ずかしいですが、こうとしか書けませんでした。

　いやまさか、手て渡わたしするつもりなかったから。

「たかがメモだろう。今日で会えるんなら別に………」
















「……いーの。こういうのは、儀ぎ式しきみたいなものなんだから。ちゃんと最後までするのが大切なの。ふふっ」

　そう言って、嬉うれしそうにメモを見るマキアの豹ひよう変へんっぷりったら無い。

　彼女の笑顔を、俺はいつぶりに見ただろうか。

　マキアはそのメモをまじまじと読んだ後、何か思いついたようにそそくさと机についた。

　側に置いてあったメモ帳を破って、かりかり何か書いている。

「お、おい。まさかまだやる気なのか？」

「だから儀式だって言ったでしょう？　最後のオチをつけなきゃ」

「……？」

　彼女はくるりと軽快に立ち上がり、俺にそのメモを差し出した。




（〇月三一日：マキア）

　マキアです、おかえり




　そこには、ただそれだけ書かれていた。

　ちょうど今、日をまたぎ三一日になった所。

「……オチたのか？」

「あんたね、気づいていなかったの？　しりとりを続けたのよ。あんたが始めたんじゃない」

「……あ」

　俺は、自分が「トールです、ただいま」と書いた紙の事を思い出した。

　確かに最後の文字は〝マ〟だったけれど、なるほどこう続けた訳だ。

「たしかに、これでオチたな。ははは」

　俺は、大して面白くもないこの茶番の結末に、何故なぜか笑いが止まらない。

　マキアは我が慢まん出来ないと言う様子で、バッと俺に抱だきついた。

「おかえり～トールー!!」

「あ、ああ………ただいま」

「もうもう、もうダメよ。私、このままだと寂さびしくて死んじゃう所だったわっ！」

　何がダメなのか、さっぱり分からないが、今日のマキアは素直で無む駄だに可愛い。

　いつもこうならとも思うが……

　彼女の嬉しそうな声を聞くと、たまっていた疲つかれも少しばかり忘れると言うものである。




　俺はさっそく、マキアにあるものを見せた。それは王都新聞の記事。

　滅めつ多たに表に出てくる事の無い第五王子の顔は、俺たちが良く知っている人に似ている。

　マキアはゆっくり目を見開き、その写真を食い入る様に見ていた。

「第五王子、ユリシス・クラウディオ・レ・ルスキア……。マキア、お前なら分かると思うが、地球名・由利静と近い。顔もご覧の通りって感じだし。これはもう由利だと思うが」

「そうね、由利だわ。それに王子様に転生って……何ていうかあいつらしいわねえ」

　マキアはその新聞を掲かかげ「お手て柄がらよトール」と、嬉しそうに俺の腕うでを何度も引っ張った。

「だったら、会いにいかないといけないわ。王都へ」

「……どうやって？」

「春に聖教祭があるわ！　お父様にお願いして、王都へ行くのよ！」

「ああ、なるほど」

　彼女の提案は、それなりに現実味があった。

　ルスキア王国の貴族が、春の聖教祭の為ために王都へ出向くのは良くある事だ。

「ふふ、楽しみねトール。三人が集まったら、きっともっと楽しいと思うの！」

「はは、浮うかれてるなマキア。でもあいつは王子様だろう？　そう簡単に会えるかな」

「会えるわよ。私たちなら」

　マキアは信じて疑わない。俺たちの、前世からの繫つながりの様なものを。

　まあ、そんなものが確かにあるのなら、きっと俺たちは出会うべくして出会うだろう。







　　　第三章　聖教祭・前編







【マキア、王都に繰くり出す。】




　マキアです。

　私たちは今、聖教祭の前日で賑にぎわう王都ミラドリードに来ているの。




「ねえトール。私、王都の商店街に行ってみたい。早く行きましょ」

「ここに来たばっかりなのに？　お前元気だな～」

「ちょっと買いたいものがあるのよ。実はね、今日お父様とお母様の、結けつ婚こん記念日なの。聖教祭の前日が結婚記念日だなんて、素敵よね」

「ああ……なるほど。でも珍めずらしいな。お前が自分の両親に贈おくり物ってのも」

「……たまには親子らしい事、してみても良いでしょう」

　王都の別べつ荘そうにやってきてすぐ、私はトールの手を引っ張って街へ繰り出した。

　それは気まぐれだったのかもしれないけど、お父様とお母様にお祝いをあげたかったの。

「でも、結婚記念日の贈り物って、どんなものが良いんだろうな」

「さあねえ……そもそも夫婦ってどういったものなのかしら。子供に贈り物されて嬉しいものってなにかしら。私、結婚した事も無いし、子供もいなかったから分からないわあ」

　トールは若干斜ななめ下を見ている。私はそんな彼をジトッと見た後、わざとらしく続けた。

「そう言えばむかーしむかしのトールさんは、沢たく山さん奥さんがいたしお子さんだって数えきれない程いらっしゃいましたよねえ。パパは娘むすめにどんなものを貰もらったら嬉しかったのかしらねえ」

「おい、お前な」

　複雑そうなトールの顔が面白い。

　それにしても、流石さすがは聖教祭を控ひかえた前日。あっちこっち目移りしてしまいそうなほど、華はなやかなお店、町並み、人々が揃そろっている。

　雑貨屋、花屋、アクセサリー屋なんかをグルグル回って、色々なものを見たけど、どうにもピンと来るものが無い。流行の商品が揃い、なんだって手に入るはずの王都だけど、こればかりは難しいわね。

　とぼとぼ路地裏を歩いていたら、何やらただならぬ黒い気配を漂ただよわせる、怪あやしいお店の前で立ち止まってしまった。

「……何このお店。魔ま法ほう雑貨ミッドガルド？」

「見るからに怪しいな」

　どうやら占うらないや魔法のアイテムを売っているお店らしいのだけど、この王都のきらびやかな空気からかなり浮いた存在の様で、誰だれ一人近寄っていない。

　トールに嫌いやな顔をされたけれど、好こう奇き心しんからそのお店に入る。すると絵に描かいたような凄すごみのある老魔女が、ヒッヒッと笑いながら、目をくわっと見開き私たちを迎むかえた。

　しかも片目に眼帯をしていて、それがいっそう恐おそろしい。

「いらっしゃい。おや、珍しいお客さんだね……ヒッヒ」

　お店の中は薄うす暗ぐらく、怪しい品物が並べられていて、鼻につく臭においが充じゆう満まんしている。

　でも何だかこの臭い、どこかで嗅かいだ事がある気もするのよね……

「おばあさんって魔女？　だったら、夫婦円満のアイテムとかって売ってないかしら」

　尋たずねると、老ろう婆ばの魔女は目をギョロギョロさせ私とトールを見て、カウンターの奥の戸と棚だなから一つの小箱を取り出した。

「これなんていかがだろうね。枯かれない花の入った水すい晶しようのブローチさ。青と赤の二つで一つ。枯れないって言うのがポイントだねえ。ヒッヒ」

「……まあ」

　小箱の中には、二つのクリスタルブローチが入っていた。

　赤い花と青い花が、水晶の中で美しい姿を保っている。

「どんな魔法を使っているの？」

「たいした事は無い。一生枯れない魔法薬を使っているだけの事。ヒッヒ」

　老婆は懐ふところから煙管キセルを取り出し、この埃ほこりっぽい店内でふかし始めた。

　ますます息苦しくなって、トールは少し咽むせていた。

「分かったわ。それをいただきましょう」

　そう言うと、老魔女は「まいど」と、胡う散さん臭くさい不気味な笑みを私に向けた。




　その日の夜、私は思いの外照れくさくなりながら、お父様とお母様にそれぞれ結婚記念日のプレゼントを渡わたした。

「……け、結婚記念日、おめでとう……」

　両親にこういったものをあげた事が無いので、少し心配だったけど、私からの贈り物に二人とも喜んでくれたみたい。

「まあマキア。なんて美しいお花のブローチかしら」

「王都で自分の好きなものを買えば良いと言うのに、お前と来たら。私は……私は……っ。聖教祭の間はこのブローチをスカーフに付けとこうかな！」

　お父様もお母様も、もう良い歳だと言うのにはしゃいでいる。そんな安っぽいブローチを付けて行ったら、またオディリール伯はく爵しやくはって言われてしまうかもしれないのに。

　何だかとてもむず痒がゆくって、私はさっきから汗あせばんだ手でスカートを握にぎったり離はなしたり。

　長年の記き憶おくの中でも、覚えの無い感覚だったわね。










【トール、扉とびらを見つける。】




　俺はトール。

　今日は聖教祭の初日である。

　ヴァベル教国の大聖堂にて、聖教祭の祈いのりの儀ぎ式しきに参加している。

　大司教の厳かな語りの中、僅わずかに視線を上げると、高みに居る由利、もといユリシスを、マキアと共に見つける事が出来た。しかし……

「あああああり得ないわ……王家は高みの見物ってわけ」

「落ち着けよマキア」

「大声出してでも引き止めるべきだったかしら」

「そんな事してみろ。教国から追い出されるから」

　それはもう静かで厳かで、大司教の長々とした意味の分からない神話やヴァビロフォスの加護が何たらと言う話から始まり、大げさに頭を上げる事すら出来ないと言う空気の中、王族にいたっては上階の席で高みの見物を決め込んで、まともにコンタクトもとれない。

　しかも儀式が終わるや否や、王族の連中はそそくさと退散してしまった訳だ。

　きっと他の予定があってスケジュールがつめつめなんだろう。

「追うわよ」

「……マジで？」

「せっかくここまで来たんだもの、由利を追わずしてどうするの」

「でも、もう教国には居ないかもしれないぞ」

「分からないわ。でも、あんたなら確かめられるわよね。……あいつの情報は私がちゃんと確保したから」

　マキアは自分の目を指差し、ニヤリと笑った。




　俺たちは他の貴族の者たちと会話をしている御お館やかた様に〝教国を見て回る〟と言って、その場を離れた。

　基本的に御館様は、俺が側に居るならとマキアを自由にさせる。

「それにしても、やっぱり聖域ってだけあるわね。凄く変な感じ……」

　俺たちは教国の大聖堂、その向こう側に連なる建物に侵しん入にゆうし、人けの無い場所を選ぶ。

　表の大聖堂付近の賑わいとは違ちがい、一転した静せい寂じやくの中にこそ聖域の本質と言うものを感じ取れる気がする。

「じゃあ、調べるぞ」

　俺は右手を前にかざし、手の甲こうにキューブ状の立体魔ま法ほう陣じんを作り出した。立体魔法陣にここら一帯の位置情報が書き込まれていく。俺の黒魔術は主に空間を操るものだ。

　マキアは「おお……トールのナビ」と言いながら、自分の指を嚙かみ切って、自らの血をそのキューブに垂らし、先ほど記録したユリシスの情報を登録した。

「……？」

　しかし、キューブ上に示された、ユリシスの位置情報は、主に二つあった。

　これは奇き怪かいな事である。

「お前……ミスったな？」

「そ、そんな訳無いでしょう。確かにユリシスの情報だけって命令したはずなのに」

　二つの光の点。一つはとても強い光で、この場所からどんどん遠ざかっていく。

　もう一つは微び弱じやくな光だが、この教国の中にある。

　俺とマキアはお互たがい顔を見合わせ、頷うなずいた。

　とりあえず教国に存在する、もう一つの弱い方の光を目指す事にして、長い廊ろう下かを歩きいくつもの角を曲がり、聖域としての神聖な空気の濃こい場所を進む。

　開けた丸い天てん井じようの空間に出たと思ったら、そこには見上げるほど大きな黒い扉があった。

「……扉だ」

　扉には大樹の彫ちよう刻こくが彫ほられている。

　そして、この扉の奥から微弱なユリシスの反応があるのだ。

「……行くか？」

「当たり前でしょう。何の為ためにここへ来たって言うのよ」

　胡散臭いと思いながらも、俺がその扉に手をかけようとした時だ。

「駄だ目めだよ。その奥に行っちゃ」

「!?」

　背後から可愛らしい少女の声が聞こえたものだから、俺たちは慌あわてて振ふり返る。

　オリーブ色の髪かみと、緑の薄うすい布が幾いく重えにも重なった衣装を揺ゆらす、とても不思議な空気を持った少女。

　俺たちが彼女に気づけなかったのは、この聖域に限りなく同化した存在だったからだ。

　彼女はクスクス笑って言う。

「駄目だよぅ、ここから先に行っちゃ」

「……えっと、私たちユリシス王子に用があるのだけど、この先には居ないのかしら」

「ユリシス？　居ないよ、だってユリシス、さっき行っちゃったもん、港の方に」

「港？」

「そうだよ。また何かの式典があるって、東の国のフレジールのお姫ひめ様とー」

　彼女は何だかぷくっと膨ふくれっ面つらで、気の乗らないような言い草。

　俺とマキアは顔を見合わせ、首を傾かしげた。

「それに、その扉の先には私と大司教くらいしか入れないんだもん。ユリシスが居るわけないよ」

「だったらこれは……」

　いったい、この反応は何なんだろう。

　俺たちは再び、立体魔法陣の上を点てん滅めつする光を見た。

　その時だった。




「……お前たちがその扉の向こう側に行くのは、まだ早い……」




　俺たちに向かって放たれた言葉により、脳天から一直線に、体を貫つらぬかれたような感覚が走った。

〝そいつ〟の、声、言葉、近寄ってくる足音の一つ一つを、聞き逃のがす事は出来ない。

　暗がりに差し込む天窓の光の手前で、声の主は立ち止まる。

　それは、あまりに突とつ然ぜんの再会だった。

「……お前……勇者……っ!!」

　ジワジワとこみ上げるものに逆らえず、俺の表情が険しいものになっていった。

　目の前に現れた男は、黒に近い紺こん色いろの軍服を着て、軍ぐん帽ぼうを深く被かぶっている。軍服には東の大国フレジール王国の紋もん章しようが描かれていて、奴やつが異国の要人である事が分かった。

　それにもかかわらず、体の感じ取る危険信号によって、奴が〝勇者〟だと理解した。

　戸と惑まどいと恐きよう怖ふ、前世の恨うらみつらみが混ざりあった混こん沌とんとした感情に歯を食いしばる。

　冷たい青い瞳ひとみは、俺たちが長年憎にくく思っていたものだ。

　俺は立体魔法陣を解いて、腰こしの剣けんの柄つかに手をかけた。

「ト、トール……!!」

「下がってろマキア。今の俺たちは地球に居た頃ころの様に無力じゃないんだ。今なら……」

「トール……っ」

　マキアが焦あせった様子で、俺の腕うでを摑つかんだ。

　勇者はいたって冷静で、余よ裕ゆうの笑みを浮うかべる。

「フッ……。またか、黒魔王……」

「……」

「またお前は俺に負け、殺されるのか。懲こりないな」

　煽あおられているのが分かっていながら、俺は勢いよく剣を抜ぬいた。足場に無数の空間の歪ゆがみを生み出す。

「トール！　落ち着きなさい！　こんな所であんたの魔ま術じゆつを使ったら、空間が……っ」

「だが、マキア……！」

　マキアを振り払はらってでも勇者と一戦交えようと思っていたが、彼女の手元を見てハッとさせられた。
















　マキアは俺の剣の刃はを握って、手の平に深い傷を作っていたのだ。

　銀色の刃をなぞった血が流れていく。

「マキア……お前……」

「念のため、よ」

　ポタッポタッ……

　血が床にこぼれて落ちる音だけが耳につく。

　勇者はそんな様子を目を細め見み据すえ、言った。

「安心しろ。俺はまだお前たちを殺さない……時が来るまでな」

　軍帽のつばを摑み、変わらず淡たん々たんとした態度でいる。

　マキアが彼に問う。

「何なのよ、それ。私たちを殺す条件でもある訳？」

「……そうだな。だが、今それを言った所で、お前たちには到とう底てい理解出来まい」

「何？」

「今のお前たちには、殺す価値すら無い」

　俺はまた剣を握る手に力が入ったが、マキアが摑んでいるから安易に動かせない。

　彼女は俺を見て、首を振った。

「だったら何であんたはここへ来たの。私たちを殺す為じゃないと言うなら」

「……」

「何にも答えない気ね。だったら私たちだって、今後あんたが殺しに来ても、そう簡単に殺されてあげないわよ。次は私たち一人一人が相手じゃないの。あんた、分かってる？」

　ポタッ………

　沈ちん黙もくが肌はだに刺ささるほど痛いのは、静けさの中にお互いの殺気が混ざっているからだ。

「駄目だよ！　ここで喧けん嘩かしちゃ駄目だよぅ！」

　そんな空気の中、俺たちと勇者の間に割って入ってきたのは、今まで放っておかれていたオリーブ色の髪の少女だった。彼女は手をオーバーにひらひらさせ、声を張って怒おこっている。

「……緑の巫女みこ」

　勇者は彼女を見下ろしながら、何やら神しん妙みような顔をしていた。

「ここは聖域よ！　駄目っ！」

　彼女は言葉足らずだが、俺たちを一いつ生しよう懸けん命めい止めようとしているのは分かる。

　さすがにこんな女の子に止められたら、張りつめた空気を保つ事が出来ない。

　マキアは俺の剣を離はなした。

「……もう、良いわ。ほら、トール、あんたも剣をしまいなさい」

「良いのかよ、これで……」

「良いのよ。あいつ、今は私たちを殺す気、無いみたいだし」

　俺は舌打ちをしつつ、剣を一度振って鞘さやに収めた。そして、足下に形成している無数の空間の歪みを全て元に戻もどす。

　勇者は最後まで何もしてこなかった。

「一つだけ、言っておく。……その扉とびらの向こう側には、お前たちの求める答えが眠ねむっているだろう。いや……知りたくない事かもしれないな」

　勇者はそれだけ告げると、一歩一歩、ゆっくりと近づいてきながら天窓から差し込む光を越こえた。

「それは……俺たちが二度も殺されなければならなかった理由か？　そんなものがこの奥にあるって言うのか」

「……」

「何が可笑おかしい!!」

　勇者が嫌いや味みに鼻で笑ったものだから、俺は再び平静を失い、勇者に向かって行ってその胸ぐらを摑む。

　奴はまだ僅わずかに笑っている。

「……二度、か。黒魔王……お前が俺に殺されたのは、本当に〝二度〟なのか……」

「なっ……」

　こいつは何を言っているんだ。

　再び問いただそうと思った時、マキアに思いきり背中の服を引っ張られた。

「なっ……何すんだよ！」

「もういい加減におしっ！　何であんたはこいつにだけ、そんななのよっ！」

　マキアに叱しかられた。流石さすがに彼女の血まみれの手を見て、俺も冷静になる。

　勇者は何て事無いように襟えり元もとを整え、俺たちの横を通りすぎて行く。

「聖教祭が終わった後、この扉を開けてみろ。その時なら、少しは理解出来るだろう。お前たちの罪深さがな」

　勇者は黒い扉の前で手をかざし、その樹の彫刻の窪くぼみに膨ぼう大だいな魔ま力りよくを注いだようだ。

　魔力が注入された事で木々の枝の模様に金色の光が注がれる。

　その瞬しゆん間かんのあまりの輝かがやかしさに目を閉じてしまった。次に目を開いた時、そこに勇者は居ない。

「居なくなった」

「くっそ……何だったんだ」

「トール。あんたの気持ちは分かるけど……でも……」

　マキアも何やら、思いめぐらせている様だった。

　黒い扉の方へ足を進めようとしたが、一歩踏ふみ出したその足を、彼女はゆっくり戻す。

「あいつに言われた通り、聖教祭が終わった後、ユリシスと一いつ緒しよにここへ来ましょう」

　勇者が〝緑の巫女〟と言っていた少女は、「ああ、入っちゃった～」と言いながら、奴を追うように扉を開け、向こうに消えていった。

　僅かに開いた黒い扉は、間もなくしてまた閉じてしまい、既すでに俺たちには開けないような重々しいものに見える。

　マキアは怪け我がをしている手を固く握にぎって、もう片方の手で俺の袖を摑んだ。

　彼女らしからぬ不安そうな面持ちだ。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？　手……」

「……ああ、何てこと無いわよ。すぐ治るわ」

　俺は、彼女の血まみれの手を取った。

　こんな表面的な傷、マキアならすぐに治ってしまうと分かっているが。

「治そうか？」

「いいわよ、わざわざあんたがしなくても。ほら、そろそろくっつき始めてる。勝手に治ち癒ゆしてくれるもの。……あんたねえ～、私がいつも血を使って魔ま法ほうを発動するの知ってるでしょう？　治癒魔法くらい体内で組み立ててるわよ」

「それは、そうかもしれないが……」

　俺は胸ポケットから白いハンカチを取り出し、既にくっつき始めた彼女の手のひらの傷に触ふれない様、血を拭ぬぐう。

「……っ」

　少し痛かったのだろうか。マキアはピクリと肩かたを上げた。

　僅かな沈黙の間、俺は神妙な顔をしていたんだろうか。

　マキアは眉まゆ根ねを寄せ、チラチラと心配そうに俺の表情を覗うかがった。

「ご、ごめんなさい……トール。さっきは偉えらそうに止めてしまって……」

「え、ああ、いや。俺の方こそ、冷静さを欠いていた。悪かったな……。でも、わざわざ剣を素手で摑むのはどうかと」

「……だってあんた、頭に血が上ってたんだもの」

「仕方ないだろ。あいつの前じゃ、俺なんてこんなもんだ」

　マキアは少しばかり苦笑。

「まあ、良いんじゃないの？　あんたいつも格好つけだもの。たまには熱くなったって」

「お前は逆だな……いざと言うときは結構冷静だ。いつもは感情的なくせに」

「……女ってそんなもんじゃない」

　俺は、マキアの片手の血をそれなりに拭ふき取って「そうか？」と顔を上げた。

　マキアは自分の手のひらを掲かかげ、その傷を確かめる。

「もう表面はくっついているな。割と深く切っているようだから、完治には二日三日かかるだろうが……」

「ふふ、大丈夫よ。ありがとうトール」

　マキアはやっと、安心した様に微笑ほほえんだ。

　だけど、彼女は怪我をしていない方の手で、変わらず俺の服を握りしめていた。










【緑の巫女、棺ひつぎの中の少年が誰だれなのかまだ知らない。】




　私はヴァベル教国の〝緑の巫女〟。

　地下庭園へ続く石造りの階段を降りている途と中ちゆうに、その男の人はいた。軍服を着た、見知らぬ金きん髪ぱつの人。

　この国の神話を壁へき画がにして記録しているフロアで、ただ一人佇たたずんでいる。

「お兄さん、ここに入れる人なのね。びっくりした～」

「……」

　私はその男の人の隣となりに立って、彼の視線を確かめた。

　しかしその綺き麗れいな青い瞳ひとみはどこか虚うつろで、何を見ているのかさっぱり分からない。

「ここの壁画、見に来たの？」

　男の人が立っている目前の壁画は、神話の中でも最終章に位置する物語を描えがいている。

「……巨きよ人じん族との戦い」

　男の人がそう呟つぶやいて顔を歪ゆがめたから、私は壁画をじっくりと見てみた。

　巨大な黒い生き物が、背中の羽を羽ばたかせ飛んでいる。世界は混こん沌とんの中にあり、連なった高い塔とうや空を飛ぶ船が燃え、化け物に対たい抗こうする神々が描かれている。

　一時それを見た後、男の人はそのフロアを抜ぬけ、また階段を降りて行った。




　点々と明かりの灯る薄暗い空間が終わり、開けた地下庭園のみずみずしい空気が体を包む。

　そこがヴァベル教国の聖地ヴァビロフォスだった。

　中心には大樹がそびえ立っていて、根元には無数の棺が埋うめ込まれている。

　男の人は苔こけを踏みながら歩み、一つの水の入った棺の前で立ち止まり、見下ろした。

　それは、幼い男の子の眠る棺。

「お兄さん、この子知っているの？」

　私は急いで彼の側まで行って、尋たずねた。

「私が緑の巫女になる前からここにいたんだって。何で死んじゃったのかなあ……」

「……」

「私ね、この子の棺の側で、よくお昼ひる寝ねするんだよ。この子のこと全く知らないんだけど、でも知っている気もするの。……お兄さんは会った事あるの？　この子が生きていたときの事、知ってる？」

「……ああ」

　あ、初めて返事をしてくれた。何だか嬉うれしい。

　だけど、その時の彼の表情は、何と言えば良いのか分からない複雑なもの。

　何でだろう。

　私の中に潜ひそんでいる、訳の分からない感情が、じわりとくすぐられた。

「すまない。この子供がこの棺に納められているのは、全て俺の責任だ」

「……？」

　男の人はそう言うと、聖地の中心に背を向け、この場を去るようだった。

「あっ、あなた、お名前は？　私は〝ペルセリス〟。緑の巫女のペルセリスだよ」

「……」

　とりあえず聞いてみたけれど、やっぱり返事は無い。

　そのまま彼はこの地を出て行った。

　彼が見えなくなっても、足音が聞こえなくなるまで私はそちらを見ていた。

「なんだったんだろう」

　私は少し首を傾かしげた後、水の棺の隣でしゃがみ込み、またその少年の顔を覗のぞき込んだ。

「……ねえ、誰なの？」

　あの人は誰？

　あなたは誰？

　水の中に沈しずむその子に手を伸のばしたけれど、ガラスの蓋ふたにコツンとぶつかって、どうしても届かない。










【マキア、舞ぶ踏とう会へ。】




　マキアです。

　今晩は王宮のサロンで、貴族たちの舞踏会が開かれている。

　舞踏会はきっと女の子の一生の憧あこがれ。

　キラキラしたシャンデリアと華はなやかなドレスの波が、目ま映ばゆいほど色いろ鮮あざやかで、そこには夢に見るような美しいものばかりが揃そろっているの！

　……私にとってそれは、目眩めまいがしそうな程おいしそうな食べ物であった訳だけれど。

「もう、マキア。お料理なんか見てたらバカにされますわよ」

「ちょっとスミルダ、見てみなさいよ、これ。いったい何で作ったらこんな風においしそうな色と艶つやと匂においを……」

「マキア、あなた怖こわいですわよ」

　会場で幼なじみのスミルダと出会った。

　彼女は今流行はやりの黄色のドレスを着て、頭にコサージュを付け、おすまし顔。

　私はレースのついた真っ赤なドレスで、いつにもまして赤い。

「ねえねえマキア、あの方素敵じゃなくて？　あ、あの方はミリヴァス家の若様よ」

「え～……私はあの手の優男風のヒョロ男より、もうちょっとワイルドな方が良いわね」

「まあ。トールさんの様な？」

「トールがワイルド～……無い無い」

　彼の煽あおられ耐たい性せいの無さを思い知った最近ですし。

　ちなみにトールは貴族じゃないので、舞踏会に参加出来ません！

　私はさっそく会場の端はしの、お料理の並ぶコーナーに吸い込まれていくけれど、スミルダがさっきから腕うでを引っ張るものだから、なかなか辿たどり着けないの。

「ちょっと離はなしなさいよ」

「い、いやですわ。側に居て下さいなマキア。わたくし、お友達マキアしかいませんし」

「じゃあ一いつ緒しよにお料理食べましょう。あっ、あれ見て見て！　美味おいしそうな肉の塊かたまりが！」

「や、やめてマキア！　肉の塊だなんて言わないで!!」

　流石さすがの公こう爵しやく令れい嬢じようスミルダも、こうも大きな会場だと心こころ寂さびしいよう。

　私はなかなかお料理にありつけないのが生殺しで辛つらい。

「あああ、君、マキア・オディリール嬢じゃないかね？　いやいや久しぶり～」

　私を名指しで呼ぶその声は誰だ、と思いながらそちらを振ふり返ると、そこにはいつぞやの貴族の男がいた。カルテッドの教会で出会った、胡う散さん臭くさい片眼鏡モノクルの。

「あ、おじさん」

「嫌いやだな～やっぱり君から見たら俺はおじさんか」

　確かウルバヌス・メディテ。魔ま力りよく数値のやけに高い、謎なぞ多き人。

「マ、マキアってばメディテ卿きようとお知り合いですの？」

「……え。まあ、一回会った事があるだけだけど」

　スミルダは青ざめ、そそくさと逃にげる様に去って行った。私を置いて。

「……？」

「ああ、ビグレイツ公爵令嬢には逃げられてしまった。まあでも良い。……また君に会いたいと思ってたんだよね～マキア嬢、聖教祭の間はこっちにいるのかい？」

「ええ、まあ」

　彼の視線はどこか私を探っている様だけど、それがなぜなのか分からない。

　この男の胡散臭さは良く分かるのだけど。

「じゃあ私はこれで」

　変なおじさんに絡からまれた時は、とりあえず逃げるべし。そしてお料理コーナーへ……

「まあ待ちたまえマキア嬢」

　しかしメディテ卿に、肩を摑つかまれ引き止められてしまった。

　私は泣く泣く振り返り、「何でしょう」と。

　その時、会場が少しざわついた。ある重要な人物が現れたようだった。

「あ、レイモンド卿だ。知っているかいマキア嬢」

「え？　ええ。現国王の弟君の……」

「次期国王と言われている人さ」

　メディテ卿はニヤリと笑った。

　レイモンド卿は薄うすい栗くり色いろの髪かみの、三み十そ路じ程のおじさん。王族と言っても、彼は少々泥どろ臭くささがあるわね。そこら中の貴族たちに、一通り気さくでフレッシュな挨あい拶さつをした後、レイモンド卿は私の隣に居るメディテ卿を見つけたようで、こちらにやってきた。

「やあメディテ卿。奥方が身み籠ごもったと聞いたよ。おめでとう」

「ははは。どうも」

　白々しい挨拶を交わす二人。と言うか、メディテ卿、奥さんいるんですね。

　レイモンド卿がメディテ卿の隣に居る私に気がつき、ニコリと愛想良く微笑む。

「こちらは？」

「ああ。オディリール伯はく爵しやくのご令れい嬢じよう、マキア・オディリール嬢だ」

　私はドレスを摘つまんで、決まり文句の挨拶をした。

「お初にお目にかかりますレイモンド卿。マキア・オディリールと申します」

「やあ、はじめまして。噂うわさはかねがね。あのオディリール伯爵の子供にしては利発で、大変美しい一人娘が居ると。あ、いやいや、私は伯爵のあの緩ゆるさが大好きだがね。わははは」

「……」

　色々と突つっ込みどころはあるけど、また今度にします。

　しかしふと思い至る。レイモンド卿がいると言う事は、もしかしてユリシスも会場に居るんじゃないかしら。

　私がそう考えた時、会場はまた少しざわめいた。

　視線を上げると、このおじさん二人の隙すき間まから、一人の少年が見えたのだ。

　すぐにピンと来たのは、彼のその白い容よう貌ぼう、佇たたずまいと、洗練された身を取り巻く空気が、特別なもので、懐なつかしいものだったから。

「おっ、ユリシス殿でん下かもやっと来たか。あんまりこういう場に出てこない人だから、みんなざわついてるなあ」

「お隣となりに居るのはフレジールの姫ひめ君ぎみですかな、レイモンド卿」

「そうそう。あのお姫様、初めて会ったのに殿下を気に入っている様だから」

　メディテ卿とレイモンド卿がそんな会話をしていたけど、私の耳には入って来ない。

　私は大人たちの間を一いつ瞬しゆんの風の様に通り抜け、ただ瞳に映る彼の方へ向かった。

「ユリ!!」

　私は今の身分も、ここがどういった会場であるかも、全ておかまい無しで叫さけんだ。

　当然会場はしんとなって、優ゆう雅がな音楽だけが宙に浮ういている。

　隣でどこぞのお姫様と話していた彼もまた、私の声に気がついた。

　私を見つけると、信じられないと言う様に目を見開き、視線を逸そらす事は無い。

「マ、マキ……ちゃん……？」

　私たちにはこみ上げる様々な感情を、どうにも隠かくす事が出来無かった。

　待って、待って、待ち望んだこの日を、お互たがいを見た瞬間に理解したのだ。

　ユリは一歩一歩こちらへ近寄ってきた。私も同じ。

　やがて、どんどん速くなる私たちの、大理石の床ゆかを蹴ける足音だけがこの会場に響ひびく。

「ユリ!!」

「マキちゃん!!」

　私の長い髪と、ユリシスの白いマントが、抱き合った勢いのまま揺ゆれる。

　きっと周りは何事かと思ったでしょう。

　レイモンド卿も、メディテ卿も、呆あつ気けにとられた表情でいる。

　会場の外に居るトールは、この空気を感じ取っているかしら。

　頰ほおに当たるユリシスの髪の柔やわらかさが、懐かしくて懐かしくて、どうしようもなかった。




　サロンの中の空気が止まった気がする。

　ただ、だんだんと、マズいと言う気持ちが……

「……ねえ、ユリ……どうしよう」

「う、うん」

　お互い体を離し、苦笑い。

　私たちは、周囲の視線が、案の定こちらに向いているのを痛いほど感じ取っていた。

「超ちよう、目立ってるよね」

　感動の再会、という余よ韻いんに浸ひたっていたかったけれど、どうにもそんな空気では無い。

　どうしよう、絶対めちゃくちゃ誤解されたに決まっている。

　誰だれか!!
















　誰かドッキリ大成功的なプラカードを持ってきて下さい!!

「ゴホン」

　誰もが、どこを切り口につっこめば良いのか分からない私たちの再会に戸と惑まどっていた所、割って入ってきたのは、絹の様な、薄紫色の長い髪を揺らす、異国情じよう緒ちよを感じさせるドレスをまとった美少女。

　彼女は口元を扇おうぎで覆おおい、まじまじとこちらを見ている。

　しかし、ぱしっと扇を閉じると、いきなり私とユリシスににこやかな笑顔を向けた。

「ユリシス殿下！　そちらが以前お話しして下さった〝例の〟お方か？　ぜひ妾わらわも〝あの〟お話をお聞きしたいものだ。さあさあ、こちらへお二人とも」

「は？」

　彼女は馴なれ馴れしい様子で、戸惑う私とユリシスを、集中する視線の中心部から会場の端のテラスへ連れて行った。

　彼女の言っていた事に覚えは無いけど、ユリシスは心苦しそうな笑顔を彼女に向け「申し訳ございません、姫」と言っていた。

　会場の熱気と一線を引いたような、テラスの涼すずしさが、私たちの頭を冷やしてくれる。

「全く……何を考えておる。あんな人目につく所で」

「助けて下さり、本当にありがとうございます、シャトマ姫」

　人を払はらったテラスにて、例の少女は私とユリシスを叱しかりつけた。

　私はこの子が何者なのか分からず、顔をしかめる。

「マキちゃん、この方はシャトマ姫。フレジールの第一王女様だよ」

「ど、どうも」

　私は煮にえ切らない挨拶をしてしまった。異国のお姫様だって言うのに。

「妾はお前を知っておるぞ。………西の紅魔ま女じよ」

「!?」

　しかし、私の彼女への興味は、たった一言、そのキーワードで大きくなる。

　どういう事でしょう。彼女は私の事を知っている。

　再び扇を開き、顔を覆う彼女の、ちらりと見える琥こ珀はく色いろの瞳。その瞳からは吸い込まれるような魔力を感じる。

「あなた………何者？」

　私は声を低めた。

「マキちゃん、あのね……これは複雑な話になるんだけど……」

「……？」

　ユリシスが何か言葉を続けようとした時、テラスに差し込む会場の光に影かげができた。

　金きん髪ぱつの青年が、我々に伸のびる光を遮さえぎっていたのだ。

　例のシャトマ姫は「おお、カノン！」と言って、特に臆おくする事無く彼に近寄り、私に紹介した。

「紅魔女、紹しよう介かいしよう。我がフレジールの将軍、カノン・イスケイルだ……お前にとっては、二〇〇〇年前の〝伝説の勇者〟でしかないかもしれないがな」

　彼の情報は全く見えてこない。どうにも、本名ではないらしい。

　勇者はただ冷たい眼光で私を見下ろしていた。

「先日はどうも、勇者」

「……」

　奴やつは私の挨拶を無視。

　憎にくらしくフッと笑うと「レイモンド卿がお呼びだ」とだけ、シャトマ姫に伝える。

　彼女は「うむ」と頷うなずき、状じよう況きようを理解していない私を見て微笑ほほえんだ。

「後ほど、ゆっくり話す場を設けよう、紅魔女」

　それだけ言って、光のサロン内の方へ戻もどって行った。

「……で、あんたは行かなくていいの、勇者。今は、あのお姫様の家来なんでしょう」

　先ほどと同じ場所で、例のカノン将軍は私たちを監かん視しでもしている様に立っている。

　本当に嫌いやな奴。再会をゆっくり嚙かみ締しめる事も出来ないじゃない。

「それとも何よ。私をダンスにでも誘さそってくれるって言うの」

　会場内では紳しん士し淑しゆく女じよの方々が、華はなのあるドレスを優雅に揺らし、音楽に身を委ゆだねている。

　カノン将軍は含ふくみ笑いを浮かべ、そのまま私の方へ近寄り、手を差し伸べた。

「……では、私と踊おどっていただけませんか、マキア・オディリール嬢じよう」

「あんた」

　私は頰に汗あせを一筋流し、右の口角を上げ笑ってしまった。

「あんたそれ、レディーをダンスに誘う顔じゃないわよ」

　どう見ても、私たちを見下し、今にも殺したいのに、という様な嫌な顔。

　流石さすがの私も身構えてしまうけど、ここで一歩引いたら紅魔女の名が泣くと言うもの。

「ふふ……じゃあお受けしましょう、カノン将軍」

　今から一いつ騎き打うちの戦いにでも赴おもむくような面構えで、私は彼の手を取った。

　ユリシスは「あああ」という様に頭を抱かかえ、青ざめている。

「マキちゃん……生きて戻っておいでよ」

「勿もち論ろん。こいつの足を二度と立って歩けないくらい踏ふんでやるから見ておいで」

　さあ、光の眩まぶしい方へ向かいましょう。

　私たちの戦いはこれからなのでしょう、勇者。




　私たちは舞ぶ踏とう会の醍だい醐ご味みであるダンスを、男女の麗うるわしい営みとは考えていない。

　これは戦争であり、駆かけ引きだ。

　先に恐おそれた方が、怯ひるんだ方が、その眼光に躊躇ためらった方が負けなのよ。

「まあ、オディリールのお嬢様、今度はフレジールの将軍様からダンスに誘われたわ」

「これはこれは、微笑ましい組み合わせですな」

「でもマキア嬢、ダンスは苦手の様。御ご指し南なんいただいているのかしら」

　遠目から見たら、年上の、異国の素敵な将軍様にダンスを教えていただいている、幼い少女の図に見えるらしい。

　ただしかし、ただしかし間近で私たちのダンスを見ていた者は、それがただのワルツでは無いと言うのが良く分かっていたでしょう。

　お互いの表情はまるで魔ま王おう。

　まあ、魔王なのですが、たとえるならそんな悪い顔。

　ついでに言うと、私はダンスが苦手なんじゃないわ！　そんなに得意でもないけど……

　ただ始終こいつの足をヒールで踏んでやろうと思って、ドレス内でかなり豪ごう快かいに振ふり下ろしたりしているのを、憎らしい勇者は上手い事避さけてしまうから、なんともいびつなダンスに見えるだけよ。

　だけどいつまでも遊んでられない。私は一つ、彼に尋たずねた。

「ねえ……なんであんたは、あの時私と戦う事をやめたの……」

　それは、はるか二〇〇〇年前の事。

　私は今でも、私たちの最期をしっかりと覚えている。私が、自分の身を最大の情報を有する媒ばい体たいとして選び、全てを破は壊かいする様命令したあの瞬間を、今でも。

「あんたは〝女神の加護〟を持っていた。まだ、もがけたはずなのよ」

　あの瞬間、私は勇者を道連れに自じ爆ばくの道を選んだ。だけど勇者は、最後の最後で戦うのをやめたのだ。

　勇者の証である剣けん、〝女神の加護〟を捨て。

「それが過ちであった。俺はあの時代、過ちを重ねてしまった……」

　今まで黙だまって私を見下ろしていたカノン将軍は、いよいよ口を開く。

「俺は、お前たちを殺す〝順番〟を間ま違ちがった。お前を自爆させてしまった事が俺の最大の過ちであり、自爆を選んだ事が、お前の最大の罪だ……」

　彼の言葉は、私にはよく理解出来ない。

　この男の強い視線に表れる感情が何なのか分からないけれど、ジワジワとこみ上げてくる焦しよう燥そう感かんは堪たえ難いもの。

　そのように切り返されると思って無かった。

　彼は私の腰こしを思いきり引き寄せ、取る手を握にぎりしめた。

「……っ」

　じわりと、私の手の平に血がにじむ。先日の傷が開き、その血がカノン将軍の白手て袋ぶくろを彩いろどっていく。

「お前は、すぐに思い知るだろう。俺とお前が引き起こした惨さん事じは、後の歴史に影えい響きようしたのみならず、絶対に晒さらしてはいけなかった〝過去の負の遺産〟までえぐり出したと言う事を。俺とお前は同罪だ、紅魔女」

　ちらつく血……

　なぜ私たちを殺したこの男に、こんな事を言われなければならないの。

　心外で悔くやしいのに、それでも言い返せないのは、私が確かに怯んでいたからだ。










【トール、格差社会を思い知る。】




　俺はトール。

　春の夜の匂においが籠こもる王宮の庭園にて、華やかな明かりの漏もれるテラスを横目に、暗がりに潜せん伏ぷく中。……これが格差社会って奴か。

「って、わあ」

　俺の右側の樹の陰に一人の少女が、同じ様にサロンを覗うかがっていたのに気がついた。

　ちょっとびっくりした。いや、少しだけね。

　しかしその少女は先日出会ったあの〝緑の巫女みこ〟であったと気がつく。

　肩かたで切りそろえたオリーブ色の髪かみ、ひらひらした衣装のシルエットは、まさしくあの時、教国で出会った時のものだ。

「おい、お前こんな所で何を……」

「!?」

　向こうは俺に気がついていなかった様だ。

　あからさまにビクついて、小さく跳とび上がる。彼女は丸い瞳ひとみをぱちぱちさせ、俺を樹の陰から確認する。

「あ、あの時のお兄さん」

「何してるんだ。サロンに行かないのか？」

「……」

　緑の巫女はぷくっと膨ふくれっ面つらになる。

「だって、私は聖域から出ちゃいけないんだもん。舞踏会なんか呼ばれないんだもん」

「でも、お前……出てきてるじゃないか」

「抜ぬけ出して来たの。王宮は聖域と繫つながっているから。あ……これは秘密よ、秘密」

　秘密なのにあっけなく言ったもんだ。

　彼女は「はあ」とため息をついて、サロンの明かりを見ている。しかしその位置からは動こうとはしない。

「覗のぞきに行けば良いじゃないか。バレなきゃ良いんだろ」

「う、うん。……でも、なんか悲しくなっちゃいそう。どうせ私は入れないもん」

「……」

　うーん。身分にも色々あるんだなと思い知る。

　使用人である俺も、この国で唯ゆい一いつの緑の巫女である彼女も、同じ様にあのきらびやかな世界には入れないのだ。




「こ、コワイ……」

　サロンの隣となりにある大きな樹の幹の分かれ目まで登って、上階の会場を覗く。

　俺は彼女を引っ張り上げ、その安定した場所に落ちつかせるが、どうにも樹の幹にしがみついてガクガク震ふるえている、小動物の様だ。

「ほら、見えるぞ。おお、綺き麗れいだな、流石王宮のサロン」

　彼女は会場の様子を見ると、何とも言えない乙女おとめチックな表情で、頰ほおを少し染め見入っていた。色とりどりのドレスが、黄色がかったシャンデリアの光に照らされ、宝石の様にキラキラしている。

　男女も皆みな、品のあるものたちばかりで、まるで別の世界のような空間だ。

「あ、ユリシスだ!!」

　彼女が俺のマントを引っ張って、「ほらほら」と嬉うれしそうな声を上げる。

　ユリシスはすぐに見つかった。奴の白さは会場内でも目立っている。それは肌はだの色が白いとか髪の色素が薄うすいとか、服が純白とかそう言ったものではなく、何と言うかオーラが白い光の様に見えると言う意味だ。

「あ………またあのお姫ひめ様連れてる」

「ほお」

　ユリシスの隣には、とんでもない美少女が並んでいる。

　確かあれは東のフレジールの第一王女シャトマだ。

「なんだ。お前、ユリシスと仲が良いのか？」

「……小さい頃ころから、ユリシス、よく教国に来てくれたの。私、お友達いなかったから、沢たく山さん遊んでもらったの」

「ああ、なるほど。あいつ……世話焼きだからな」

　緑の巫女は、ただじっと遠くのユリシスを見て、眉まゆ根ねを寄せていた。

「あ……もしかして、あのお姫様に妬やいているのか」

「だって、だって、せっかく聖教祭なのに、ユリシスあの人にばっかりかまってるんだもん。私だって、聖教祭用の巫女服を着て、いつもと違ちがう格好をしているのに……見に来てくれないんだもん」

「へ、へえ」

　巫女は両手の人差し指をちょんちょんとつついて、少しばかり悲しそうにした。

　ユリシスめ。隅すみに置けねえじゃねえか……

「ユリシスね、小さい頃から、ずっと誰だれかを待っているの。きっと、大切な人なのよ」

「……」

「だからね、どうせ私は……ユリシスの特別には……」

　彼女の消え入りそうな声を、俺はどこまで聞いていただろうか。

　会場が一気にしんとなった瞬しゆん間かんの方が、無音の騒そう音おんであったから。

　俺も巫女もハッとしてそちらを覗った。

　会場の中央で、マキアとユリシスが出会い、抱だき合っていたのを、俺も彼女もしっかりと見つけた。

　それは、俺の中では待ちに待った歓かん喜きの瞬間でもあったと思う。

「……」

　サワサワ、さっきまで生暖かいと感じていた風が、今は少し涼すずしいものの様に感じる。

　きっと会場が明るく、その熱気がすぐそこにあるからだ。

　対比してこちらの暗がりは涼しく感じる。

　隣に居た巫女を横目に見ると、彼女はどことなく遠く虚うつろな瞳をしていた。

　さっきまで幼い少女だと思っていた彼女が、この時ばかりは少し大人びて見えた。

「……良かった。ユリシスね、ずっと寂さびしそうだったの。あ、でも表向きはそんな風に見せないんだけど。でも、ずっと誰かを待っているようだった……。あの子の事、待ってたのかな」

　彼女は小さく頷うなずく。俺には良く分からなかったが、彼女の中で何か納得のいく事があったんだろうと思った。さっきまで、嫉しつ妬としてたくせに。

「私、教国に帰る」

「……ん？　もういいのか？」

「うん。ユリシスが嬉しそうで良かった。それだけで良いの」

　彼女はずり落ちて行く様に、樹から降りて行く。

「お、おい大だい丈じよう夫ぶか」

「……痛い」

「でしょうな」

　彼女の薄い布の服では、あまり身を守ってはくれないだろう。

　俺は樹から飛び降り、彼女を抱かかえ、降りるのを手伝った。

　軽い娘むすめだ。少なくともマキアより軽いな。

「大丈夫か。帰れるのか？」

「うん、平気。……ありがとう。お兄さんお名前は？」

「ああ、まだ言ってなかったか。俺はトール・サガラーム」

「私はペルセリスだよ」

　彼女はさっき見せたような大人びた表情ではなく、また少女らしさを取り戻もどし、ニコリと笑いかけてくる。

「トールって良く見たら、私の知っている人に似てるかも。知ってる人……って言うのも変かもしれないけれど」

「へえ」

　それは意外な事だ。

　俺のような黒くろ髪かみ黒目は珍めずらしいって言うのに。雰ふん囲い気きが似ているとか、そう言う事かな。

　ペルセリスは小走りでサロンから遠ざかって行く。

「じゃあ、またねトール」

「……ああ」

　またねって、また会えるか分からないけれど。

　暗がりに向かって行く彼女は、浮うき世よ離ばなれした風ふう貌ぼうも相まって、本当にここに居た存在なのかすら危うく思えるほど、あっという間に消えていった。







「おい、ユリ！　ユリシス!!」

「透とおる君じゃないか！」

　ぐるりとサロンの周りを回っていたら、ちょうどユリシスらしき人物がテラスに出てきているのを見つけた。だが、彼は何故なぜか慌あわてている。

「透君！　大変だよ、マキちゃんがあいつと……あいつと……っ」

「は？」

「とにかくここへ上がっておいでよ」

「あ、無理無理。俺、庶しよ民みんなんだよお前たちと違って。マキアの使用人だから」

「……あ、うん。……透君らしいね」

「……」

「上がっておいでよ。そこにテラスへの階段があるだろう。僕が許そう」

　クソ王子め……

　言いたい事は色々あったが、脇わきにある階段を上って、俺は久々にユリシスの隣に立った。

「久しぶり、透君」

「……今の俺はトール・サガラームだ。まあ、あんまり変わらないだろうけど」

「じゃあトール君か。元気そうで何よりだ」

「はあ、王子か……お前くじ運良すぎ」

「いや～そうでもないよ。王子って生き残りをかけたバトロワ方式だから」

「……ほお」

　ユリシスは若干明後日あさつての方向を見ている。まあ色々とあったのだろう。

　流石さすがにマキアの時と違って、俺たちの出会いは落ち着いたものだ。

「で、いったいマキアが何だって」

「見てみなよ。あの子は今、勇者と戦っているんだよ」

　会場内に目を向け、真っ先に飛び込んできた光景に目を疑った。

　なぜ、あいつが勇者とダンスをしているんだ。まあダンスなんて可愛らしいものには、俺たちには見えなかったけれど。

「これは、戦争だな」

　マキアと勇者は、何か会話している様にも見える。流石の彼女も表情が硬かたい。

「何の話をしているんだろう。……あ、マキちゃん帰ってきた」

　しばらくしてマキアが勇者とのダンス、もとい戦争を終え、こちらに帰ってきた。

　あのとぼとぼした足取りからして、撃げき沈ちんしたに違いないと思われる。

「う、うわああ……何か可哀かわい想そうだよ。ボロボロだよ。絶対何か言われたんだよ」

　ユリシスが青ざめ、俺はマキアの手の傷に気がついた。

「お前……手……」

「あれ、トール、あんたなんで……」

　マキアは俺がここに居ることを不思議そうにしていた。

　ユリシスが「大丈夫？」と彼女の手を取り、治ち癒ゆ魔ま法ほうをかける。ユリシスの白魔術があれば、この程度の外傷なら一いつ瞬しゆんで完治させる事が出来る。お見事なものだ。

「おい、大丈夫かマキア」

「……トール」

　俺を見上げたマキアは、安心したのか何なのか、彼女らしからぬ泣きそうな表情をした。

「うう～……トール～……っ」

「ああっ、可哀想にマキア。あいつにいじめられたんだな。よし、俺が今から……」

　主の敵かたきは俺が取る。

　勢い余って会場に乗り込もうとしたが、ユリシスに引き止められた。

　勇者はシャトマ姫の横に控ひかえ、鋭するどい瞳ひとみをこちらに向けているだけだった。










【マキア、魔力数値を告げる。】




　私はマキア。

　丁度、トールとユリシスと共に、王宮のサロンを抜ぬけ出した所。

　お父様がさっき、サロンで倒たおれたと聞いたから。




「まあ、マキア……」

「お母様、お父様は……っ」

　サロンの下にある控え室で、お父様とお母様は休んでいた。お父様はどうやら、先ほどの事に驚おどろいたせいで、腰こしを抜かし倒れ、少しの間気を失っていたらしい。

　今は元気そうでほっとした。けれど、両親を前にすると何も言えなくなる。

　お父様とお母様は顔を見合わせ笑っていた。

「マキア、良いのよ何も言わなくて。まあ相手が殿でん下かだったから驚いたけれど、前にも似た事があったからそれを思い出しちゃったわ。……ユリシス殿下は、トールと同じなの？」

「……うん」

「ちゃんとお話出来た？」

　私は「まだそんなに」と、一言。お母様の優しい声が、少しこそばゆい。

　だって、きっと咎とがめられると思っていたし、色々と聞かれると思っていた。

　でも、何も聞いてこない。お父様も頷く。

「マキア……私はトールを見つけた時、ああきっとこの子ならお前の良い理解者になってくれるだろうと、そう思った。ピンと来たんだよ。根こん拠きよも無くね。……それほどにお前は、周りの子供たちとは違ちがっていたように思っていた」

「……」

「なぜか、と言われるとそんな理由は答えられない。きっとお前たちの関係もそう言ったものなんだろうと。お前が私たちに言えない事があるなら、言わなくていいし、言いたくなったらいつでも言ってくれれば良い。さっき、エレナとそういう事にしたんだ。私がぶっ倒れたのはそんなに気にする事は無い。父親特有のものだから」

「お父様……」

　私は父が倒れたと知らされ、ユリシスとトール、三人でサロンを抜け出した後、真っ先に両親の所へ様子を見に行っていいかと頼たのんだ。

　二人は勿もち論ろんと頷いて、今は外で待ってくれている。

　私は何かを説明出来ると思えなかったのに、お父様とお母様に心配をかけた、その事について、ちゃんと何か言わなければと思っていた。ただ、彼らに会いたかったのよ。

「あ、あのね……。上手く言えないんだけど、ユリ……ユリシス殿下は、私とトールにとって大切な人なの」

「トールにとっても？」

「そう、トールにとっても、ユリシスは大切な存在よ。私たちは………」

　私たちは、前世の時代を共に生きた、元魔王です。

　流石にそんな事、言えないけれど。

「いや、うん。分かってる。お前にとって心地ここちよい存在が居て、嬉うれしく思うよ」

「さあ。まだあの方と話したい事があるのでしょう。舞ぶ踏とう会の間は、私たちここに居るから。大丈夫、顔を見に来てくれただけで、私たちは安心しているのよ」

　両親は言葉に詰つまった私に、クスクスと笑ってみせた。

　私はドレスを何度か摑つかんだり離はなしたりして、何とも言えない感覚に唇くちびるをぎゅっと結ぶ。

　両親は胸に、私のあげた花のブローチを付けていた。




　私は控え室から出た。

「どうだった？　御お館やかた様、怒おこっていたか？」

「いいえ。拍ひよう子し抜ぬけってくらい、何て事無かったわ。私とあんたの出会いの時と、同じだって分かってたみたい」

「流石だな」

　待っていたトールも、少しホッとした様子。

　その後、私たちは静かな王宮の庭園を横切って、ユリシスに案内されるまま奥の方へとついて行った。庭園の小道は美しく整えられ、夜でもあちこちに魔光が灯されている。

「……静かね」

「そりゃね。ここは人が来る事が少ないんだ。僕はよく、精せい霊れいたちと戯たわむれたりするけど」

「精霊……懐なつかしいわね」

　ユリシスはこくりと頷うなずき、指をパチンと鳴らす。

　さっきから気配はあるし、チラチラ視界の端はしに映るなあと思いつつ、あまり意識していなかった存在たちが、バラの垣かき根ねの隙すき間まや樹の上、噴ふん水すいの水の中から出てくる。

「ほうほう。お久しぶりです、魔王様方。風の精霊ファンです」

「やいやい、どの面つら下げてきやがった、てやんでい」

「おだまりったら、ピノー。今は賢けん者じや様の敵ではないのよ」

　それぞれの精霊が口々に物申す。一気に色々言うから騒さわがしいわね。

　可愛らしい姿をした、とてもユニークな子たち。フクロウであったり、トカゲであったり、美しい人魚であったり、大人しい白い小こ猿ざるだったり……

「わあ、今回もいっぱい集めたのねえ」

「まだまだだよ。二〇〇〇年前は、一〇〇もの精霊と契けい約やくしていたんだから。彼らは僕の魔力を察して、帰ってきてくれた精霊たちだ。この世界にはかつての仲間だった精霊たちが沢たく山さん彷徨さまよっているし、他の者と契約している精霊もいる。懐かしいでしょう？」

　そう。白賢者はかつて、一〇〇匹ぴきもの精霊と契約していたの。白賢者と契約していた精霊は〝百精霊〟と呼ばれているんだけど、今はまだ一〇匹程しか戻もどって来てないみたい。

　私が大人しい白い小猿の精霊をつついたりすると、白い小猿はぺろりと指を舐なめた。

　あらかわいい。

「……さっきから江え戸どっ子口調のトカゲが俺に頭ず突つきを繰くり返しているんだけど」

　トールは足下のトカゲの精霊を煩わずらわしそうに見下ろしていた。

「うふふ。その子は二〇〇〇年前、あなたにこてんぱんにやられた事があるから、それを覚えているのよ黒魔王様」

「ああ、セリアーデか。懐かしいな」

「あーん、お久しぶり黒魔王様ぁ」

　噴水の水から上半身と尾おびれを覗かす美しい色っぽい人魚の精霊が、トールに向かってウインクをして、ハートを飛ばしていた。私も彼女を知っている。

　水の上位精霊セリアーデだ。

「あらあら、紅魔女じゃないの。相変わらず全身真っ赤ねえ。赤って何か品が無いわねえ。おまけにまだまだお子様だし」

　肩かたにつかないほどのウェーブがかった青い髪かみをかき上げ、彼女は私に喧けん嘩かを売ってきた。

　これ見よがしにそのダイナマイトボディを見せつけてくるけど、かつての紅魔女だって負けてなかったのよ。今は子供だけどさ。

「あんたも相変わらず嫌いや味みな奴ね、セリアーデ。でもいいのよ、今夜は何とでも言いなさいよ。さっきも散々言われっぱなしだったんだから、あんたの嫌味なんて可愛いものよ」

　オーバーに手を広げて「こまったちゃんね」的な笑みを向けてみたり。

　セリアーデはむすっとして、尾びれで水を弾はじきあかんべーをして水中へ潜もぐってしまった。

「はは、君たちは昔から、本当に相性が悪いねえ」

「あの精霊……次に会ったら刺さし身みにしてやるわ！」

　水を顔面からふっかぶった私は、ぶるぶる頭をふってトールに偉えらそうに命令。

「トール、ハンカチ」

「はいはい」

　トールが胸ポケットから、そそくさとハンカチを取り出し、額に付いた水の雫しずくを払はらう。

　そのやり取りを見ながら、ユリシスはふむと顎あごに手をあて、ものめずらしそうに。

「トール君は本当にマキちゃんの使用人なんだねえ」

「なりゆきだ」

「よく言うわよ。もともとあんた煙えん突とつ掃そう除じ夫ふだったくせに」

　ユリシスは「トール君らしいねえ」と、どこか憐あわれみの眼差し。

　私たちはバラのアーチの通りを抜け、王宮から下界の町の見える広場に出た。

　点々と灯る明かりが、夜の聖教祭の賑にぎわいを教えてくれる。

　私とユリシスが、開けた場所にあったベンチに座って、トールが向かい側の柵さくにもたれかかって、私たち三人は色々な話をした。

「私、今一四歳」

「僕一六歳」

「……一七だな」

「今回はばらつきがあるわねえ。私が一番年下だわ」

「そうだったんだね。あんまり変わらないのかと思っていたけど」

「こいつは態度がでかいからな。歳より上に見えるんだろう」

「……」

　まず、年ねん齢れいを確認。名前も確かめた後、私は最も大切な事を告げた。

「……私は、一六六万四五六二㎎。そしてユリシスが一七八万三八〇四㎎で、トールが二〇四万八五一九㎎。魔力数値の順位は変わらないわね。あと、増え幅はばはみんな五割程。二〇〇〇年前の、約一・五倍って所ね。一いつ般ぱん人は二〇〇㎎～三〇〇㎎だから、やっぱり私たちは破格の数値だわ。って言っても、やっぱりあんたがダントツなのは変わらないのね、トール」

「……ふふん」

　えらく得意げなトールだけど、こいつの魔ま法ほうは燃費が悪い空間魔法。

「トール君の空間魔法は、圧あつ倒とう的てきに魔力を消費するからね」

「そうねえ。燃費悪いから、そのくらいで丁度いいわよね」

　ユリシスと私に自分の魔法にケチをつけられ、トールは渋しぶい顔をしていた。

　だけど、ふと思い出した様にユリシスに告げる。

「……そう言えば、さっき緑の巫女みこ、来てたぞ」

「え、ペルセリス？」

「そうそう。そんな名前だった。一いつ緒しよに覗のぞきやったんだ」

「……覗きって」

　数日前、私も緑の巫女と出会ったのを思い出す。

　表情のコロコロ変わる、オリーブ色の髪を持った可愛らしい少女。

　ユリシスは何故なぜかクスクス笑っていた。

「一つ教えておこうかな。あの子、実は僕の、前世の奥さんだよ」

「……」

「……」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　横に流れて行く風。

「はあああああああ!?」

　私とトールは前のめりになって、声を合わせて驚おどろいた。

　いや、白賢者が妻子持ちだったのは知っていたけれど……

　え、どういう事？　前世の奥さん??

「驚いた？」

「……そりゃね」

「はは」

　ユリシスは私たちを驚かせた事に大変満足している様子。

　でもすぐに、どこか悠ゆう久きゆうの記き憶おくに思いを馳はせる様に、目を伏ふせた。

「あの子は二〇〇〇年前の、僕らの時代の〝緑の巫女〟の生まれ変わりだ。当時の緑の巫女は僕の妻だった。あの子はその事を知らないけどね……」

「記憶が、無いのか？」

「うん、あの子に前世の記憶は無い。でも、別に良いんだ。あの子にはあの子の、次の人生があるし、記憶なんて無いのなら、それで良いのだと思うし……」

「良いのか？」

「うん……僕は見守れるだけで十分だよ。近くに居ると言うだけでも、とても貴重な事だ。小さい頃ころから、僕はよく教国へ行って、彼女と過ごして来たからね」

　ユリシスの笑みはとても優しいものだけど、どこか寂さびしそうにも見える。

　トールは納得いかないと言う様に顔をしかめていた。

　私は少し驚いたけど、なぜかとても嬉しく、またしても泣きそうになった。

　何でかな。とにかく私は、ユリシスの手を取って、強く握にぎりしめてしまった。

「良かったね、ユリ」

「……マキちゃん……」

「会えてよかったね！」

　羨うらやましく思えた。だけど、それはとても切ない事ね。

　自分にだけ記憶があって、かつて愛した人を覚えていると言う事。

　その人の側に居て、ただ見守るだけで良いと言う彼が。

「お前は本当に馬ば鹿かだな。愚おろかな聖者っぷりだ。自分に記憶があって、相手に無いってだけで。記憶が無くてもあの子はお前を……はあ」

　トールはそこまで言うと大きくため息をつき、頭を搔かきむしる。

「……俺が何か言える立場じゃないな」

「まあ珍めずらしい。トールが自分で自分の反省をしているわ」

　何を口出ししようと思ったのか分からないけれど、前世でハーレム作って、最終的に一番の寵ちよう姫きに裏切られた奴やつが、人の恋れん愛あい観かんに口出しなんぞと言う事かしら。

　何だか気まずい顔をしているのが、この上なく面白かったですねえ。

「……後こう悔かいしても知らないぞ」

「元黒魔ま王おうからのありがたいお言葉だね。肝きもに銘めいじておくよ」

　ユリシスは胸に手をあて、了りよう解かいのポーズ。私は耐たえられず、腹を抱かかえて笑ってしまった。

　トールは、こちらに背を向け「死にたい」と呟つぶやいている。

　恥はずかしかったんでしょうね。

　自分の前世も相まって、恥ずかしかったんでしょうねえ！

「マキちゃん、デリアフィールドに住んでいるなら、ここからは少し遠いね。聖教祭が終わったら、また帰っちゃうんだね、君たちは……」

「そうね。でも、ずっとあの田舎いなかに引きこもっている訳にもいかない気もするのよ」

　ユリシスは残念そうにしていた。私は少しばかり俯うつむいた。

　勇者が私に言った言葉は、思った以上に私の心に深く突つき刺ささった。

　それはきっと、私自身、心のどこかで思っていた事でもあったから。

「私、知らなければならないと思うのよ」

「……何を？」

「何もかも」

　立ち上がり、トールの隣となりで柵を持って、そこから見下ろせる町のポツポツと灯る光を瞬まばたきもしないで見つめる。

「私の起こしてしまった西の大陸の大だい爆ばく発はつから、始まった全てを」

「……違ちがうぞ。俺たちの、だ。あれは、俺たち三人が居たから起こった事だ。マキア、お前だけが背負う事じゃないぞ」

　トールは私を見下ろして、声を低めて、でもしっかりとした口調で言う。

　ユリシスも立ち上がった。

「マキちゃん、一つ言っとくけどね。君が自じ爆ばくして起こした事って言うのは、結局は結果の話なんだ。あの時の君には、勇者に勝つ権利、負けられない理由と言うものが確かにあったのだから。……自分が全て悪いなんて勘かん違ちがいだけはしてはいけないよ」

　私は一度小さく下した唇くちびるを嚙かんだ。

　私は紅魔女。悪い事を反省する存在ではないわ。

　でも、私たちがこの時代に再び転生させられた理由があるなら、それは知らなければならないと、ちゃんと分かっている。

　だって勇者は言ったもの。全ては聖教祭が終わったら理解出来る、と。

「聖教祭が終わったら、聖地に行けって、あいつ言っていたわね」

「……ヴァビロフォスに？」

「何か、黒い扉とびらがあるだろう。大聖堂のもっと奥の方に」

「あれ、あの扉の事、知ってるんだ!?」

　ユリシスは驚いた様子だ。彼もまた、あの扉を気にしながらも、奥へ入った事は無いらしい。私とトールは顔を見合わせ、頷うなずく。

「……まあね。そこで勇者に会ったのよ」

「聖教祭が終わったら、あの扉を開けろってさ」

　私は大きく息をすって、そして吐はき出した。

　そして、両りよう隣どなりに居るトールとユリシスの腕うでを取って、引き寄せる。

「私たちは、これからよ」

　全ては、この聖教祭が終わってから。

　あの扉を開ける事で、私たちは何をすべきか見つける事が出来るのだろう。










【トール、シャトマ姫の導き。】




　俺はトール。

　俺と、マキアとユリシスで舞ぶ踏とう会のサロンを抜ぬけ出したのは良いけれど、その後ユリシスは自身の爺じいやに発見され、連行された。

　なんでも今、王位継けい承しよう権を巡めぐって、王宮内はピリピリしているとか。

　先日も、レイモンド卿きようが何者かに命を狙ねらわれたらしい。公にはされていないが。




「王宮って物ぶつ騒そうな所なのね。でも、あの王弟様、すっごくぴんぴんしてたわよ」

「……レイモンド卿に会ったのか？」

「ええ。さっき舞踏会で、挨あい拶さつをしたわ。気さくでフレッシュな人だったわね。あんまり王族って感じじゃなかったけど……」

　俺とマキアはサロンへ戻もどる途と中ちゆう、そんな会話をしていた。

　マキアはユリシスに出会えた事で随ずい分ぶんとご機き嫌げんである。

「……!?」

　そんな時、ふと良い匂においがした。蜜みつの香かおりだ。

　夜の庭園をヒラヒラ舞まう紫むらさき色いろの蝶ちようがいたのだ。こんな夜中でも淡あわく光って見えるのは、それがただの蝶では無かったからだ。

「あれ、精せい霊れい？」

「……」

　俺は思わず身構えたが、精霊はくすくす笑い、俺たちの周りを優ゆう雅がに舞いながら告げる。

「おいで下さい……おいで下さい……姫様がお呼びでございます」

「姫様？」

「シャトマ姫様でございます。おいで下さい……黒魔王様、紅魔女様……」

「!?」

　流石さすがに前世名を呼ばれ、驚かないはずは無い。

　シャトマ姫とは、フレジール王国の姫君だ。

　勇者……カノン・イスケイルの仕えている。

「あのお姫様、白魔術師だったのね。そう言えば、さっき、話の場を設けてくれるとか言ってたわね」

　マキアは顎あごに手を当て、少しばかり考え込んでいたが、横目に俺を見上げる。

「ついて行きましょうよ、トール。面白い話が聞けそうだわ」

「おいおい、良いのかよ。あの姫様は勇者の仲間だろう？」

「でも……私たちの前世を知っているんだもの。いざとなったら魔法でも使ってとんずらこきゃ良いじゃないの」

「それはそうだが。お前肝きもが据すわってんな」

　マキアが行く気満々なのに、俺が行かない訳にはいかない。

　蝶の精霊の導きのまま、俺たちはサロンへの道とは別の方向へ向かった。




　そこは王宮の南側の塔。

　王宮は連なるいくつかの塔とうが、渡わたり廊ろう下かと、周囲をグルグルと囲む様な空中庭園で繫つながっている。

　このルスキア王国ではめったにない、異国の香りが漂ただよう部屋に案内された。

　内装もどこか東風で、俺は少しばかり懐なつかしさを感じる。

　東の大陸は、地球で言う東とう欧おうや中ちゆう華かの文化を混ぜた様な部分がある。最近は産業革命によりルスキアよりずっと近代的になっているのだが。

「……ようこそ、二人の魔王」

　部屋の奥へ行くと、丸いテーブルに着く一人の少女の姿があった。フレジール王国のシャトマ姫だ。先ほどの舞踏会でのドレス姿ではなく、深い紺こん色いろの軍服姿だ。

　淡い藤ふじ色いろの髪かみは、まるで絹糸のように艶つやがあり、深い紫色の瞳ひとみが俺とマキアを捉とらえている。

　マキアとは違った、ミステリアスな空気を纏まとった美少女だ。

「お招き……ありがとうシャトマ姫。でも、舞踏会はもう良いのかしら？　フレジールの賓ひん客きやくがあの場から居なくなっても」

「あのような退たい屈くつな場所は、カノンに任せた。案ずるな。精霊を妾わらわの姿に化けさせ、置いて来ている」

「……別に案じちゃいないけど」

　マキアはさっきからぶつぶつと言いつつ。

「ふふ、まあそう言うな。妾だってサボりたい時くらいある。……二人とも、くつろいでくれ」

　彼女はそう言って、慎しん重ちように席に着く俺をちらりと見た。

「黒魔王。そなたにはまだ挨拶をしていなかったな」

　扇おうぎを口元に当てくすくすと笑いながら、彼女は名乗る。

「妾はシャトマ・ミレイヤ・フレジール。フレジール王国の第一王女だ」

「……お初にお目にかかります。トール・サガラームと申します」

「ふふ。歴史上名高い黒魔王にお会いできるとは、光栄だ。噂うわさに違たがわぬ良い男だな」
















「……」

　マキアが「[image: う゛][image: う゛]ん」と低い咳せき払ばらい。俺としては、まあ、うん……悪い気はしない。

　しかし、なぜシャトマ姫が俺とマキアの前世を知っているのか。

　側近である勇者に聞いたのだろうか。

「シャトマ姫。なぜ、私たちの〝前世〟の事を知っているの？」

　いよいよマキアが尋たずねた。

「ふふ、妾は全て知っておる。お前たちだけでなく、ユリシス殿でん下かが元〝東の白賢けん者じや〟であった事も、私の部下であるカノンが〝伝説の勇者〟であった事も」

「勇者から……聞いたのでしょうか？」

　俺はさり気なく尋ねた。彼女は相変わらず口元に笑みを浮うかべたまま。

　彼女の深紫色の瞳は、どこか不思議な光を帯びていた。

「まあ、それもあるが、そうでなくとも妾にはきっと分かったであろう」

「まさか……あなたは、名前魔ま女じよなのですか？」

「ふふ、魔女と言う名は好きではない。妾はやはり今も昔も、〝姫〟でありたいからな」

「……？」

　彼女は口元で開いていた扇を、ぴしゃりと閉じた。

「妾はお前たちと同じだ。一〇〇〇年前の〝藤ふじ姫ひめ〟と言えば、少しは興味を持ってくれるかな？」

「……藤姫？」

　その時強く香った、甘い蜜の匂いがとても印象的である。

　藤姫の物語は、東の大陸の国々に伝わる歴史上有名な物語。

　俺も良く知っている。

　今から約一〇〇〇年前、東の大陸の小国の姫として生まれた藤姫が、西からの移民と東の現地民との争いを鎮しずめ、彼らが共存できるよう国を治めたという。戦う聖なる姫君と名高く、三大魔王と同等の人にん間げん離ばなれした魔力を持っていたと言い伝えられている。

　この世界のジャンヌ・ダルク、と言ったら、分かりやすいかもしれないな。

「……ふふ、驚おどろいた顔を見ているのも悪くないが、茶でも飲んで一息ついてくれ。我がフレジールの伝統的な蜜茶だ。毒なんか入っていない。ま、毒が入っていた所で、そなたらには効かないだろうがな」

　目の前に出された、ガラス細工の小さな椀わんに注がれた蜜茶は、飴あめ色いろの美しい水面に、藤ふじの花びらが乗せられていて、趣おもむきがある。マキアはそのお茶をぐっと飲んで、すぐに表情を引き締しめた。

「いったいどういう事？　一〇〇〇年前の藤姫ですって？　あなたも転生したと言うの？」

「……まあそう言う事だ。何か可笑おかしい事があるか？　そなたこそ転生している身でありながら、記き憶おくを持っていると言うのに」

「まあ……そうね」

　マキアは何となく納得していたが、正直言って俺がこの状じよう況きようを理解するには疑問が多い。

　確か藤姫は、最終的に処しよ刑けいされたと言われている……

「……この事をユリシスは知っているのですか？」

「ああ。白賢者には、先日直接お話しした。かつての藤姫は、精霊と契けい約やくし精霊魔法を極めた、白魔術師だったからな！」

「……」

　目の前のお姫様は、今までの食えない雰ふん囲い気きをがらっと変え、何だか活いき活きした表情で語った。

　やはりこうやってみると、とても少女らしい可愛らしい人だと思う。

「それにしても、この部屋はやけに甘い香りがするな……何かのお香こうですか？　このお茶の匂いだろうか」

「ああ、それは多分、妾自身の香りだ」

「……へ？」

　彼女は軍服の袖そでをまくって、俺の方に手を差し出した。

　そして、にっこりと笑って言う。

「嗅かいでみよ」

「ええっ!!」

　それは……それはちょっと……罪深くないですか？

　マキアが隣となりで、じとっとした視線を向けてくる。特に何も言わないが。

「いいから嗅いでみよ。妾の肌はだは蜜の香りがするのだ。生まれつきな」

「……」

　俺は少々躊躇ためらい、不ふ審しんに思いつつも「では」と彼女の手を取り、スッと嗅いでみた。

　すると、本当に彼女の肌から甘い蜜の香りがしたのだ。

「これは、香水なんかではなく、自分自身から香ってくるのですか？　いったいなぜ」

「分からん。一〇〇〇年前の藤姫もそうだった。まあ、これが原因で忌いみ嫌きらわれる事もあったが、妾は気に入っている。なぜなら、寄ってくるからだ」

「何が？」

「……虫が」

　シャトマ姫がそう口にすると、今まで以上にふわりと蜜の匂いが舞まって、それが気配へと変わっていく。

　ジワジワ、ザワザワ、彼女の周囲で形を成していく複数の精霊たち。

　全てが虫の姿を持っている。頰を黒い蝶がかすめた。

「……これは驚いた」

「ふふ、妾の精霊たちだ」

　複数の虫の精霊たちは口々に「黒魔王だ……紅魔女だ……」と噂うわさ話ばなしをしている。かつて、白賢者の精霊として俺たちと戦った精霊も居るからな。

　シャトマ姫はおもむろに息を吹ふいて、テーブルの上の小さなてんとう虫の精霊を転がした。

　てんとう虫は「ま、姫様ってば」と金切り声を上げ、何やら楽し気である。

　良い関係を築いている様だ。

「姫、一つよろしいでしょうか」

「なんだ」

「あの男………カノン将軍とは、いったいどこで出会ったのですか。あいつが伝説の勇者の生まれ変わりである事を知っているのでしょう？」

　俺はやはり、シャトマ姫がなぜ勇者と共にいるのかが気になった。

「ああ。まあ、奴やつと初めて出会ったのは、それこそ一〇〇〇年前の藤姫の時代だがな」

「……何ですって？」

　マキアは思わず聞き返していた。虫を弄もてあそぶ姫の笑みは変わらない。

「だから、そなたたちと同じだと言ったであろう。一〇〇〇年前の藤姫を処刑にまで追い込んだのは、紛まぎれも無くあの男だよ。なぜ共に居るかと言われると、それは妾たちがお互たがい、協力者であるからだ」

「……」

　俺の中には、とりとめの無い疑問が膨ふくれ上がった。

　しかしそれらを解決するには、俺たちはあまりに沢たく山さんの事を知らずにいたのだ。

「紅魔ま女じよ。そなたは歴史上、最高の名前魔女と名高い。まあ、最悪の魔女としても悪名高いが……」

「それがどうしたってのよ」

「ふふ。なら、そなたらは妾の魔力数値が見えているのだろう？」

　マキアはシャトマ姫の問いに眉み間けんにしわを寄せ、フウと息を吐ついて、頷うなずいた。

「ええ。あなたは一一〇万㎎を超えている。一いつ般ぱん人では考えられない数字だわ。まさに、私や、トールと同じような……」

　思わず、俺も眉まゆ根ねを寄せる。

　魔力がすでに物語っている。このシャトマ姫……〝藤姫〟は、やはり俺たちと似た存在だと言う事を。

　生きた時代は違ちがえど、こうやって記憶を持って転生している存在。

「ふふ。一つ、教えてやろう。我々の様に、一〇〇万㎎を超えた魔力を持つ者の事を、〝魔王クラス〟と呼ぶ。メイデーアの歴史上、記録に残っている魔王クラスは、お前たち三大魔王を含ふくめ一〇人だ」

「……一〇人？」

「ああ。三〇〇〇年前の英えい雄ゆうと言われた、〝金の王〟と〝銀の王〟……。二〇〇〇年前の　〝黒魔王〟と〝紅魔女〟と〝白賢者〟……あまり知られていないが当時の〝緑の巫女みこ〟と、〝伝説の勇者〟……。一〇〇〇年前で言えば、妾の前世である〝藤姫〟と、ヴァベル教国の設立者〝聖せい灰はいの大司教〟……そして、荒こう廃はいした西の大陸に隠かくれ住んでいた魔族を討とう伐ばつした〝青の将軍〟……」

　まるで遠いおとぎ話を語る様な口調で、彼女は人差し指を立て、俺たちにその名を教えてくれる。

　皆みな、必ずどこかで聞いた事のある、歴史上重要な人物ばかりだ。だけど俺とマキアは顔を見合わせ、いまいちピンとこない過去の英雄の名に首を傾かしげた。

　シャトマ姫はコロコロと笑い、俺たちの反応を楽しんでいる様だった。

「シャトマ姫。いったいなぜ、こんな話を俺たちに言って聞かせるのですか」

　俺は気がかりだった。彼女にとって、この話を俺たちにする意味は何だろう。

　シャトマ姫は俺を見つめ、フッと目を細める。

　テーブルに身を乗り出し、顔を近づけ、俺の手を取り鈴すずの様な声で語るのだ。

「妾わらわはこの国での味方が少ない……。レイモンドが王となれば、ルスキア王国と協力関係を築くつもりだが、それでも敵は多いのだ。反東派は閥ばつのテロリストどもがあちこちにいるからな。……黒魔王、そなたも東の大陸出身と聞いた。東の大陸の惨さん状じようは知っておろう？　そなたの様な偉い大だいな魔王に、妾の下につけとは言えない。だが、一国の運命を背負う、憐あわれな姫を救うと思って、その力を貸してはくれないか……？」

　彼女の肌から香かおる蜜みつの香りには、思わずハッとさせられる。

「それに、そなたたちでなければ対たい抗こうできない存在と言うものもある」

「……それは？」

「ふふ……すぐに分かるよ。イベントがあるのだ」

「……イベント？」

「聖教祭の最終日だ。ぜひ、参加してくれ……」

　くすくすと笑い、大切な事は隠す。……やはり、侮あなどれないお姫ひめ様だ。

　ぼんやりしていたら、その魅み力りよくに一気に持って行かれそうな、存在感。

　やはり、かつて聖少女として民衆の圧あつ倒とう的てきな支持を受けた〝藤姫〟と言うだけある。

「[image: う゛][image: う゛]ん……っ」

　マキアがまた低く刺とげのある咳せき払ばらいをした。

「ちょっと。人のものにちょっかい出す前に、私に何か言う事は無いの？　そりゃあ、たかが伯はく爵しやく令れい嬢じようと、一国のお姫様では立場が違うかもしれないけど」

「あはははっ。すまないな紅魔女。もちろん、妾はそなたの力も借りたいと思っている。紅魔女は西の大陸を焼いた大魔王だ。そのせいで、東の大陸は今でも終わらない戦争を抱かかえる事となった訳だが……それでも妾は、そなたの力を欲ほつする」

「ふん！　トールは女の子に甘いから扱あつかいやすいかもしれないけど、私はそう簡単にあんたみたいな厄やつ介かいそうなお姫様の言う事なんて……」

「あ、そうそう。そなたたちは舞ぶ踏とう会を抜ぬけ出したから、まだ食事をしてないだろう。心ばかりだが、フレジール伝統の料理を用意した」

「……」

　シャトマ姫はパンと手を叩たたいて、どこからか現れた女官たちに、御ご馳ち走そうを用意させた。

　マキア……黙だまる。

　やばい。このお姫様やばい。……もってかれる!!

「小難しい話はもうよそう。妾はただ、そなたたちと少し話をしたかったのだ。まあ……この件については、おいおい考えてくれ」

「……」

　俺はまだ聞きたい事が沢山あった。やはり、このシャトマ姫が勇者といる確かな理由や、俺たちに接せつ触しよくした本当の目的など。疑いの気持ちは次々と出てくる。

　しかし彼女は一度俺を見ると、ニコリと可愛らしく笑っただけ。

　これ以上、何も聞かせないぞと言う妙みような圧力を感じる。

　そして、既すでに料理に手をつけているマキアの方に寄って行って、耳元で囁ささやく。

「どうだ紅魔女？　なかなかいけるだろう？」

「……う、うん……」

「土産みやげに菓か子しも持って帰ると良い。美味うまい饅まん頭じゆうがあるぞ？」

「……」

　マキアときたら、すっかり料理に夢中で、だからこそシャトマ姫に強く出られずにいた。

　こいつを釣つるには料理が一番。この姫様分かってやがる。ため息ものだ。

　まあ良い。あまり考えても仕方ない。

　とりあえず、マキアが満足するまで食べたら、さっさとここから連れて帰ろう。







　　　第四章　聖教祭・後編







【ユリシス、最終日のイベントにて。】




　僕はユリシス。ルスキア王国の第五王子だ。

　聖教祭の最終日の朝、僕はとても早くに目が覚めた。

　先日の舞ぶ踏とう会でトール君やマキちゃんと再会出来た事が、聖地ヴァビロフォスの導きの様なものに思え、この聖なる日に感謝したい気分だった。

　しばらくベッドの上でぼんやり。

　僕自身、この異世界メイデーアに転生し、ルスキア王国の王子として一六年を生きて来た訳だけど、生まれた時から王位争いに巻き込まれ、何度となく暗殺されかけた。

　だって、僕、第五王子なのに、既に王位継けい承しよう権は三位。

　王子は七人いたけれど、今じゃ第一王子と僕以外みんな死んじゃった訳で……

　毒の都と呼ばれる王都ミラドリード。暗殺に毒は基本。

　僕は自分の体内で毒を分解する魔ま法ほうを組み立てているから、それらで死ぬ事は無かったけれど、兄弟の多くは毒で死んだ。兄弟を兄弟とも思えない環かん境きようは物悲しい。王位争いは我が国家では伝統だから、父である王も口を出さない。

　皆みな殺さつ伐ばつとしたものだ。そんな中、待ちわびた事があったとすれば、やはり前世の友、トール君やマキちゃんとの再会だった。

「……はあ、でもやっと、出会えた」

　念願がかない、スッキリとした気持ちだったけど、ふと気がかりな事を思い出す。

　僕は朝日もまだ覗のぞかないような早朝から、身なりを整えこそこそと部屋を出た。

　王宮を抜ぬけ出し、側のヴァベル教国へ向かったのだ。ある少女に会いに。







「ペルセリス！」

　やはり、彼女は起きていた。ヴァベル教国の緑の巫女ペルセリスだ。

　ちょうど、あの黒い扉とびらの向こう側へ行こうとしていて、僕は慌あわてて声をかけた。

「……ユリシス」

　彼女は一度パッと顔を明るくさせたが、すぐにぷいっとそっぽを向く。

「ごめんよペルセリス。最近、会いに来られなくって」

「仕方ないよ。外国からお姫様が来ていたんでしょう？」

「……まあ、そうなんだけど」

「それに、ユリシスがずっと待ってた〝あの子〟にも会えたんでしょ。ふん、知ってるんだもん……」

　ペルセリスは自分でそう言いながら、眉根を寄せもじもじと指を弄いじっていた。

　幼い頃ころから、僕は彼女に会う為ためにこの教国に通っていたのだが、最近は忙いそがしく会いに来る事が出来なかったのだ。

「ペルセリス……昨日、来てくれたんだって？」

　トール君が言っていた。舞踏会を、緑の巫女と一いつ緒しよに覗いた、と。

　彼女はチラリと僕の方を覗うかがい、上うわ唇くちびるを突つき出したまま、コクンと頷うなずいた。

　僕はニコリと微笑ほほえみ、思わず彼女の頭を撫なでる。

「もうっ、ユリシス私のこと子供扱あつかいしてるでしょう。私、一五歳になったんだからね」

「知っているよ。やめた方が良いかい？」

　パッと手を離はなしたら、ペルセリスはわっと不安そうな顔をして、ぶんぶんと首を振ふった。

「それはイヤッ」

「ははは」

　ペルセリスは歳の割に小こ柄がらで、言動も行動も幼く見えがちだが、そこが愛らしい。

　前世の妻……白賢けん者じやの妻であった、緑の巫女みこにも、似た様な所があったな。

　ペルセリスは二〇〇〇年前の緑の巫女の生まれ変わりだが、彼女にその記き憶おくは無い。

　だけど、こうやって僕に会えない事を悲しんだり、拗すねたりする様子を見ると、思わず嬉うれしくなる。

　僕がこの王都で一六年を過ごす事が出来たのは、彼女が側に居たからだと言っても過言ではない。

「せっかくだから、少しお話ししよう。ペルセリス」

「……うん！　うん、うん!!」

　彼女はコクコクと頷いて、嬉しそうにした。

　さっきまで拗ねてたのに。しかし、こういう素直な所が、彼女の可愛らしい所である。

　僕らはお互たがい、前世の夫婦。

　だけど今は、王子と巫女。

　忙しく複雑な身の上であるが、限られた早朝の時間に、他愛も無い会話を楽しんだ。

　二〇〇〇年前、お互いが出会った、この聖域で。




　この日の午後、港で行われた式典に出席した。

　僕ら王族は、用意された会場の、居い心地ごこちの良い櫓やぐらの上階から会場を見み渡わたす事が出来る。

　フレジール王国のシャトマ姫や、カノン将軍も僕らと同じ櫓の上で、式典が始まるのを待っていた。

　この式典は、東の国から移民してくる者たちを歓かん迎げいするセレモニーだ。今年はフレジールから賓ひん客きやくも来ていると言う事で、この式典を盛大に行っている。

　問題なのは、これを快く思っていない者が多く居ると言う事だ。

　次期国王の候補の一人である第一王子アルフレードや、その母である正せい妃ひは、言わずと知れた反東派で、式典に参加はしているが始終表情は気に食わないと言った様子。

　それ以外にも、この国には他大陸関係のものが南の大陸に踏ふみ入る事を、酷ひどく嫌きらう者たちが居る。反東派は閥ばつと呼ばれる者たちだ。

　それはひとえに、この大陸が聖域によって守られた、不ふ可か侵しんの土地である古くからの体制に基づいている。一いつ般ぱん人はそれを〝緑の加護〟と呼んで、実態が何なのか詳くわしく知らずにいるが、実はそれは、〝緑の幕〟と呼ばれる聖域の魔ま導どう防ぼう御ぎよ幕の事だ。

　この大陸を覆おおっている絶対防御の〝緑の幕〟により、他大陸はこの国に侵しん攻こう出来ない。

　ただ、こうやって移民や客人を受け入れる場合は、その幕の一部に穴を作って、船をこの国へ迎むかえるのだ。

　レイモンドの叔父おじ上うえが国王になったあかつきには、より東の大陸との国交を重視する政策が進むから、それを良しとしない輩やからがいるのは当然と言えば当然かもしれないな……

「……あ」

　港の海沿いで船を指差したりしている真っ赤な髪かみの少女と、側に控ひかえている黒髪の青年を発見。マキちゃんやトール君も、このセレモニーに来ている様だ。

　それを見てくすくす笑っていたら、レイモンドの叔父上が隣となりにやってきた。

「殿でん下か、見て下さい。ほら、フレジールの船です。……しかし恐おそろしい話ですよね。私たちにはまるで見えないし、国民も意識していないですけど、今、緑の幕に穴が空いているんですよ」

「……緑の幕、ですか」

　歓かん声せいとファンファーレの音が、下の方から聞こえてくる。

　僕は遠く海の向こう側からやってくる船を見つめた。あの船が通過している辺りに、大陸を覆う魔導防御幕が張られているのだろうか。

　見えないものに守られていながら、この国の国民は、その守護の恩おん恵けいを信じて疑わない。

　それっていったい、どういう事なんだろう……

「……!?」

　その時、ふと、妙みような視線を感じた。

　どこからか、鋭するどく敵意を向けられている気がする。

　視界の端はしに映る一筋の光で、僕は瞬しゆん時じに察した。

　その敵意が、この櫓の上の誰だれに向けられているのか。

「シャトマ姫ひめ、危ない!!」

　大きな銃じゆう声せいが響ひびいた時には、王族の居る櫓のその中央右側に座るシャトマ姫めがけて、銃じゆう弾だんが発はつ砲ぽうされていた。

　シャトマ姫は側に居たカノン将軍によって庇かばわれ、二人はそのまま椅い子すごと倒たおれ込む。

「シャトマ姫、カノン将軍!!」

「将軍！　姫!!」

　周囲の者は慌てた様子で二人に駆かけ寄よる。

　発砲された弾たまは将軍の腕うでをかすめた様だが、彼は特に表情を変えない。

　シャトマ姫は発砲されたと思われる場所をチラリと見て、皮肉に微笑んだ。

　僕らを守る様に王宮の兵士たちが櫓へ上がってきた。レイモンドの叔父上は兵に個別に指示を出している。

　しかし今度は別の方向から、先ほどの殺気のようなものを感じ、僕は急いで精せい霊れいを召しよう喚かんした。どうにも櫓にかけられている結界は、役に立っていない様だから。

「第三戒かい召喚！　精霊壁へきをつくれ、ファン・トローム!!」

　三つの魔ま法ほう陣じんが列をなし、風を司るフクロウの精霊ファンは第三戒召喚を果たし、その羽を大きく広げ櫓を守る風の壁かべをつくる。精霊魔法には十段階の召喚があり、それらは〝精霊の十じつ戒かい〟と呼ばれる。

　第三戒の召喚は、〝守護壁〟の召喚。精霊たちを守りの壁として召喚するものだ。

　どこからか発砲された銃弾は、その風の壁によって防がれた。

「おお、素晴らしい殿下！」

「叔父上、あいつらは魔導銃を使用しています。それなりの魔術師が居る様です。王宮魔術師たちの結界をいとも簡単に抜けて行きますから……」

「……まあ、反東派閥の連中って所でしょう。二日前も命を狙ねらわれたからなあ、私」

「お気楽ですね、叔父上」

　いきなりの奇き襲しゆうを、この人はある程度予測していたのだろう。

　むしろ、待ってましたと言うような顔でもある。

　叔父上は次々と発砲される銃声に腰こしを低めた。

　会場の人々は悲鳴を上げ、逃にげ惑まどっている。人々の混乱の流れが、かなり危うい様に見えるのだ。

「早く、何とかしないと……」

　この櫓は魔法によって頑がん丈じように固定されているから、倒れて二次災害などは無いと信じたいが、あまり信用も出来ない。

　今は敵を粛しゆく清せいし、この混乱を鎮しずめたい所だ。しかし敵はあらゆる方角から僕らの櫓を狙って来ていて、一気に場所を特定するのは、僕の魔術では少し難しい。

「叔父上……？」

　僕が立ち上がろうとした時、レイモンドの叔父上がそれを止め、僕に耳打ちした。

「殿下、今から私が櫓の中心に立って的になりますから、下界の民の上に結界を張っていただけますか？　あ、私には絶対に張らないで下さい」

「え!?　しかし、そんな事になれば、叔父上が危険に晒さらされます！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。私を信じて下さい、殿下」

　叔父上はこんな時でも、フレッシュなウインク。僕には良く分からないけど、何か考えがあるのだろうからと、眉まゆをひそめつつも彼の指示に従う事にした。

「あっははははははは!!　テロリストども、私はここに居るぞ!!」

　しかし彼は敵に丸見えな場所で仁王立ちして、両りよう腕うでを広げ、大笑いし始めた。

　あ、あれ……叔父上は正気か？　端から見たら気がおかしくなったかのような光景だ。

「表に出て来られないヘタレ共が!!　私が憎にくいのだろう、次期国王となったら困るのだろう!!　さあ、回りくどい事はやめにして、私だけを狙ってこい!!」

　叔父上は「わはははは」と腹の立つ豪ごう快かいな笑い声で相手を罵ののしり、挑ちよう発はつしている。

　頭が痛いが、僕は叔父上にも何か策があるのだろうと考える様にして、言われた通り下界の民の頭上のすれすれの所に薄うすく広い結界を張る。ファンの風は範はん囲いを広く保てるので、とても役に立つのだ。

　そしてシャトマ姫の所へ這はって行き、しゃがむ彼女に尋たずねた。

「どうしましょう、姫。移民船が既すでにこちらに向かっています。このままでは移民船も標的になりかねません」

「大丈夫だ。………移民船には強力な結界を張ってある。この国で最も威い力りよくのある爆ばく弾だんでも破は壊かいされない。軍事用のものだ」

「……」

「それに、すぐにテロリストどもはぐうの音も出なくなる。おそらく、もうすぐ……な」

　周しゆう到とうな準備っぷり、その皮肉を込めた口ぶりは、この事態はある程度想定済みで、むしろ一いつ斉せい粛清のチャンスとでも思っているかのよう。

　いったい何が、もうすぐなのだろう。

　国王は護衛に囲まれ、叔父上の姿や、僕の様子、第一王子や正せい妃ひの様子を覗うかがっている。

　それぞれの企たくらみがこの事態を生み、それぞれの企みがこの事態によって表に出ようとしている。そんな気がしてならない。

「さあ、かかってこい!!」

　叔父上の挑発によってか、もともとそう言った計画であったか、一斉射しや撃げきされる魔導銃の軌き道どうはあらゆる方向から光の筋をつくる。僕は息を吞のんだ。

　しかし銃撃の軌道は叔父上の変わらぬ笑みの、その表面すれすれで上へ逸それたのだ。

　銃弾は、いつの間にか櫓を囲む様に宙に浮ういている謎なぞの黒ローブの者たちの掲かかげる手の中に収まった。

　彼らは突とつ如じよとして、そこに現れたのだ。

「……位置情報、確定」

　複数名居る黒ローブの正面にいる者が、そのように呟つぶやいた。

　僕は櫓から身を乗り出し、彼らを確認する。

　掲げる手の甲から、キューブ型の空間魔法陣が現れ、銃の軌道による位置情報が書き込まれている。

「……空間魔法……トール君のとよく似ている……」

　黒ローブたちは一斉に、その位置情報の示す方向へ散って行った。

　おそらく、テロリストたちを捕とらえに行ったのだろう。

「叔父上、彼らは……っ」

「ああ。フレジールに仕える黒魔術師たちだ。彼らはトワイライトの一族の末まつ裔えい……」

「トワイライトの一族？」

　その名は、この国ではそれほど有名ではないかもしれないけれど、メイデーア規模で考えるととても大きな魔術師一門であり、北の大陸の黒魔術の代表的一族だ。

　それからは、もうテロリストたちの攻こう撃げきは一つも無くなった。







　すぐに、捕縛されたテロリストが櫓の下に集められ始めた。

　トワイライトの者たちの仕事の早い事。

　それでもこの会場を覆った緊きん張ちよう感かんは無くならない。

「……？」

　何だろう。

　空がとても青く、この争いなんて関係なくとても美しい色をしているのに、どこかとても不思議な雲の流れをしている気がして、僕はさっきから収まらないある種の予感に、胸を押おさえた。

　何かがおかしい気がする。

　どこか大地の奥が震ふるえているような、そんな違い和わ感かん。

「!?　な、なんだ……あれは……っ」

　誰かの恐れおののいた声が聞こえた。

　促うながされる様に、誰もが指差すそちらを見ると、海の向こう側、おそらく緑の幕の向こう側に、無数の巨きよ大だいな何かが居る。

　機械仕じ掛かけの金属音をギシギシと言わせながら、こちらにやってきている、それ。

　海を渡わたるもの、空を飛ぶものなど無数……一〇体は居る。

「ほぉら。やってきたぞ。いよいよ、あのエルメデス連れん邦ぽうの〝巨兵〟共が。平和に浸ひたったルスキアの民よ……盛大なイベントを刮かつ目もくするが良い」

　シャトマ姫は、あれをご存じの様だ。

　かがめていた体を起き上がらせ、立ち上がり、狙い通りと言った皮肉な笑みを浮かべ、海の向こう側のその巨大な何かを見つめていた。

　それは僕らが初めて見る、世界の脅きよう威いであった。










【シャトマ姫、ギガスとヴァルキュリア。】




　妾わらわはフレジール王国の第一王女シャトマ。

　前世は、一〇〇〇年前を生きた〝藤ふじ姫ひめ〟と名高い。

「な、何だあれは!!」

「怪かい物ぶつだ!!　大きな何かがこっちに向かっているぞ!!」

　櫓やぐらの下に集められた我らフレジールを嫌きらう反逆者どもが、わあわあと騒さわいでおる。

「おや、なぜ騒ぐのだ。この国は緑の幕によって守られておる。あのような化け物が来た所で、平和は揺ゆるぎないものであろうに。その平和を信じるものは、騒ぐでない」

　妾が櫓の上から声をかけるが、彼らは反論する余よ裕ゆうすら無い。

　こうも簡単に制圧され、すでに気力も無いか。

　ルスキア国王は装そう飾しよくの施ほどこされた椅い子すに座って、どっしりとかまえ海の向こう側からやってくる怪物を見み据すえていた。

「急いで教国へ！　緑の幕の完全防ぼう御ぎよ幕型への切り替かえを申しん請せいしろ!!」

　側に控ひかえている側近が、何やら王宮魔術師へ指示している。

　完全防御幕型とは、外敵だけでなく、海や風、空気の流れまでも全てシャットアウトするモードである。緑の幕には、状じよう況きように応じたモードがいくつかあるらしい。

　教国がそれを管理し、操作している。

「シャトマ姫ひめ！　あれはいったい何なのです!!」

　ルスキアの第五王子ユリシス殿でん下かである。

　彼の前世は、二〇〇〇年前の白賢けん者じや。白魔術の第一人者だ。

　彼はこの状況にとても驚おどろいているようであった。無理も無い。

　妾も初めてあれを見た時、この世の終しゆう焉えんでも近づいているのかと思ったものだ。

「白賢者、あれはエルメデス連邦の最新兵器〝超ちよう魔ま導どう遊ゆう撃げき巨兵ギガス〟。約半年前に初めて、中央海の北と東の国境に現れたものだ」

「……ギ、ギガス……？」

「メイデーア神話にも登場する巨きよ人じんから名をつけられている。あれは生きた内蔵魔ま導どう兵器。我々が得た情報では、黒魔術の空間魔法、そして古いにしえの創造魔法によって構築されているらしい。それ以外は一切分からん」

「……創造魔法……？」

「詳くわしい話は全て終わった後、こやつがしてくれるだろう」

　妾は横に控えるカノンを扇おうぎで指した。

　カノンは相も変わらず。ただ海の向こう側の巨兵を見ている。

　聖教祭の間、北の大国エルメデス連邦が、ルスキア王国に何かしら仕掛けてくるのは、海を蠢うごめく巨兵の動きで最初から分かっていた。

　ギィイイイ……グィギイイイ………

　軋きしむ機械音が巨兵から発せられ、奴やつらはいよいよこの大陸を守る緑の幕に到とう達たつしたらしい。

　見えないそれを長い腕うでで叩たたいたり、引っ搔かいたり、嚙かみ付いたりしている。その時の嫌いやな音が民の不安と恐きよう怖ふを煽あおり、至る所から悲鳴が聞こえる。

　妾は扇を一度開き、そしてパチンと閉じ、また開く。そうしながら、周囲を覗った。

　レイモンドは国王の隣となりで、彼の質問に答えたり、耳打ちしたり。その度にルスキア国王は焦あせりの表情で頭を抱かかえていた。

　無理も無い。戦争を忘れていたこの国の、いつぶりの危機だと言うのだろうか。

　さて、妾は今この時にこそ、南の国の国民に問わねばならなかった。

　本当にフレジールの力は必要ないのか。緑の幕と言う鳥かごは、どこまで通用するのか。

「姫……右から三つ目の巨兵の主しゆ砲ほうが起動している」

　カノンが妾にポツリと告げる。

　その場にいた者は、急いでその巨兵を確認した。

　巨兵の頭上にある球体が光り、こちらに向かって巨大な魔ま法ほう陣じんを形成している。あれが巨兵の主砲だ。奴らは生物を模した戦せん艦かんに等しい。

　存在だけで、内蔵魔力によるいくつもの魔術砲の起動装置となっている。

「くるか……っ」

　勢い良くパチンと音をたて、妾は再び扇を閉じた。

　さあ、南の大陸の民よ。

　自らが信じきっていた〝緑の幕〟がどれほど通用するのか、その目で確認するがよい。

「発射されます[image: !!!]」

　その瞬しゆん間かん、誰だれもが息を吞んだ。目ま映ばゆい光が一度大きく広がって、一点集中する様に集約され鋭するどい光線となり南の大陸に向け発射される。

　バリバリと、ガラスの割れるような音がこの大陸中に響ひびく。

「第一幕、突とつ破ぱされました!!」

　鋭く弾はじけるような音の後、王の側近が叫さけぶ。

　レイモンドは恐怖の笑みを浮かべつつも、巨兵から目を逸らす事は無く、隣の王に告げていた。

「緑の幕は全部で八幕展開可能ですが、この二〇〇〇年間、八幕目はずっと機能していない……。最大でも七幕。何幕もつか……」

　光は少し威い力りよくを失ったが、第二幕に到達すると、バリバリと割って第二幕を破は壊かいした。

　そして、それはすぐに第三幕にまでも到達した。

「第三幕……突破……」

　第三幕が突破された所で、光線は急激に力を無くし、第四幕に防がれ完全に収まった。

　誰もが止めていた息を大きく吐はき、ホッとしている。妾とカノンが予測していた程度だ。もし全て突破されるような事になりそうだったら、妾が精せい霊れい魔法で防ぐつもりだったのだが……

　しかし、安心するのはまだ早い。緑の幕の、穴のあいた所から、巨兵たちが侵しん入にゆうしようとしている。

　妾は櫓から地に降り立ち、カノンに魔導水晶ラクリマを用意させた。

　そこには我がフレジールの第六艦かん隊たいをまかされているバジヤード将軍が映り、映像が中ちゆう継けいで繫つながっている。

『シャトマ姫、こちらの準備は整っております。ご指示を!!』

「うむ。妾が号令をかけたら、あとはそなたに任せるぞ」

『了りよう解かいです!!』

　ラクリマの向こう側の、雄お々おしく顔の濃こいバジヤード将軍は、妾に向かって敬礼する。

　妾は一度髪かみを払はらって、扇せん子すを海の向こう側の巨兵に向かって突つきつけた。

「我がフレジールの戦艦ヴァルキュリア！　擬ぎ態たいモードを解除し、砲ほう撃げき用意!!」

　ゴゴゴゴ……妾の号令の僅わずか後、低い遠えん雷らいのような音が響き、空が割れて行く。

　ここに居た者たちにはそのように見えただろう。

　空に擬態し、待機していた我がフレジールの誇ほこる正義と勝利の女神が、今まさに空から降りてくる。

　圧巻だ。我ながら惚ほれ惚ぼれする。

「あれは………フレジールの戦艦ヴァルキュリア！　第六バジヤード艦隊です!!」

「おお……」

　感かん嘆たんの声があちこちから漏もれる。

　黒くろ紫むらさき色いろのメタリックな外装の美しさは、見る者を圧あつ倒とうするだろう。独楽こま状に下が尖とがり、上部に設置されている三つのラクリマがこの機体を支える動力源の一部となっている。

「シャトマ姫、これは……」

「おお、白賢者。あれが我がフレジールの誇る戦艦ヴァルキュリアだ。美しいだろう。あの巨兵たちとの戦い方を見ておれ」

　白賢者も櫓から降り、妾の隣にやって来た。

　目の前で次々と起こる事態に戸と惑まどいながらも、自分がどうすれば良いか考えている顔だ。

　ラクリマの向こう側の将軍が「撃うち方始め！」と号令をかける。

　その直後に繰くり広げられた幕の向こう側の激しい戦火を、誰もが目に焼き付けるだろう。

　戦艦の真下への砲撃が、遊撃巨兵たちを襲おそっている。

　悲鳴にも似た金属のきしむ音の、なんと気持ちの悪い事か。

　しかし砲撃がいくら巨兵に直ちよく撃げきしても、破壊されたところからすぐに再生して行く。

　我々も最初はこれに手間取ったものだが、何度か戦って行くうちに、再生魔法を働かせない為ための方法を知った。

「白賢者、奴らを唯ゆい一いつ破は壊かいする方法は、脳天のあの核かくから、背中を一直線にぶち抜ぬく事だ。あの巨兵を支えている一本の長い動力源が、背骨の様に連なっている。それを八割以上破壊して初めて、あの化け物は動きを止める。横から貫つらぬいたり、腕、頭だけを斬きり落としても再生魔法が働き意味が無いのだ」

「……なるほど」

　白賢者は歯を食いしばり、戦場の様子を睨にらむ様に見ている。

　ちょうどその時、我が艦隊が一体の巨兵の破壊に成功した。空の上より、あの化け物の頭上へ降り注ぐ様に砲撃するのが、今の所最も有効な攻こう撃げきだ。そう上手く行くものではないが、数を撃てば当たる、それに限る。

　その時、巨兵の一体が禍まが々まがしい羽を伸のばし空を飛び、長い無数の腕を伸ばし我が艦隊の一隻を摑つかみ海に落とした。激しい爆ばく音おんが響く。

　その様子を見ていた人々は啞あ然ぜんとしたり、目を覆おおったり。悲鳴も聞こえる。

　妾は歯を食いしばり、海の藻も屑くずとなった同どう胞ほうに敬礼をした。

「……シャトマ姫」

「心配するな。あれと戦う時は、戦艦の半分が落ちる事を、もとより覚かく悟ごしている」

「そんな」

　白賢者は複雑そうだ。

　初めて奴らと戦った時、出て行った第二艦隊はほぼ全て撃げき沈ちんされた。カノンが居なかったらあの化け物共に国を焼かれていただろう。

　また一つ、小型戦艦が落とされた。

　海に落ちる時、爆ばく発はつする我が戦艦の様子を瞳ひとみに焼き付ける。その衝しよう撃げきによって、波が見えない幕の向こう側で大きく揺ゆれている。

「シャトマ姫……僕はもう見てられません。僕が戦います」

「……ほお、いいのか白賢者。その力を使えば、ただの気楽な王子では居られないぞ」

「分かっています」

　白賢者の瞳は強い光を持っていた。

　妾わらわは扇で顔を隠かくす。白賢者が動く事で、あの〝二人〟はどうするのだろう。

　黒魔王と、紅魔女は……




　妾はちらりと、隣のカノンの様子を覗うかがった。

　この戦いが終わった時、三大魔王たちはある真理に辿たどり着くだろう。

　カノン、それはお前にとって、吉きちと出るか凶きようと出るか。妾には分からない。

　ただ一つ分かっている事は、そこから始まる妾たちの、世界を巡めぐる戦い、長い長い記き憶おくを巡る旅路があると言う事だけだ。

　歴史は響き合う。

　かつて妾たちが創ったものが、僅かな痕こん跡せきを残し世界に残留し、ただの小さなきっかけで表に出て来たりするのだから。




　さあ、始めよう。

　魔王たちの帰き還かんを、これ以上無いと言うくらい盛大に祝おう。

　世界がそれを待っている。










【トール、トワイライトの一族と魔導要よう塞さい。】




　俺はトール。

　マキアと共に港のセレモニーに来ていた。

　セレモニーは、最終日と言う事もあり大きな賑にぎわいを見せていたが、それはある一発の銃じゆう声せいで一気に静まり返る。それは本当にいきなり、会場に響き渡わたった。

　賑やかな人々の声は、一気に恐怖の混じった悲鳴に変わっていく。

「王家の櫓やぐらの方に発はつ砲ぽうされたぞ！」

「ユ、ユリは……っ」

　俺とマキアは慌あわてて櫓の方に目を向けた。

「わっ」

　しかし、この騒そう動どうで人々が大きな波を作り、逃にげようとするから、軽く小さなマキアが押し流されて行く。俺が彼女の腕うでを取って、何とか人の流れから引っ張り出した。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか」

「……あ、圧死寸前だったわ」

　そのまま彼女を引いて、長い柱につかまらせる。辺りを見渡し、御お館やかた様と奥様を捜さがしてみたが見つからない。はぐれてしまった様だ。

「あ、ユリシスの精せい霊れい壁へき」

　マキアが俺たちの上に張られた、ユリシスの精霊壁に気がついた。

　再び、王室の者たちの櫓を確かめると、なぜか王弟レイモンド卿きようが目立つ場所に立ち、手を広げ叫んだりしている。

「あいつ、何やってんだ……」

　呆あきれたすぐ後、一いつ斉せい射しや撃げきの激しい銃声が、四方八方から響いた。

　精霊壁が張られているとは言え、俺たちは身構える様にして櫓を見ていたが、放たれた光の銃じゆう弾だんはレイモンド卿を避さけ上へと曲がり、前まえ触ぶれも無く、宙に現れた黒いローブの者たちによって回収された。

「なんだ、あれ」

　あまりに突とつ然ぜん現れたから、俺とマキアは仰ぎよう天てん。黒いローブの者たちは四角い立体魔ま法ほう陣じんを手の甲こうに作り、足下にもキューブ状の空間を作って足場にしている。

「ねえ、あの魔法、あんたのに似てない？」

「……ああ、あれは空間魔法だ。なら奴やつらは黒魔術師か？」

　マキアの言うように、俺はその魔法が自分のものに近い事に気がついていた。

　黒ローブたちは敵の位置を特定したのか、一斉に四方八方に散って行く。

　俺はそのうちの一人を目で追って、自分自身も立体魔法陣を作る。

「少し気になるな。あいつを追ってみる」

「なら私も行くわ」

　王室の櫓や御館様たちの事も気がかりだったが、あの場にはユリシスが居る。

　既すでに結界も張られている様だし、あいつがいれば大事にはならないだろう。

　俺たちはあの黒ローブの一人を追ってみる事にした。




　立体魔法陣の示す場所にたどり着いた時、そこには倒たおれている武装した反逆者たちと、破は壊かいされた一帯の瓦が礫れきの山があった。

　瓦礫の天辺に佇たたずんでいた一人の黒いローブ。さっき港で見かけた奴らの一人だろう。

　手には大きな鎌かまを持っていて、姿はまるで死神のようだ。

　黒ローブは俺たちに気がつき、そしてゆっくり振ふり返った。

　一いつ瞬しゆんの強い風が、その深くかぶるフードを払う。

「……」

　長いまっすぐな黒くろ髪かみ。

　切れ長で、どこか淡たん々たんとした黒い瞳。淡あわく赤い唇くちびる。

　真っ白な肌はだが、全身の黒さをより対照的に引き立たせる。

「女……？」

　そこに居た黒いローブの正体は、どこか憂うれいを帯びた美しい少女だった。

　俺は彼女から、ある人物を連想したものだ。

　彼女は俺たちに気がつくと、優ゆう雅がにローブをつまんで、腰こしを折り挨あい拶さつをしてきた。

「ごきげんよう、魔王様方」

「この女……俺たちの事を知ってやがるのか……」

　俺とマキアはお互たがいを横目に見て、身構える。

　瓦礫の上で佇む彼女の瞳は、相変わらず淡々としていて、何を考えているのか全く分からない。

「私は、レピス・トワイライト」

「……トワイライト？」

「トワイライトは北の大陸の、黒魔術の一族。黒魔王様、あなたの子孫にあたる一族でございます」

「!?」

　当然、俺は彼女の言葉に驚おどろきを持ちつつ、それを無条件で受け入れられる気もした。

　魔法が似ているのもその要因だったが、なによりその黒髪、その黒い瞳から与あたえられる印象は、自分自身にとても近いと思ったから。

　それと、もう一人。前世の妻の一人に……

「あんた、末まつ裔えいが凄すごい事になっているわね」

「……」

「あんたが女だったら、こんな感じだったんでしょうね」

「ええい黙だまれマキア。俺は今混乱しているんだ」

　マキアが何かと言って、俺の混乱をよりかき混ぜる。

　俺たちのやり取りを、レピス・トワイライトは何て事無く見み据すえ、そして再びフードを被かぶってしまった。

「黒魔王様、紅魔女様、こちらへ来て下さい。反逆者たちは兵士に任せましょう」

　ルスキアの兵士たちの足音が聞こえ、言われるがまま彼女について行った。

　住宅街を抜ぬけ、もっと開けた場所に出る。そこは港の向こう側、中央海を一望出来る良いスポットになっていた。

「ここで良いと思います」

「……何がだ」

「これから起こる事を一望するのに、です」

　彼女はその囁ささやくような籠こもった声で、俺たちに意味深な事を告げた。

「これから何か起こるの？　シャトマ姫ひめもそんな事を言っていたけれど……既に反東派は閥ばつはあんたたちによって粛しゆく清せいされたのではないの？　ほら、港を見てちょうだい。憐あわれなテロリストがあんなに捕つかまっている」

「それはそうです。これは、反逆者たちを集め、見せつけるための〝イベント〟ですから」

「……見せつける？」

「そろそろ聞こえてきませんか。天を裂さき、海を割って、聖地を目指しやってくる〝巨兵〟たちのうなり声が……」

　ふいに風向きが変わった。

　さっきまで、青く柔やわらかい日差しが降り注いでいた空が、何となく濁にごった色をしている気がする。

　海鳥たちの様子が、どこかおかしい。落ち着きが無く、海から遠ざかろうとしている。

　俺は全身に感じ取った、異様な空気、妙みような予感、悪寒を、無視出来ず、目を凝らす。

　やがて見えた物に、思わず啞あ然ぜんとする。

「な、なんだ……あれ……」

　聞いた事の無いような、だけど知っているような、聞き心地の悪い機械音が響ひびいた。

　海の向こう側からやってくるのは、黒く大きな、大きな……異形の怪かい物ぶつ。

　空を飛んでやってくるもの、海を裂いてやってくるものもいる。長い腕や羽をいくつも持ち体の半分が機械で出来た、様々な形態を持った化け物。

　上部に大きな頭が一つあって、それぞれ喜き怒ど哀あい楽らく、様々な表情をしている。頭上の窪くぼみに土星のような光の輪を掲かかげていて、それが天使の輪の様にも後光の様にも見える。

　たとえるなら、不気味な仮面を付けた巨きよ大だいなマリオネットのような、どこか聖なるもののような、しかし圧あつ倒とう的てきに化け物のような、そんな〝何か〟。

　もう、たとえられるものでもない気がする。

「おい、あれはいったい何だ。何なんだ!!」

「ね、ねえ。こ……こっちへ来ているわよ、トール」

　マキアはしきりに俺の袖そでを引っ張った。そりゃあそうだ。

　この世界に生を受け、こんなに驚いた事があったかと言われると、きっと無い。

　港に居る者たちも、海の向こうからやってくるそれに気がついた様だ。

「この国の者たちは、特等席でその脅きよう威いを目の当たりにするでしょう。魔王様方もとくとご覧下さい。あれこそが、宿敵エルメデス連れん邦ぽうの最新兵器、〝超ちよう魔ま導どう遊ゆう撃げき巨兵ギガス〟……いわゆる魔力内蔵式ゴーレムですよ」

「……はは、ふざけんなよ」

　流石さすがの俺も、汗あせを滲にじませ、笑うしか無いと言った所だ。

　まるで特とく撮さつ映画でも見せられているかのよう。３Ｄを軽く超こえて行くド迫はく力りよくだが。

　呆あつ気けにとられていたら、巨兵はその頭部にある光の球体をこちらに向け、大陸に向かって光線を発射した。思わず目を塞ふさいだが、その攻こう撃げきは、海の途と中ちゆうで見えない壁かべにでもぶつかった様に、いきなり威い力りよくを失った。

　レピスは淡々と続けて語る。

「緑の幕を第三幕まで突とつ破ぱした模様……今の遊撃巨兵ではあれが限度と言う事ですね。だいたい計算通りです」

「……緑の幕」

　俺はすぐに、レピスに質問をした。

「緑の幕と言うのは、〝緑の加護〟の事か」

「ええ……。あなたたちはご存じかと思っていましたが。ここの国民が〝緑の加護〟と呼ぶ聖地の聖なる力の正体は、この国を覆おおう薄うすい魔ま導どう防ぼう御ぎよ幕の事です。これを知っている者は、〝緑の幕〟と呼んでいます。主に、王家の者や教国の者、国のトップの者ですね……。緑の幕は全部で八幕まで展開可能で、永久的な鉄てつ壁ぺきの絶対防御と言われています」

「鉄壁って……でも三幕まで破られたんだろう。絶対防御なんかじゃない！」

「それは当然です。遥はるか昔から絶対防御と言われ続け、誰だれもがそれを疑わなかっただけの話で、今の時代はそれを三幕まで突破する力が開発されたと言う事。………魔術に絶対などあり得ないのです。どこかに隙すきがあり、リスクがあり、それをバネとする。そうでしょう……黒魔王様……」

「……」

　俺はすっかり言いくるめられてしまった。

　この女、やっぱりあいつに似てんなあ……

「あれ！　あれ見て、トール!!」

　今まで空に無かった、大きな戦せん艦かんがいくつも浮ういているのを見つけ、マキアは俺の腕うでを引っ張った。

　黒くろ紫むらさき色いろの、美しいフォルムをした独楽こま状の戦艦だ。

「あれはフレジールの戦艦ヴァルキュリア。第六バジヤード艦かん隊たいです。今この世界で、唯ゆい一いつあの巨兵に対たい抗こう出来る戦艦と言っていいと思われます。見て下さい」

　戦艦は巨兵に向かって砲ほう撃げきを開始し、レピスはその激しい戦場を指差した。

「頭上から砲撃しているのが分かりますか。あの巨兵には、頭の核かくから体を一直線に貫つらぬく事が最も有効的な攻撃です」

　確かに、頭から一直線にぶち抜かれた巨兵が、今まさに海に倒れ込んだ。それ以外の、腕や腹や、頭だけを破壊された巨兵は、すぐに再生魔ま法ほうが発動している。

「厄やつ介かいだな……」

「黒魔王様、あの遊撃巨兵の開発には、我がトワイライトの一族も関わっております。しかし誤解の無き様。先代たちはそれを強いられ、今でも奴ど隷れいの様に働かされているのです。私たちは先代たちによって逃にがされた者たち……。あなたの残した魔法が、あの巨兵を創った要素になっているのです」

「なっ」

「何ですって!?」

　俺より先に、マキアが大げさに反応していた。

　マキアの声の大きさに若干驚いたが、すぐに巨兵を睨にらむ様に確認し、頭を押さえる。

「いや……確かに少し、似た匂においを感じるよ。空間魔法によって構築されているのか」

「それだけではありません。今は失われし創造魔法も……」

「……創造魔法？」

　聞き覚えの無い魔法だが、レピスはこれ以上この事について言う気は無さそうだった。

　激しい爆ばく音おんが次々に響き、今、戦艦が一隻あの巨兵によってつかみ取られ、落とされた。

　大地は僅わずかに震ふるえている。

「もしかして……お父様とお母様……まだ港に居るんじゃないかしら」

　マキアがポツリと、不安を口にした。口に手を当て、そうだったらどうしようと、彼女らしからぬ青ざめた表情だ。

「おい、マキア。俺が港へ行く。こうなったら、ユリシスだけじゃ不安だ。御お館やかた様と奥様を捜さがそう」

「な、なら私も行くわよ！」

「お前は駄だ目めだ！　ここでもし魔法でも使ったら、お前はもう、デリアフィールドに帰れないかもしれないぞ！　それにあの怪物が、俺の魔法から創られているなら、俺があれを破は壊かいする」

「あ、あんた……」

　やばい、と思ったのは、マキアがぐっと表情を険しくしたからだ。

　彼女に胸ぐらを摑つかまれ、そのまま頭ず突つきされる。

　鈍にぶい音だった。お互い痛みでその場にうずくまる。

「いって……おま……お前……」

「あんたバカなの!?　あんただって、デリアフィールドの、オディリール家の家族の一員でしょう！　あんたがあれと戦うんだったら、私だって戦うわよ！」

「……マキア」

「だからあんたは格好つけのバァカなのよ!!」

　彼女は俺の前に仁王立ちして、吐はき捨てる様に俺の事を思いきりバカだと言う。

　俺は額に手をあてたまま、ポカンとしていたけど、彼女のそんな様子を見て、フッと笑いが込み上げて来た。そして、ゆっくり立ち上がる。

「ああ、分かった。俺が馬ば鹿かだった。一いつ緒しよに戦えば、あんな化け物、一いつ瞬しゆんで倒たおせるもんな」

「そうよ。あのバカでかい怪物から、お父様やお母様たちを……守るの」

「……もう、帰れないかもしれないぞ」

「分かってる。でも、どうせそろそろだったのよ。私たちは、いつまでもあの田舎いなかに隠かくれている訳にはいかないわ」

「……マキア」

　いつも、いつも、自分に言い聞かせてきた。

　まだ早い、まだ早いと。

　自分の力を使うのは、俺たちが表に出て行くのは、まだ早いと。

「そうだな……今が、力を使う時なのかもしれない」

　俺たちはお互たがい目配せして、頷うなずき合った。レピスは「お決まりですか？」と問う。

「でしたら、行ってらっしゃいませ。きっとこれは、あなた方の真理への最初の一手……」

　優ゆう雅がに手を掲げ、彼女は手の甲こうにキューブ型の立体魔ま法ほう陣じんを作る。

　俺たち自身もそのキューブに囲まれ、一瞬で港の入口まで転移させられた。

　そして、今しがた一人で戦おうとしていたユリシスに向かって、マキアが叫さけんだ。

「待って！」

　その場に居た人間たちは皆みな、突とつ然ぜん現れた俺たちに驚おどろいている。

　しかしおかまい無しにユリシスの元へ向かい、

「おい、俺たちも戦うぞ」

　俺もまた、そう告げた。

「だ、駄目だよ。こんな所で戦ったら……君たちは目をつけられる！」

　ユリシスは俺たちを見て、首を振ふった。だけどマキアと俺は告げる。

「もういいのよ。トールと決めたの。あんたを一人で戦わせる訳にはいかないわ。三人で、圧倒的に、完かん膚ぷ無きまでに、あの化け物を排はい除じよするのよ。楽しそうじゃない」

「ああ。楽しそうだ。まるで、二〇〇〇年前みたいに、力を存分に発揮出来る」

「……マキちゃん……トール君……」

　それでもユリシスは複雑そうにしていたが、やがてゆっくりと頷いた。

　そうだね、と言う様に。




　目の前の脅威に対し、俺たちは即そく座ざに作戦を練る。

「奴やつらは緑の幕を三幕まで突破出来るし、再生力も厄介だ。やはり一気に弱点を狙ねらった方が良いと思う。俺が〝魔導要よう塞さい〟を発動する」

「なら、僕が精せい霊れいを使い、奴らを縛しばり固定しよう。奴らの動きは不規則で、戦艦なんかより短時間で動く範はん囲いが幅はば広ひろい。飛べるという点もかなり厄介で、砲撃が弱点に当たらない要因だ。あと、攻撃後の衝しよう撃げきを吸収する様にしよう。僕らの攻撃が緑の幕の破壊に繫つながったら意味が無いから」

　俺とユリシスがお互いを見て頷く。

「マキア、お前はどうせ複雑な事はわかんねーだろうから、火力を担当してくれ。俺が自分で補うより、俺の魔術を経由したお前の力の方が、威力を高める事になるだろう」

「何あんた、私の事馬鹿にしてんの？　……うん、でもまあ、了りよう解かいよ」

　マキアは結局、素直に頷いた。複雑な事は分からなくても、これが一番良いと言う事は分かっているのだ。火力を担当してもらうだけで、こいつの力は十分意味があった。

　俺は手の甲を目の前に掲かかげ、いつもの小さな立体魔法陣ではなく俺自身を包む程のキューブ型の立体魔法陣を形成する。

　その魔法陣には、あらゆる情報が書き込まれていた。

「出た！　トールの不動産！」

「おい、その言い方やめろ」

　マキアはこれを、〝トールの不動産案内所〟と呼んでいる。ここには黒魔王時代に生み出した魔法〝魔導要塞〟のモデルが多くファイリングされている。

　この空間には使い魔が一いつ匹ぴき、暢のん気きにいびきをかいて寝ねていた。

「おいグリミンド！　起きろ!!」

　俺は、その小さな使い魔の首根っこを摑んで大声を出した。

「はれ……あ、黒魔王様二〇〇〇年ぶりでございますね！　いやはや、もうこの空間にはおいで下さらないのかとっ！」

　使い魔グリミンドは手をこねこねしながらも、嬉うれしがっているような、若干嫌いやがっているような。こいつはこの空間の案内人兼けんサポーターのようなものだ。

「今は再会を喜んでいる暇ひまはないぞ。おい、あれを見ろ。あの巨兵を頭上から攻こう撃げき出来る〝魔導要塞〟が必要だ」

「なるほど……あれには精神攻撃系の空間は通用しませんね。でしたら物理九〇％の〝空中逆転都市マチュラピオン〟はいかがでしょう？　黒魔王様、いつもこれが使えない使えないとか言ってましたけれど、今はこれが最適かと」

　グリミンドは巨兵を見て分ぶん析せきし、一つの〝魔導要塞〟を提案した。

　俺は目の前に表示された一つの提案内容を確認し、頷く。

「物理九〇％か、少し重いが……分かった。支し払はらいは？」

「いつもの様に……キシシ」

　主人の承認を得たグリミンドは嫌な笑いを見せた後、さっそくこの要塞の発動の為ための準備に取りかかった。俺も立体魔法陣の中で、座標をいじったり図面を動かしたりして、複雑な構築を久々に行う。

　その間にユリシスが、光の精霊シルヴィエを、第四戒かいで呼び出した。

　第四戒は〝精霊具〟としての召しよう喚かん。要するに、精霊を武器のようなものにして召喚するものだ。四つの魔法陣を割る様に現れたシルヴィエは、美しい白銀の小刀になっていた。

　ユリシスはそれをマキアに手て渡わたす。

「これを、マキちゃん」

「やだ、良いのに。適当に傷を作って血を流そうと思っていたの。わざわざあんたの魔法陣を四つ消費してまで……」

「駄目だよ。君の体を傷つけ、その血を使うんだ。僕の魔法陣なんて、いくら使っても良いと思っている。それほどに君の血は崇すう高こうなものだ」

「……ユリシス……」

　マキアはこくりと頷き、その小刀を受け取った。

　ユリシスはすぐに真ま面じ目めな顔になり、周囲に数えきれない程の魔法陣を準備する。

　この国の白魔術師たちは、一度にこれほどの魔法陣を形成出来る者を知らないだろう。

　ユリシスは、背後でじっと、俺たちの様子を見ていたシャトマ姫ひめに向かって、「戦せん艦かんを撤てつ退たいさせて下さい」と要求。

　シャトマ姫はラクリマに映る戦艦内の将軍に「撤退しろ！」と命令していた。

「残りの巨兵は九体。……ぎりぎり僕の精霊で足りる。タイミングは、トール君の要塞が全て出来上がってからかな」

　ユリシスはタイミングを見極めようとしていた。そして、戦艦が全て空の上まで撤退するのを確認すると、俺に向かって目配せ。

「……よし」

　一度瞳ひとみを閉じ、魔力を高め、そして見開き力を開放する。

　目の前に表示されている〝要塞〟の文字に触ふれ、目的の座標位置に移動。

　俺はユリシスが「今だ！」と言ったタイミングのまま、魔導要塞の発動を命じた。

「魔導要塞〝空中逆転都市マチュラピオン〟発動！」

　幕の外側の、巨きよ兵へいたちが群がる、その頭上に、巨大な魔法陣が現れた。そこから降りてくる巨大な逆さの都市。これが俺の魔法〝魔導要塞〟である。

　誰だれもがその出現に驚き、惚ほうけていた。

「はああ。流石さすがはトール君の魔導要塞だね。いつ見ても素晴らしい造形だ。僕この魔法、苦手だったなあ」

「……久々に見たわ」

　ユリシスとマキアは、二〇〇〇年ぶりに見た俺の魔法に、感かん嘆たんの声を上げる。

　特にマキアは言い知れぬ喜びを感じている様だ。

　二〇〇〇年前、黒魔王は紅魔女と戦う中で多くの魔導要塞を造り出した。マキアもそれを覚えているのだろう。

　魔導要塞は幻げん想そうと物理で構築され、そのタイプで割合が決まっている。物理要素の大きなこの魔導要塞なら、威い力りよくは先ほどの戦艦を遥はるかに超こえているだろう。

「第七戒召喚……精霊たちよ、その身を以もつて楔くさびとなれ……」

　ユリシスが両手を掲げ重ね、七枚の魔法陣を筒つつ状じように連ねたものを、九体の巨兵のすぐ後ろにそれぞれ転移させた。合計六三枚もの魔法陣の消費は脅きよう威い的である。

　第七戒は〝精霊の楔〟の姿。

　縛りや捕ほ獲かく、封ふう印いんなんかに精霊の力を借りる場合の召喚方法だ。

　魔法陣を、割る様にして出て来たのは色とりどりの光柱で、その頂点には、それぞれの精霊の像があり、巨兵たちを逃のがすまいと睨にらんでいる。

「捕とらえた！」

　ユリシスが掲げる手の平を、思いきり力強く握にぎった時、巨兵たちは柱から伸のびる光の茨いばらによって体を捕らえられ、手や足に楔を打ち付けられた。宙を飛んでいた巨兵たちも、その茨に搦からめとられ、柱に突つき刺ささる様に落ちる。これでそう簡単に動く事は出来ない。

　まるで、十じゆう字じ架かに架かけられている様。

「さあ、マキア!!　ぶっ放せ!!」

　マキアの目の前にキューブ型の立体魔法陣を出現させ、彼女に向かって叫んだ。

　これが全ての発射装置。
















　マキアはユリシスに借りた小刀で自分の手の平を切り裂さき、溢あふれ出る新血の温かみを感じとるように拳こぶしを握りしめ、キューブの上にポタポタと垂らす。

「さあ、終わりにしましょう、化け物。全ては一瞬で終わるわ」

　そして、その拳を高々と掲げ、マキアは俺の要塞に命令した。

「遊ゆう撃げき巨兵の破は壊かいを、マキア・オディリールの名のもとに命令する!!」

　振り下ろされた血の滴したたる拳が、そのキューブを砕くだいた時、俺の魔導要塞を発動している巨大な魔ま法ほう陣じんは真っ赤に染まっていき、下を向いていた要塞の無数の砲ほう台だいから、まるで血の雨の様に爆ばく撃げきが開始された。

　威力は、先ほどの戦艦の砲ほう撃げきとは比べ物にならない。

　誰もがこの連続的な爆ばく音おんを聞き、光景を刮かつ目もくしていた。




　爆撃は途と切ぎれる事無く行われていたが、やがて沈ちん静せい化していった。

　巨兵の捕らえられている海上は水蒸気が立ち上り何も見えない。海を割り、水が渦うずを巻いている。

　全てが終わった後でも、ボオオオと不安定な音が響ひびいていた。

　徐じよ々じよに見えてきたのは、光柱によって固定された、動かない真っ黒な巨兵たちの亡なき骸がら。

　さすがに身み震ぶるいする光景だ。

「た、倒たおしたのか」

「……そうらしいね」

　そうは言いつつも、俺とユリシスはまだ安心はしていなかった。

　爆音の余よ韻いんと、緑の幕の外側に打ち付ける波の音がここまで伝わってくるが、様子を見ていても、あの遊撃巨兵はピクリとも動かない。

「や、やったわ!!」

　マキアが先走って、何度も何度も「やったわ!!」と言って飛び跳はねている。

　王室の櫓やぐらの上では、へなへなと座り込む大臣たちや、俺たちを見み据すえている国王やレイモンド卿きようが、ただ押おし黙だまってその様子を見ていた様だ。

　俺たちの後ろでは、捕とらえられながらも「やったぞ！」と言う反逆者も居たし、あまりの光景に口を押さえふらつく一いつ般ぱん人も居た。

「それにしても……結構えげつない終幕に…………っ」

　ユリシスの、巨兵の屍しかばねへの引き気味な感想の途と中ちゆう、俺は込み上げる痛みと目眩めまいにふらつき、血を吐はいた。ゲホゲホと咽むせ、胸下を押さえる。

　くそっ。やはり久々の魔導要塞は体に負担が大きいか。

「トール!!」

　マキアが叫さけび、俺に駆かけ寄ってきた。

　俺は「心配するな」と、拳で口の血を拭ぬぐい苦笑い。

「大だい丈じよう夫ぶだ。これが俺のリスクだから。多分、グリミンドに内臓をかじられたな」

「それ、全然大丈夫じゃないでしょう！」

「既すでに体内で組み立てている治ち癒ゆ魔ま法ほうが働いている。いつものことだ」

　オロオロしているマキアの肩かたを、ユリシスが引く。

　彼は俺の前に膝ひざをつけると、白魔術による治癒を施ほどこし始めた。痛みが一いつ瞬しゆんで引いて行く。

　大きく、長い息を吐いた。

「……はあ、流石だな。もう痛くない」

「トール君の魔法は、その治癒に使う魔力込みで、燃費が悪いよね……」

　ユリシスの言う通り、空間魔法は燃費が悪い。低燃費の白魔術に比べたら格段に。

「トール……あんたの魔法って本当に……」

　マキアはすっかり涙なみだ目めだった。

　俺の要よう塞さいがあれほどのリアリティと威力を持っているのは、それだけのリスクを身に背負っているからだ。使い魔はリスクの具現でもあり、俺のサポートをしてくれる代わりに、利用した魔導要塞に見合った見返りを求めるのだ。それは主に、体の一部だったりする。

　マキアはそれを知っているくせに、ユリシスに治してもらったあとも、しきりに「大丈夫？　大丈夫？」と聞いて来る。普ふ段だんは俺に対する扱あつかいが雑すぎるのに、いざ大おお怪け我がをしたりすると死ぬ程気にするからな。

「痛くない？　ねえ痛くないの？」

「ああ……。てか、さっきユリシスが治したの見てただろう。どんだけだよ」

「だって、だって……あんたって運無いし」

「運が無いのは今関係ないだろう、おい」

「と言うか、マキちゃんもその手の傷を治さないと」

　ユリシスは呆あきれた様子で笑い、その後マキアの手のひらの傷にも、治癒魔法を施していた。




　ドクン……




　そのすぐ後だ。突とつ然ぜん、大きな鼓こ動どうの音が体内で響く。

　久々に大きな魔法を使った反動だろうか。

　俺たちは三人とも、体から急激に力が抜ぬけて行くのを感じ、その場に倒れ込んだ。

　意識が朦もう朧ろうとして行く中、少し離はなれた所で、俺たちを睨む奴やつの姿をしっかりと見た。

「……ゆ、勇者……」

　奴が何かしたのか？

　襲おそいかかる連続的な目眩にどうしても抗あらがえず、意識が遠のいていく……




　聞こえる。

　子供の笑い声。




　明るい木こ漏もれ日。

　巨大な樹の、ざわめき。







　やはり、声。










【声。】




　──黒魔ま王おう

「また遊びたくなったら……＊＊＊＊＊へ来るといい………。いつでも相手になろう」




　──紅魔女

「殺してやる!!　お前は＊＊＊を殺した!!　全身を血に染め、苦しみながら死ぬがいい!!　これが命令だ!!」




　──白賢けん者じや

「全てが終わったら、父様と一いつ緒しよにあの場所へ行こう。約束だ。それまで、お前が母様の側にいるんだよ」




　──緑の巫女みこ

「お答え下さい。これが……こんな事がヴァビロフォスの御み心こころだと言うのですか!!」




　──伝説の勇者

「………俺が勇者になって、この世界を救います。必ず魔王を討ってみせましょう」




　──藤ふじ姫ひめ

「お前はとても可哀かわい想そうだ。何もかも覚えていながら、自分の全てを忘れている……。なら私が名を与あたえよう。その存在を認めよう」




　──青の将軍

「見つけた……これが巨きよ人じんだ!!　はははははは[image: !!!]　あっはははははは[image: !!!]」




　──聖せい灰はいの大司教

「騙だまされた騙された騙された!!　あの男に全部騙された!!　私は何てことを……」




　──金の王

「……これが……世界の境界線……」




　──銀の王

「私が、醜みにくいお前たちの創造主である。……いいから黙って金の王を殺せえええぇぇぇぇっ!!」










　──アンノウン

「なぜだ……私に全てを押し付け、お前たちだけ何もかも忘れようというのか。出来る訳が無い……出来る訳が無い……っ。私に狂くるえと言うのか……！」










【マキア、懺ざん悔げする。】




　私はマキア。

　モザイク壁へき画がの神々が、ドーム型の天てん井じようから私たちを見下ろしている。

「……」

　その瞳ひとみはただ見開かれ、瞬まばたきすらしない。私たちを逃にがしはしない。

　何だろう。さっき、誰だれかの声を聞いた気がしたのだけど……

「ここは……」

「いってて、なんだいったい」

　静かすぎる薄うす暗ぐらい空間の中、差し込むステンドグラスの光が、体を横切り彩いろどっている。

　私たち三人は、気がついたらここに居た。

「ここは、教国の大聖堂の中だ。ほら、あの扉とびら……」

　ユリシスはふらふらと立ち上がると、以前開ける事の無かったあの黒い扉を指差した。

「転移魔ま法ほうか？　どういう事だ」

　トールも何とか立ち上がり、辺りを不ふ審しんそうに見み渡わたしていた。

　私も、力の入らない体を精せい一いつ杯ぱい起こす。でも上手くいかず、ふらっと。

「おい、大丈夫か……」

「あ、ありがとう。何なのかしら、いったい」

　トールがすかさず、腕うでを取ってくれた。流石さすが使用人。

「多分、僕らの術に体がついてこなかったんだよ。いくら記き憶おくがあって、魔法の技術があっても、こちらに生まれてから今まで、あまり大きな術を使う事は無かったし、体自体はどこにでも居る子供なんだから」

　ユリシスはさっきから、自分の手のひらを見つめ、握にぎったり開いたり。

　どうしていきなりこの場所に転移させられたのか、それはまるで分からない。

　だけど、目の前にある扉を、開けるならきっと今なのだと、それだけは三人が共通して感じていた事のよう。

「……勇者は言ったわ。全てが終わったらここを開けろって」

　私は巨きよ大だいな樹の彫ちよう刻こくの施されている黒い扉に、そっと触ふれてみた。とても腕の力だけで開けられる気がしなかったのに、その扉の樹は、私が触れる事で真っ赤な枝葉を伸のばし真ん中からゆっくり開いていく。

「あ……開いた」

「なら、入ろう。僕もずっと、この向こう側に行ってみたかったんだ。ここから先は、緑の巫女と大司教しか入れない事になっていたからね」

　ユリシスは一いつ瞬しゆん不安そうに口を結んだけど、開いた扉に真っ先に入って行った。

　私とトールもそれに続く。

　薄暗く、光源がある訳でもないのに、淡あわい光に包まれているような長い石造りの階段を下りて行くと、途と中ちゆう広いフロアに出た。

　そこには無数の壁画が、保管されているように並べられている。

「メイデーア神話の壁画だ。表に出ていない壁画ばかり」

「……あ、でもこの壁画なら、私見た事があるわよ」

　私は、最も大きく掲かかげられている壁画を指差した。

　以前、カルテッドの教会でも見た事があるものだ。

「〝神々の帰き還かん〟だね……それは一番有名だから」

「これがオリジナルなのか？」

「おそらくそうだろうね」

　神々が皆みな横を向いているのに、最さい後こう尾びに居る神だけ正面を向いている。

　私はこれが不思議だなと、初めて見た時に思ったものだ。

「確か、一番後ろの神は死を司る神だから正面を向いているとか、前にメディテ卿きようが教えてくれたわ」

「へえ、マキちゃんがそんな事知っているなんて意外だなあ。そうそう、〝正面〟は死を示すアトリビュートだからね。それだけで、これが死の神なんだと判断できる」

「ふーん」

　アトリビュートって何……

　私はそういった、遺産の学術的な事をあまり理解していないので聞き流していたけど、ふと視界の端はしに映った、隣となりの壁画に、大きな衝しよう撃げきを受けた。

「ねえ、これ！」

　その壁画には、巨大な化け物に世界が破は壊かいされている様子が描えがかれていた。

　黒くおぞましい造形に、無数の腕や翼つばさが生えていて、頭には土星のようなものが浮うかんでいる。それは先ほど私たちが撃退したあの巨兵に似ている様に思った。

「これって、さっきの遊撃巨兵？」

「いや、これは神話の時代の、巨人族との戦いを記したものだよ。……巨人族との戦いギガント・マギリーヴアだ」

「ギガント・マギリーヴァ……？」

「うん。マギリーヴァって言うのは、メイデーアの戦争と破壊の女神、パラ・マギリーヴァの名前で、やがてただの戦争を意味する言葉にもなった。神話の専門用語で、巨人族との戦いを〝ギガント・マギリーヴァ〟って呼ぶんだ。あの巨兵と、何か関係があるのかな……」

　ユリシスは顎あごに手を添そえ、相変わらず何か考えている様子。

「とりあえず、先に進もうぜ。まだ下がある様だぞ」

　ここに留まっても仕方が無いと思ったのか、トールは、親指を立て奥にある通路に向けた。




　ピチョン……ピチョン……

　埃ほこりっぽく、どこかじめじめしていた階段を抜ぬけると、思ってもみなかった光景と、爽さわやかで新しん鮮せんな冷たい空気を得る事が出来た。そこは緑色の世界。

　苔こけむしたみずみずしい土地に、白い見慣れない花が咲さいている。

　広い地下庭園の中心には、巨大な樹がその枝葉を広げていた。上を見れば見る程、天井は高く、自分たちがどれほど下へやってきたのか分かる。

「ペルセリス!!」

　ユリシスが何かに気づいた様子で、中心の樹の根元へ駆かけ寄って行った。

　そこには、私とトールが以前会った緑の巫女が、小さくなって倒たおれている。

　ユリシスは慌あわてた様子で彼女に駆け寄ると、彼女を抱だき起こした。

「ペルセリス、ねえペルセリス。いったいどうしたんだい！」

「あれ……？　ユリシスがいる……」

　彼女は少々ぐったりした、調子の悪そうな顔でニコリと笑うと、そのまま力無くユリシスにしがみついた。

　まるで幼子の様に。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。さっき緑の幕を突とつ破ぱされた衝撃が、この樹を通して私に伝わって来ただけだから。緑の巫女みこはね、この樹と共鳴しているの……」

「それって……」

　彼女はぎゅーとユリシスを抱き締しめると「もう元気！」と言ってピョンと立ち上がる。

　ユリシスはとても心配そうにしていたけど、彼女の傍かたわらに何かを見つけ、一瞬で表情を変えた。

　言葉を失い、瞬きもしない。

　私とトールは不思議に思って、ユリシスとペルセリスに近寄った。

　そして、同じ様に彼らの傍らにあるものを発見し、ギョッとする。そこには新芽の蔓つる草くさに囲まれ、大地に埋うめ込まれた水の入った棺ひつぎがあったのだ。

　中には一人の少年が、真っ白な顔を安らかにして眠ねむっている。

「い、いったいこれは……」

「おい、他にもあるぞ」

　トールは樹の根元を囲む様にしてある無数の棺を見つけ、指差した。

　しかしユリシスはその少年の棺のもとから動かない。

「ユリシス……？」

　どうにも彼の様子がおかしい。じっと大地に埋め込まれた棺の少年を見ている。

　俯うつむく彼の表情がはっきりとは見えないけど、おかしい事は分かる。

　そして、ゆっくりと力無く崩くずれる様に跪ひざまずいて、彼は震ふるえる両手で顔を覆おおった。

「……な、なんで………なんでここに……シュマが……っ」

　私とトールは、ユリシスの様子に戸と惑まどった。

　ペルセリスは心配そうにユリシスを覗のぞき込んでいる。

「扉を開いたか……魔ま王おう共……」

「!?」

　突とつ然ぜんの声に振ふり返ると、今まさに上階から降りて来た、元勇者であるカノン将軍と、元藤ふじ姫ひめであるシャトマ姫が、私たちの様子を確かめながらこの庭園に踏ふみ入ってきた。

　一歩一歩、苔むした緑の聖地を進んでやってくる。

「勇者……」

　トールは声を低めた。

　勇者は表情を変えずに、軍ぐん帽ぼうの間から覗く鷹たかのような瞳を細める。

　そして、衝撃的な真実を告げた。

「白賢けん者じや……その水の棺で眠っている遺体は、お前と、二〇〇〇年前の緑の巫女であるお前の妻との間に生まれた、息子むすこシュマだな」

「……!?」

　勇者の口から告げられた言葉に、私とトールは驚おどろきの表情のまま、膝ひざをつくユリシスに顔を向けた。

　彼はいまだに何も言わない。

　あまりの信じがたい事実に、私は問い返した。

「ど、どういう事よ勇者!!」

「……それを問う前に、お前たちは全ての棺を確認しろ。見覚えのある顔が眠っているだろう」

「……な」

　私たちは急いで、樹の根元を囲む様に埋め込まれている水の棺を確認して行った。

　見る度に膨ふくらむ言い様の無い恐おそれが、ドクンドクンと、心臓の音を大きくしていく。

　いくつか見知らぬ者の顔を確認した後、私とトールは、どうしたって見覚えのある遺体を発見した。……黒くろ髪かみの、蒼そう白はくな顔で眠る男。

「……はは、なんだよこれ……」

　思わずトールは、震えるような、信じられないというような声で笑う。表情は笑っていなかったけれど。

「二〇〇〇年前の俺……黒魔王じゃないか……」

　トールはかつての自分の姿、黒魔王であった時代の姿を見つけ、じわじわと表情を歪ゆがめた。彼もまた震える手で、自分の頭を押さえた。

　足下からこみ上げてくる嫌いやな焦あせりにかられ、私は並ぶ遺体を順番に確認して行った。

　途中、ユリシスのかつての姿、白賢者の遺体の納められている棺を見つけ、一瞬息を止める。そして、一度瞳ひとみを閉じ、深呼吸し、また確認して行くのだ。

　予感が、大きく胸を打つ。

「……？」

　だけど、半円に並ぶ八つの棺には、私が予感していた者は居なかった。

「紅魔女、お前の遺体は無いぞ」

「な、なぜ……」

「なぜだと？　簡単な事だ。お前は体も残らない程、激しく自じ爆ばくしたからだ。俺と共にな」

「……あんた……あんたいったい……」

　トールは前世の姿をした黒髪の男の眠る棺の前で、ユリシスは前世の息子の遺体の前で、言葉も無くただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　私も何が何だか分からず、でもここで膝を折る訳にはいかないと思って立つ足に力を入れていた。体中の冷や汗あせが気持ち悪い。

　それでも立って、勇者を睨にらむ。

　彼の次の言葉を、わけも分からず恐れながら。

「紅魔女……あの少年の棺には、お前の遺体がおさめられる予定だった」

「……え」

「ここに並ぶ〝八つ〟の棺の遺体は、この聖地の緑の幕を展開する魔力燃料だ。俺はそれを回収する役目を、もう遥はるか昔から担っている。そう……必要だったのは、お前たち魔王クラスの〝遺体〟だ」

　一歩一歩、近寄ってくる勇者。その度に私は一歩一歩下がる。

　何も言わずに、勇者の後ろで様子を見ているシャトマ姫の視線が刺ささりそう。

　勇者は私の前に立ち、私を鋭するどく見下ろした。

「一〇〇〇年ごとに現れる一〇〇万㎎を超こえる魔力を内蔵した燃料。この聖地を守る為ために必要な魔力の器。それがお前たちの正体だ。だが、紅魔女……お前は前回その役目を果たす事は無かった。なぜなら、その肉体は微み塵じんの欠片かけらも残さずに、この世界から消え去ったからだ」

「……」

　何も言えない私に、勇者は続ける。

「二〇〇〇年前の聖域の人間たちは、一つの棺が空く事を恐れ、代わりになる者を探した。そこで選ばれたのが、白賢者と緑の巫女の息子・シュマだった。両親共に魔王クラスのその子供は、僅わずか一〇歳程でその命を絶たれ、水の棺に設置されたのだ」

　勇者はちらりと、ユリシスやその側にいるペルセリスの方に視線を向ける。

「二〇〇〇年前の緑の巫女は、夫を殺され、息子を殺され、最終的に次代の緑の巫女を産むため、再び他の男の妻となる事を強要された。緑の巫女の継けい承しよう者は、先代の血を引く女子と決められているからだ。………彼女は娘むすめを産んですぐ、自ら命を絶った」

「……そんな」

　ならば、ペルセリスに記き憶おくが無いのは、その身を以て感じた絶望の数々を思い出したくないから……？

　ユリシスは彼の言葉を聞く度に、信じられないと言うような蒼白な顔をして、首を振っていた。勇者の告げた内容は、酷ひどく残ざん酷こくなものだった。

「ふざけるな！　そんなの……っ、そんなの許される訳が無い!!　絶対に許すものか!!」

　顔を上げ、ユリシスは激しく言い捨てた。

　彼は涙なみだを流しながら、見た事も無いくらい顔に憎にくしみを滲にじませている。

「ユリシス……落ち着け……っ!!」

　立ち上がり、今にも勇者を殺しにかかりそうなユリシスを、トールは押さえた。

「……許すも何も、それを行ったのは当時の聖域の者。お前の仇かたきは既すでに居ない。俺を恨うらむのはお門かど違ちがいだぞ、白賢者」

「そんな事は………そんな事は分かっているっ！　分かっている……っ」

　ユリシスはどうしようもない、どこにもぶつけ様の無い憎しみに、耐たえられないと言う様だった。そして、ガクリと聖地の冷たい大地に伏ふせ、震える拳こぶしを叩たたき付ける。

「なんでこんな……こんなことになっていたなんて。あの子はまだ子供だったのに……〝約束〟したのに……」

「ユリ……」

　私は彼の悲しみや憎しみを感じ取って、こみ上げてくる涙をどうにか留めようと、口を両手で押さえた。

　当然だ。彼は幼い我が子を、自分が死んだ後、理り不ふ尽じんに殺されたのだから。

「しかし、あの子供を棺に入れても、何も意味は無かった。八つの棺に入るべき者は、どんなに時代が移り変わろうと変わらない。決まった八人の魂たましいの器であったからだ」

「……八人の……器……？」

「紅魔女。お前はその一人だった。ゆえに八つの器は揃そろわず、緑の幕の八幕目が降りないまま、この二〇〇〇年間、不完全な姿で作動し続けている。八つの幕が揃って初めて、この緑の幕は鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ幕となるのだ。愚おろかなかつての聖域の人間は、当時の混乱に恐きよう怖ふを感じ、棺に気休めを供えた。全ては、俺が紅魔女の遺体を回収出来なかったせいで起こった悲劇……。これに関して、俺は自分の大きな過ちを認めよう」

　勇者は彼らしくもなく、その冷れい徹てつなはずの瞳を伏せた。

「……そんな……」

　私は、地に伏せ泣くユリシスを、見開かれた瞳でまっすぐ見つめ、辿たどり着いた一つの真実をおおいに悔くいた。

　この場所に、かつての黒魔王と白賢者の遺い骸がいがあるのに、紅魔女が居ないと言うことだけで、簡単に納得出来たのだ。

　緑の幕を展開する為の燃料と言われても、訳が分からないのに、私の口をついて出てくる言葉は、決して間ま違ちがっていると思えない。

「ごめん……ごめんなさい……ユリシス……」

　今まで力を入れていた足が、がくりと折れる。

　頭を抱かかえ、こみ上げる後こう悔かいの念に、体中が支配されていく。

「ごめん……ユリシス………。私が……私があんな事をしたから……っ」

「違ちがう……マキちゃんが悪い訳じゃない……マキちゃんは悪くない……っ」

　私がその言葉を口にする度に、ユリシスは苦しそうに首を振った。

　だけど、行き場の無い恨みや憎しみがまた彼を苦しめている。

　見ていられない。どうしよう。

　どうしたらいい。

「ユリシス……どうしたの、泣かないで？」

　そんな時、何も分かっていないはずのペルセリスが、目に涙を浮うかべながら、何度も何度も「泣かないで」と言って、ユリシスを正面から抱だきしめた。

　ユリシスにとって、それはどのような事だったのだろう。

　ユリシスは彼女の背に手を回し、縋すがる様にして抱きしめ返した。

「……っ。許してくれ……許してくれっ」

　彼女に見いだす、かつての妻の面おも影かげに、何度も懺ざん悔げの言葉を並べ、泣き崩くずれる。

　私はそれらの言葉を聞くたびに、じわじわと上り来る自責の念にかられた。

　自分はなんて暢のん気きに生きて来たのだろうって。

　大切な者の苦しむ姿を見て、自分のしてしまった事を思い知るなんて、どうかしている。

「おい、マキアしっかりしろ!!」

「……トール……わ、私……私どうしたら……」

「お前がここで倒たおれたらおしまいだ。気持ちをしっかりと持って、立て直せ！　俺たちはまだ何一つ、大切な事は聞いていないぞ！」

　トールはこの場で、ただ一人強く気持ちを持っていた。

　彼だって、かつての姿の遺体を見つけ意味の分からない複雑な念に苛さいなまれていたはずなのに、今ここで私たち三人の軸じくになれるのは自分しか居ないと、ちゃんと理解している。

「勇者!!　お前、決まった八人の魂の器と言ったな。魔ま王おうクラス……いわゆる俺たちのような、一〇〇万㎎を超える魔力を持つ者が、八人いると言う事か……」

「……惜おしいな。この棺ひつぎに入るべき魔王クラスを八人とし、その遺体を回収するべき者、つまり俺を含ふくめ九人だ。魔王クラスは千年周期に誰だれかしら生まれてくるが、全ての魔王が一度に揃う事は無い。要するに、次の器に取り替かえたいとヴァビロフォスが判断した者を、転生させる。……お前たちは二〇〇〇年前の事しか覚えていないだろうが、それ以前にも、何度も何度も転生を繰くり返し、そして俺に殺されその棺に設置されてきたのだ。〝始まり〟の時から、何度も何度も……」

「……始まりの……時……？」

　私は僅かに瞳に光を戻もどし、力無く聞き返す。

「なるほど。だから九人なのか……」

「……ユリシス？」

　表情を暗くしたままのユリシスだったけど、今は少し落ち着いた様子で、ペルセリスを優しく離はなし、袖そでで涙を拭ぬぐい、強い瞳で断言した。

「最初まで遡さかのぼれば、〝九〟と言う数字は簡単に出てくる。〝メイデーアの九柱〟だ」

　ユリシスの言葉に、トールもハッとして、疑念と納得の滲む複雑な笑みを浮かべる。

「メイデーア神話の、この世界をつくった九の創世神か。………はは、なんて話だ」

　勇者はここにきてひんやりとした殺気を放ち、私たちを見み据すえた。

「そうだ。愚かなお前たちは、大切な何もかもを忘れているのだろうが。……メイデーアの神……それが〝かつて〟の、お前たち魔王クラスの正体だ」

　この言葉に、長い長い因いん縁ねんを乗せて。

　勇者はずっとこの事を告げたかったのではないかと、ふと思ってしまう程、彼の声は憎ぞう悪おと悲ひ嘆たんを帯びている気がした。










【トール、魔王の罪と新世界の作り方。】




　俺はトール。

　前世で、黒魔王と呼ばれた男だ。

　俺は今、その、〝黒魔王〟の遺体を前にしている。




「おおっ、藤ふじ姫ひめの遺体があるぞ！　カノン、お前も見てみよ!!」

　場の空気をぶちこわすような明るい声が響ひびく。

　シャトマ姫は今まで何の口出しもしなかったくせに、いつの間にか自分の遺体の納められた棺のもとまで行って、かつての自分の姿に驚おどろきの声を上げた。

「やはり妾わらわはいつの時代も美しいのお……。おいカノン、こっちへこい!!　見てみよ、妾の首が縫ぬってあるぞ!!」

「……」

　この女は正気か、と言いたくなるような事を平気そうに言う。

　勇者は一時沈ちん黙もくしていたが、言われるがまま彼女の方へ行ってしまった。

「見てみろ。綺き麗れいに縫い付けられておる。ギロチンの切れ味が良かったのだろう」

「……姫、今は話の途と中ちゆうだ」

「まあ良いではないかカノン。辛しん気きくさい」

　彼女はコロコロと笑った後、スッと真ま面じ目めな表情になる。

「神だとはいえ、我々はただの、無知で愚かな子供だった。最初の九人なんて、出来て間もない混こん沌とんの、世界の土台に召しよう喚かんされた、異世界の子供たちであっただけだ」

「……は？」

　俺は顔をしかめる。

「世界の境界線を飛び越え、類たぐい稀まれな力を得た九人の子供が、この世界をつくったと言う話だ。無知で馬ば鹿かで愚かな子供でも、あの場合簡単に、自分たちの世界をつくれた」

「……」

　俺たちは何も言葉が出なかった。

　自分の考えられる範はん囲いを超こえた、意味不明の話だったからだ。

　ペルセリスもずっときょとんとしていたが、メイデーア神話の神々の話になると一つ思いついた様に声をあげる。

「大樹の手前の碑ひ文ぶんに、神様たちの名前が書いてあるよ！」

　俺たちは急いで碑文の前に行き、その名を確かめた。




　想像と創造の神　パラ・アクロメイア

　戦争と破は壊かいの女神　パラ・マギリーヴァ

　空間と時間の神　パラ・クロンドール

　精せい霊れいの神　パラ・ユティス

　大地と豊ほう穣じようの女神　パラ・デメテリス

　運命と生命の女神　パラ・プシマ

　災いの神　パラ・エリス

　空と海の神　パラ・トリタニア

　魂と死と記き憶おくの神　パラ・ハデフィス




「……これが、九柱？」

　確かにこの国で良く聞くメイデーア神話の神々の名を、上から順に見て行く。

　ただ、すでにそれは聞いているだけで良い神話の名ではなく、どこか懐なつかしい、ドキリと胸を突つく名の様に感じるのだ。

　シャトマ姫は碑文を前に、俺たちに語って聞かせた。

「異世界から召しよう喚かんされた始まりの子供たちは、世界の基き盤ばんしか無いこの土地で生きていくために、まず九人の中でリーダーを決めた。それが、今では主神と言われているパラ・アクロメイアだ。彼を筆頭に、世界を構築する様々なものを、長い時間をかけ創造して行き、やがて彼らはそれぞれの力を見極め一人前になっていった。そのうちに土地を九つに分け、彼らは国家を持つ様になる。中心に、大地と豊穣の女神パラ・デメテリスの国を置き、聖地と定めた。ヴァビロフォスの事だ。緑の巫女みこのルーツは女神パラ・デメテリスにある。………しかし、これらが間違いであった」

「……」

「国を持てば、争いが生まれた。争いはそれぞれの国の文明を加速させ、ついには世界の最終兵器を生み出し、神話の最終章となる大戦争を迎むかえる」

「それは……」

　俺たちは先ほど見た、あの遊ゆう撃げき巨きよ兵へい、そして石せき盤ばんの巨人を脳裏にちらつかせていた。

「巨人族との戦い……〝ギガント・マギリーヴァ〟だ」

　シャトマ姫の言う重要なキーワードを強調するように、雫しずくが大地に落ちる。

「あの遊撃巨兵は、神話の時代を超ちよう古代文明と位置づけるなら、その産物と言える。神話は都合よく、巨人族と神々の戦いなどと英えい雄ゆう伝として語り継つがれているが、もともと巨兵は神々が戦争のために作り出した兵器だ。最終的にあの巨兵を用いた大戦争で、世界は一度滅ほろび、大地は四つに割れた。……その後、神々は自分たちの存在を反省し、世界を再構築する。……それが今の四大陸に分かれるメイデーアだ」

「……随ずい分ぶんぶっ飛んだ話だな」

　俺がいぶかし気にしていると、シャトマ姫は一度咳せき払ばらいをして、扇おうぎをパチンと閉じる。

「別に、全てを信用しろとは言わないよ、黒魔王。これは、この世界に残されたオーパーツや遺い跡せきから、推察出来る一つの見解だと思っていれば良い。ただの情報の羅ら列れつだ」

「……」

「まあ、カノンは全て覚えているのであろうが、こやつは口が堅かたくてな」

　シャトマ姫は「のぉ」と言って、勇ゆう敢かんにも勇者のわき腹を扇でつつく。

　本当に、この二人の関係は良く分からない。

　しかし、マキアは彼女がさらりと言った、一つの言葉が引っかかったようだ。

「……勇者、あんた、全部覚えているの？　そんなに遥はるか昔の事を……？」

　マキアがそれを聞いた時、勇者は僅わずかに眉まゆを動かす。

「そんな大昔の話はどうでもいい」

　奴やつの声が僅かに低くなった。

「問題は、メイデーアが再構築された後の事だ。神々は自分たちが、既すでにただの人の子ではなく、世界に多大な影えい響きようを与あたえる存在だと自覚していた。しかし、この世界を保つ為ために自分たちの力が必要な事も理解していた。……故に、メイデーアという世界の核かくでもあるこの聖地を、永久的に守るシステムを作り上げたのだ。各々が一〇〇〇年を周期に降臨し、世界の歴史を動かす大業を行い、そして遺体に留まる膨ぼう大だいな魔ま力りよくを、聖地を守るための燃料として収める……そういったシステムをな。しかし、転生を繰り返せば繰り返すほど、記憶は塗ぬり替えられ曖あい昧まいになって行く。かつての〝約束〟など忘れ、有り余る力を使い〝世界に関かん与よしすぎる〟事を、神々は恐おそれていたのだ」

　勇者はスッと、俺たちに瞳ひとみを向けた。

「それだけの魔力があれば寿じゆ命みようなんて関係ない。下手をすれば人間を超ちよう越えつした存在として、長く世界に君臨する事になる。そうなれば再び九人は集い、ギガント・マギリーヴァは繰り返されるだろう。……神々はそれを危き惧ぐし、神の一人を〝神を殺せる者〟……遺体の〝回収者〟と定め、彼らと同列の転生の輪から外したのだ」

　その〝回収者〟が誰だれなのか、今なら分かる。俺にも、マキアにも、ユリシスにも。

「……それが……あんただって言うの？」

　マキアの声は震ふるえていた。

　神が九人居るのに、棺ひつぎが八つしか無い事。

　俺たちが何もかも忘れているのに、この男だけが何もかも覚えている事。

　その全てが、俺たちを混乱させる。

「だったら……だったらあれはいったい何なんだ！　巨兵はすでに、この世界にいるじゃないか!!」

「あれは試作品だ。オリジナルはあのようなレベルではない」

　俺の意見に対し、勇者は鼻で笑う。

「長い時間をかけ大地の下に隠かくした、超古代戦争の傷きず跡あとを、掘ほり返す惨さん事じがあっただろう。西の大陸の大だい爆ばく発はつ……あれのせいで大地はえぐられ、その下に眠ねむっていた悪質なマギ粒りゆう子しが露ろ見けんした。あのマギ粒子は、大昔の戦争の名残なごりだ。これにより、西の大陸は死の土地と化した」

　勇者は容よう赦しやなく続けた。

「しかし、その汚お染せん地帯に自ら踏ふみ入ったのが、一〇〇〇年前の魔王クラス……北の大陸出身の〝青の将軍〟だった。奴は、西の大陸に逃にげ延のびていた魔族の討とう伐ばつを志し、度々あの地に踏み入り、露あらわになった大地から出て来た古代の遺産や遺物を発見したのだ。……その時持ち帰ったものが、今のエルメデス連れん邦ぽうにあるとしたなら、彼らが巨兵の開発に辿たどり着いたのも納得出来るだろう」

「……青の将軍……そいつも魔王クラスって事は、そこの棺に並んでいる者なのか？」

「そうだ。奴が巨兵に辿り着く前に、俺が殺さなくてはならなかった。これが〝世界に関与し過ぎた〟良い事例と言ってもいいだろう。だが、青の将軍は非常に冷れい酷こくで、優ゆう秀しゆうな男だった。……殺すのにかなり手間取ったからな」

　勇者は拳こぶしを握にぎりしめて、遠くの記憶に映る者を睨にらんでいるようだった。

　一〇〇〇年前の事を俺たちは知らないが、藤姫の複雑な表情からして、その時代もそれなりの何かがあったという事だろう。

「勇者……いや、勇者と言うのは、結局僕らの時代に、僕らを討つためのていの良い立場と言った所か。お前は今回も、僕らを殺す為にここに居るのか。ならばなぜ、こんな話を言って聞かせた。今までの様に、どんな手を使っても殺しにかかれば良かったものを」

「……白賢けん者じや、そなたの疑問はもっともだな」

　ユリシスの問いには、シャトマ姫ひめが答える。

「しかし、我々は転生したからには、何かしら〝大業〟を成し遂とげねばならぬ。二〇〇〇年前のお前たちが、魔ま術じゆつと言うものを確立したように。一〇〇〇年前の妾が、聖少女として国を守った様に。カノンは回収者として、大業を成し遂げた魔王しか殺せないのだ」

「……大業？」

「ああ。妾は今世の大業を、エルメデス連邦の侵しん略りやく阻そ止しと決めた。カノンもそれを了りよう解かいしてくれている」

「あ、あなたはそれを成し遂げた後、この男に殺されることを受け入れているのですか!?　それで良いのですか」

　ユリシスはすかさず聞き返した。

　しかし、シャトマ姫は扇を手のひらに打ち、断言する。

「ああ、それで良い。妾はその運命を受け入れよう」

「……」

「しかし、一つ言っておこう。……そなたたちは妾とは違ちがう。当然、人として生まれたのだから生き延びる道を選び、回収者であるこいつと戦う選せん択たくをしても良い訳だ。この男を殺し、自分の人生を勝ち取る。その戦いもまた良いものだろう。もとよりこの男も、それを覚かく悟ごしている。……なあ、カノン」

「……」

　ユリシスはただ言葉の真意を見極めようと黙だまったまま。

　俺は舌打ちをして勇者を睨んだ。

　こいつにただ殺されるなんて、それが世界の決まり事だと言われても納得できない。

「……で、でも……」

　そんな中、マキアだけが戸と惑まどってしまっていた。

　かつて、マキアが自じ爆ばくしたせいで狂くるった歴史が、確かにあったからだ。

　大きな不安が俺の中に沸わき起こり、とっさに彼女の肩かたを摑つかみ、強く言う。

「マキア、複雑な事は考えるな！」

「……トール、でも、私……」

「良いから。今は何も考えるな……っ」

　だけどマキアは心ここにあらずと言う様子で、自分の罪に戸惑っている。

　あの水の棺にいる、白賢者と緑の巫女の子供は、今後マキアに付いて回る、拭ぬぐいがたい罪の証だ。

　俺が何を言っても、彼女は意識せずにはいられないだろう。

「ならどうする」

「……？」

「ならばこの時代に生まれたお前たちは、何を成し遂げるべき〝大業〟と定めるのか？」

　シャトマ姫は、俺たちに問う。

　おそらく、これから俺たちが見つけていかなければならない、まだ答えの出ない事を。




「ウウッ………ゴホン」

　聖地の清らかで静かな空気は、大きな咳払いでかき消された。

　この庭園の入口の境に、誰かが立っていたのだ。

「こんな所に居たんですね、いきなり消えたからびっくりしたよ。転移魔ま法ほうですか？」

　レイモンド卿きようだった。

　ユリシスはハッとして、その男を驚おどろきの瞳で見ている。

「なぜ叔父おじ上うえがここに……」

「なぜって、彼に入れてもらったんです。多分ここだろうって……まあ予測はついていたので」

　レイモンド卿は後ろをチラリと見た。そこには片眼鏡モノクルをかけた男がいた。

　教国の人間だろうか。

「……メディテ卿」

　マキアは彼の名を呟つぶやいた。ああ、こいつが例のメディテ卿か……

　しかし、彼らは入口に留まったまま、近寄っては来ない。

「一応決まり事でね。私たちはここから聖地には入れない。こういう事にうるさいからね、教国の人間は」

「レイモンド卿、あなたがここまで立ち入る事を許可するのも、教国としては相当レアな事なんですけどねえ。あなたが無茶言うから」

　メディテ卿は入口の柱にもたれかかって、嫌いや味みったらしく一言口を挟はさむが、そこにいるだけの傍ぼう観かん者を気取っている。

　シャトマ姫はレイモンド卿の方に向き直った。

「ほお……レイモンド。もしかして全て聞いておったのか？」

「ええ、話は全て聞かせてもらいました。いえ、何か口を挟むつもりはありません。目の前であれだけの力を見せつけられたのですから納得する他ありません」

　彼は俺たち三人を見て、そしてグッと顔を引き締しめた。

「殿でん下か、そしてそのご友人。あなたたちは、三大魔王の生まれ変わりだったんですね」

　ユリシスは眉根を寄せ、探る様に彼に問う。

「だったら、どうするおつもりですか。叔父上」

「ぜひ、彼らには王宮に留まっていただきたい」

「駄だ目めです」

　一歩前に出て、ユリシスは断言。

「僕らを手中に入れておくつもりでしょう。僕はまだ良い、この国の王子なのだから。しかし、この二人は別です。たとえ三大魔王の前世を持っていても、今は新しい人生を歩み、両親がいて故郷がある。あなたは僕らを、連邦の脅きよう威いに対たい抗こうする兵器にしたいだけだ！」

　しかしレイモンド卿は怯ひるまない。

「それの何が悪いと言うのです、殿下」

「……!?」

「陛下は今回の事態を重く受け止め、フレジールとの関係をより強固なものとするおつもりです。国民は他国の脅威を目の当たりにし、混乱しています。今日、この日から、この国は今までと違った道を歩んで行く事でしょう。そんな時に、兵器と言っても過言ではない力を野放しにしておく事はできません」

　ユリシスは「しかし」と、反論しようとしたが、俺は彼の肩に手を置き、首を振ふる。

「ユリシス、もういい。……そこのおっさんの言う通りだ。俺も、マキアも、最初からそのつもりだった。でなければ、あんなだだっ広い人前で魔法をお披ひ露ろ目めなんかしない」

　俺はちらりとマキアを見る。マキアもこくりと頷うなずいた。

「ここまで来たら、もう三人が別れている意味が無いもの。側に居た方が良いし、王宮は情報も集まりやすい。……お父様とお母様を、悲しませる事になる……けど……」

　そう言いながらも、やはり、彼女は少しだけ視線を逸そらした。

　マキアの脳裏によぎったのは両親の事だったのだろうか。

「王宮に留まって頂けると言うなら、あなた方が求めるものを何だって用意しましょう。決して無下に扱あつかったりいたしません。敬意を持って、それなりの地位も用意します」

　レイモンド卿は真ま面じ目めな顔を、最後だけ少し緩ゆるめた。

　シャトマ姫がレイモンド卿に扇おうぎの先を向け、言う。

「話が終わったならさっさと出て行けレイモンド。ここは神聖な場所。政治の話をするような場所ではない」

「ええ、もうですか？　今来たばかりなのに？」

「心配しなくても、こやつらは逃げも隠かくれもしない。……ただ、膨ぼう大だいな情報を与あたえてしまった。それを整理する時間が必要なだけだ」

　そうだろう、と、シャトマ姫の視線は、確実に俺たちを捉とらえていた。

　ふっと柔やわらかい笑みを作り、彼女はレイモンド卿を追い払はらう様にして、自らもこの聖地を出て行こうとする。

　勇者もまたシャトマ姫の後ろについて、この聖地を後にした。

　俺たちに背を向け、決して振り返る事無く。

　うるさい奴やつらは一人として居なくなり、聖地は恐おそろしい程の静けさに包まれた。

　やがてマキアは、ゆっくりと膝ひざをつく。

　今までの緊きん張ちよう、抱かかえ込んだ膨大な情報と罪の意識に耐たえられ無いと言った様子で。

　ユリシスも、かつての息子むすこの眠ねむる棺ひつぎを静かに見つめ、声も上げずに泣いていた。

　ペルセリスは何も言わずに、ユリシスの側にいる。

　俺はただ一人しっかりと立って、黒魔王の棺を黙って見み据すえていた。




　俺たち三人の魔王の罪は、後こう悔かいは、三者三様。

　ユリシスは家族を置いて死に、俺は巨兵を生み出す魔法と担い手を残した。

　マキアは、大陸を破は壊かいした。それがユリシスの罪も、俺の罪をも繫つないで行く。




　サワサワと、囁ささやくような大樹の葉の擦すれる音。

　ここは地下で、葉を揺ゆらす風なんて無いのに、その音は確かに聞こえてくる。

　否応無しに、告げているのだ。

　水の棺と、俺たちの今の体の間にある、見えない鎖くさり。




　それは決して、切れるものではないのだと。










【マキア、王宮の長い廊ろう下か。】




　私はマキア。

　王宮の長い長い廊下が、私には永遠に続くように思えた。

　でも、それならそれでいいのに。




　兵士によって大きな飾かざり扉とびらが開かれ、その向こうの部屋に居るお父様とお母様と対面した。

　彼らはとても不安そうな顔をしている。

　そんな顔は、見たくなかった。

「……マキア……」

　昨日の騒そう動どうの後、私はすぐに両親に会う事は出来なかった。

　港にて、両親は混乱する人々の中で、私たちが魔法を使って巨兵を撃げき退たいした所を見ていたらしい。全ては彼らの目が確かめていたとは言え、私の正体を知ったら、きっと酷ひどく傷つくでしょうね。

「マキア、良かった無事で……」

　お母様は少し疲つかれた顔をしていたけど、私を見るとホッとしたのか泣いてしまった。

　お父様はグッと表情を引き締め、私と、私の後ろで複雑な表情をしているトールに顔を向ける。

「マキア……そしてトール……。お前たちが無事で、本当に良かった。昨日港ではぐれてからは、生きた心地ここちがしなかった。私は……」

「お父様」

　彼の言葉を遮さえぎり、私はゆっくり顔を上げ、そして告げる。

　本当の事を。

「お父様、見てたのでしょう。私の魔法……」

「……マキア、しかし」

「私は……私は……」

　私は紅魔女です。

　この世界の、仇かたきです。

「私は、二〇〇〇年前に西の大陸を滅ほろぼした〝紅魔女〟の生まれ変わりなの。生まれた時から、その記き憶おくを持っていた……。今まで黙だまっていてごめんなさい」

「な、何を言っているんだ、マキア……」

「……」

「さあ、デリアフィールドに帰ろう。いつもの様に、あの穏おだやかな土地で、家族みんなで過ごすんだ。トール、お前もだ。皆みなで帰ろう」

「……御お館やかた様」

　私とトールは、その場から全く動かない。

　お父様がいくら手を伸のばしても、それをとる事は出来ない。

　この世界に生まれ、初めて見た人の顔。それが両親だった。生まれた赤子の瞳ひとみは、本当はもっとキラキラしていて、まっさらなはず。そこから書き込んでいく新しい情報があるはず。最初のそれが、両親であるはず。

　でも私はそうではなかった。

　そうではなかったのよ。

　デリアフィールドの日々を退たい屈くつだと、億おつ劫くうだと、どこか冷めた目で見ていた。両親がどんなに愛情を持って私に接してくれても。

　でも……お父様はトールを連れて来てくれた。

　それだけで、トールを見つけてくれただけでも、お父様が私の理解者だった証になる。

　私たちに前世の記憶がある事を全く知らなかったくせに、お母様はそれを聞かずに、私たちの関係を特別なものだと認めてくれていた。

　私は紅魔女であった、その冷めた気持ちを、柔らかく温かい、緩やかな生活の中で徐じよ々じよに溶とかされていったんだわ。

　地球ではいつまでも前世の記憶に引きずられ、殺さつ伐ばつとしていたのに。

　デリアフィールドではここから始まる関係があるのだと、ここから始まる自分もちゃんと居るのだと、やっと最近になって分かって来たのに……

　ドレスを摑つかみ、拳こぶしを握にぎりしめる。

「お父様、お母様。私は紅魔女として、再びこの世界に生まれた、その責任を果たさなくてはいけないの」

　違ちがう。

「今日からこの王宮に留まって、この国を守る為ために王宮の最高顧こ問もん魔術師として……」

　違う。

「だから、お父様たちとデリアフィールドには帰れないの。……だから、私……」

　違う違う違う。そんな事が言いたかったんじゃない！

　ありがとう。

　今まで、あんなにも愛情をもって育ててくれて。

　その言葉を言わなくてはならないのに、どうしても出てこない。

　真っ赤なドレスをひしと摑んだまま、歯を食いしばる。ドレスの布越ごしに、爪つめが手のひらに食い込んでいく。

　顔を上げ、お父様とお母様をちゃんと見た時、目に入って来たのは、私が二人にあげた花のブローチだった。彼らの衣服に、どこか不ふ釣つり合いな、安っぽいブローチ。

　私にとって両親とは、この二人とは何だったのか、今はっきりと思い知る。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい!!　私は、私はあなたたちが望むような娘むすめじゃない!!　ごめんなさい……私はこの世界で、最も罪深い魔女……っ！　この世界をめちゃくちゃにした、誰だれから恨うらまれてもおかしくない存在なの!!」

「……マキア……」

　私が何度もごめんなさいと叫さけぶたび、お母様はその顔を悲しみに歪ゆがめ、震ふるえながら足を崩くずした。私はそんなお母様の姿を見たくなくて、その場から逃にげ出そうとする。

「待ちなさいマキア！　そんな言葉は認めないぞ!!」

　お父様は私の腕うでを取って、背を向ける私に必死で言葉を投げかける。

「お前がいったい何者なのか、そんな事はどうでもいい事だ！　もしお前が、その力のせいで王宮に留まる事を強要されているなら、私は死んでもお前を連れて帰ろう。死んでもだ!!　お前を兵器になんかするもんか……っ」

　お父様は本気だった。

　おそらく何もかもを理解していない。彼の言葉は色々な意味で無茶苦茶だったけれど、ただ必死に、私に気持ちを、言葉を伝えようとしている。それだけは分かる。

「お前が私の娘であった事を否定すると言うのか！　そんな事は許さないぞ。お前が私たちから生まれて来た事実は変わらない。それが、お前が我が子であり、私たちがお前の親であると言う事だ。そうだろう、マキア……マキア……っ」

「……お父様……」

「許さないぞ。父さんは……私は……。お前は賢かしこくて、優しくて……食べる事が大好きで、好き嫌きらいも無くて……手のかからない私の可愛い娘だ。可愛い……可愛い可愛い……自じ慢まんの娘だ。私の……っ」

　お父様は首を何度も振ふって、涙なみだを流しながら途と切れ途切れの言葉を紡つむいだ。

　その言葉は震えていて、とても聞いていられない。

　最後の最後で、こんなに良い人たちを悲しませるなら、私はやはり紅魔女だ。

　最悪の魔女だ。

　私は口元をわなわな震わせて、瞳を潤うるませた。

　ゆっくりと、体をちゃんとお父様の方に向け、私の腕を縋すがる様に摑むお父様の老いた手の上から、自分の手を重ねる。

「お父様。ありがとう。……お母様も。こんな私でも、娘だと言ってくれるのね。……でも、これは強要された事ではないの。私が、トールが、一いつ緒しよに決めた事だから。私は大業を成さなければならないの」

「……大業？」

「それが何なのか、まだ分からないけれど。きっとデリアフィールドに居たら見つからない事なんだわ」

　お父様の瞳は、私の青い瞳と近い色をしている。

　同じではないけれど、とても近い色。




　泣かないでお父様。




　私はちゃんとお父様を見て、そしてニコリと笑った。

　笑った瞬しゆん間かんに、たった一筋流れ落ちた涙が、私の彼らへの確かな愛情。

　トールやユリシスとは違うかもしれないけれど、これも確かなものだと、今なら分かる。

「心配しないで。デリアフィールドを、もっともっと豊かな土地にして、美味おいしいものを王都まで届けてね。……お母様と、ずっと仲良く一緒に居てね」

「……マキア……」

　お父様は一瞬とても悲しそうな顔をした。

　しかし、辛つらそうにしながらも笑みを作り、言葉を絞しぼり出す。

「ああ、分かった……お前が自分で、決めた事なんだな。それなら私は何も言うまい。でも、決して忘れてはいけない。私はずっと、あの麦ばく穂すいの向こう側の館で、お前を、お前たちを待っている。紅魔女だからと言って、帰ってはいけないなんて思っちゃ駄だ目めだよ。お前たちには帰る場所がある。もう何もかも上手くいかなくて、何もかもに絶望して、何もかもを敵だと思っても、お前たちが安らげる場所は、確かにデリアフィールドにあると言う事を……絶対に、絶対に忘れてはいけない。全てが終わったら、必ず帰って来なさい」

「……」

　私はお父様をゆっくりと抱だきしめ、その匂においを体いっぱいに吸い込む。

　帰る場所を、決して忘れない為に。

「ああ……マキア……マキア……っ」

　お母様がふらつく足で立ち上がり、私に抱だきついた。

　彼女の温かさは、生まれた時に初めて感じたもの。

　もっと、もっとちゃんと、この温かみを嚙かみ締しめておくべきだった。

　どれだけ貴重なものであったか。

「ありがとう、お父様、お母様。……じゃあ、私……行くからね」

　これ以上この二人に触ふれていると、どうしても名残なごり惜おしくなる。

　きっとこの先、両親と会う事が二度と無い訳ではないけれど、それでも確かに、この瞬間から、変わってしまうものがあるだろう。

〝今まで〟は、もう二度とこないのだから。

　私は二人をゆっくりと離はなし、そして背を向け、扉とびらへ向かう。

　トールは始終無言だったけれど、最後にお父様の方へ向かい、頭を下げた。

「御館様……本当にお世話になりました。俺を、こんな俺を拾って下さって。マキアは俺が、絶対に守ります。絶対に、あのデリアフィールドに帰しますから……っ」

「君もだぞ。分かっているな、トール。君も私の息子むすこであり、君の家もあの館だ。絶対に二人で帰って来なさい。マキアを……頼たのんだぞ……っ」

　トールの手をしっかりと取って、何度も力強く握り言い聞かせる。この時のお父様は、息子を励はげます偉い大だいな父のような、威い厳げんのある瞳だった。

　だんだんと遠くなっていく二人の温もり。

　泣き崩れるお母様。呆ぼう然ぜんとしているお父様。

　ああ……私はなんて親不孝者だろう。

　優しい人たちを、あんなにあんなに、あんなに悲しませて。

　兵士が開いた扉から、私とトールは出て行く。扉が閉まる時、私はその間から、彼らが欠片かけらも見えなくなるまで瞬まばたきもせずに見つめていた。

　隙すき間ま無く扉が閉ざされた後、私はドレスを力強く摑んでいたその手を、ゆっくり離した。

　すっかり手がしびれてしまっている。

　そして、また永遠にも思える、王宮の長い長い大理石の廊ろう下かを歩いていくのだ。

「ねえ……何でかな。私、あんたとユリシスさえいれば良かったの。それだけで、今までは満足だったのに。いつの間にか欲よく張ばりになっちゃったみたいよ……」

「……それは、多分正しい事だ」

「……」

「辛いな。あの二人のあんな顔は、もう二度と見たくないと思ったよ。本当に……」

　トールの声は淡たん々たんとしていたけど、彼の中にもデリアフィールドへの、あの両親への愛着があったのを知っている。

　私たちは確かに、あの二人の子供だった。

　何があっても、帰る場所がある。それは、ここ数日で得た膨ぼう大だいな情報に混乱していた私にとって、たった一つの支え。

　背筋を伸ばし、体を支える、コルセットのようなもの。




『もう何もかも上手くいかなくて、何もかもに絶望して、何もかもを敵だと思っても、お前たちが安らげる場所は、確かにデリアフィールドにあると言う事を、絶対に、絶対に忘れてはいけない』




　視界の定まらないその虚うつろな瞳ひとみのまま、先ほどお父様に言われた言葉を思い出し、そしてまた、一筋涙を流した。

　その言葉が、今の私たちにとって、どれほどの救いであったか。

　あなたは多分知らないでしょうね、お父様。










【トール、記録の人。】




　俺はトール。

　ここ三週間の事を語ろう。




　あの日以来のルスキア王国は、ちょっと普ふ通つうじゃない。

　無理も無い。おめでたいはずの聖教祭は、最悪のフィナーレを、あの巨兵ギガスによって迎むかえさせられた。

　聖教祭が終わってすぐ、ルスキア国王はフレジールとの協定に応じ、今後移民の受け入れを拡大し、軍事協力、物資の提供を惜しまない姿勢を示した。そのかわり、この国をフレジールの艦かん隊たいが守る事になる。

　全てフレジール王国とレイモンド卿きようの思うがままに進んだと、この事件に関して物申す者も居た様だが、やがて揉もみ消された。

　確かにフレジールの彼らは計画の上で、巨兵を南の大陸に促うながしたのかもしれないが、どのみち、いずれ我が国にたどり着いていた脅きよう威いだ。

　フレジールによる防衛が約束された茶番劇の中で、この国の民衆があの化け物を見る事が出来たのは、もしかしたら幸いな事だったのかもしれない。

　さて、フレジールの食えないお姫ひめ様、シャトマ姫にはいくつか目的があったようだ。

　一つ目は、やはりフレジールとルスキアの協定を確かなものとして結ぶ事。

　二つ目は、試作品の巨兵に〝緑の幕〟がどれほど耐たえられるのか試すと言う事。

　三つ目は、三大魔王の生まれ変わりである俺たちが、どう動くか確かめたかった事。

　おそらく、俺たちを表に引きずり出したかったのだろう。

　怖こわいお姫様だ。きっと、全ての目的は達成された。

　フレジールの客人は協定を結ぶと、速やかに、残った戦せん艦かんを率い、巨兵の死し骸がいをもってフレジールへと帰っていった。




　さて、この混乱のせいで、予測されていた次期国王の決定は先延ばしにされた。

　今回の事で、よりレイモンド卿を強く支持する声も上がっているが、レイモンド卿への　反発意見も同時に強まってしまった。

　とりあえずレイモンド卿は副王という立場に落ち着き、今までより幅はば広ひろい権力を行使出来る様になったが、まだまだ国内の問題は絶えない様だ。

　そうそう、俺たちはルスキア王国の最高顧こ問もん魔術師としての地位を得た。

　これは王宮魔術師の組織から独立した、副王のすぐ下につく、発言力のある立場の様だが……どう扱あつかわれるのか、今から少し警けい戒かいしている。

　あと、あの黒ローブの連中。黒魔術の一族、トワイライト。

　俺の前世、黒魔王の血を継つぐ者たちだが、彼らはフレジールとルスキアを行き来しながら、二つの国家共同で行う、魔導兵器開発に関わっていくらしい。

　なんにしろ、俺とマキアは、あれからずっとこの王宮に留まっている。

　先ほど、デリアフィールドの御お館やかた様から、マキアへの贈おくり物が届いた所だ。

　俺はそれを持って、彼女の元へ向かっていた。




「おや、君はトール・サガラーム君」

　王宮の一角に、小さな礼拝堂がある。

　そこを通り過ぎようとした時、俺はある人物に声をかけられた。聖なる礼拝堂だと言うのに、その人は祭さい壇だんの前で煙管キセルをふかしている。

「……あなたは……メディテ卿」

「あれ。聖域でちょっと会っただけなのに、知ってくれていたとは。光栄だよ黒魔王様」

　マキアから胡う散さん臭くさい人だと聞いていたけど、前世名で呼んで来るあたり、これはかなり。

「いやね、俺も見えるからね……魔力数値が。この片眼鏡モノクル、メディテ家の名前魔女の瞳を集めに集めて作られたえげつない魔法道具でね。ちなみに俺は、およそ六八〇〇㎎で、到とう底てい魔王クラスになんか及およびもしないけれど、一いつ般ぱん人ならなかなかな数字だろう？」

「……前にマキアが、言ってました。凄すごい数値のおじさんがいるって」

「はあ～。やっぱり俺はおじさんなのね」

「でも、この国の一般魔術師でその魔力数値なら、最高値と言っていいでしょう。魔法を知らない平民の平均値は、僅わずか二〇〇～三〇〇㎎ですから」

　俺は、メディテ卿を探る様に見る。

　メディテ卿は気にしちゃいないが。

「だったら、ミリオン超ごえをしている魔王クラスって相当な別次元だよねえ。神だと言われても、なんらおかしくはない。むしろ神でなければあの数値はあり得ない！」

「……」

「しかしまあ、神って言ったって、何にも上手く行ってない様だ。ミスがミスを生んでいる有り様に見える」

「……あなたはいったい、何が言いたいんですか」

「いやあね。君たち魔王クラスの〝始祖〟を神々と定めたのは、結局はその後の人間だからねえ。彼らは大きすぎる力を得た人の子で、それを魔王と言うなら魔王。英えい雄ゆうと言うなら英雄。……万能なんかじゃないんだなって思ってさあ。でもそんな所が、非常に魅み力りよく的だと思うよ、俺は」

「……」

「何度も転生し、その記き憶おくを曖あい昧まいに塗ぬり替かえ、大きすぎる力故に世界を動かす。そのうちにあの〝回収者〟に殺され、自分の遺体を緑の幕を展開する為ための燃料として聖地に捧ささげる。この世界がある限り、彼らはこれを繰くり返す。神と言うより、まるでこの世界に鎖くさりで繫つながれた、永遠に世界に奉ほう仕しし続ける奴ど隷れいだ。彼ら自身でつくったシステムとは言え、最高に残ざん酷こくで、最高に狂くるってる。非常に、興味深い」

「……いったい、何者なんだあなたは……。俺たちにとって」

　あの聖域での事情を知っている者は少ない。

　無関係の人間で知っているのは、レイモンド卿と、このメディテ卿くらい。

　レイモンド卿は、俺たちを利用したいと言う分かりやすい目的があるわけだが、ならこの男は何なんだろう。俺たちに、何を求めていると言うのか。

「俺はねえ……君らの事を〝記録〟している者だよ。ほら、これを見てごらん。自じ慢まんの記録帳だ！」

　この男が自慢げに袖そでの中から取り出した、分厚いノート。

　胡散臭いと思いながらもパラパラめくった所、思わず仰ぎよう天てん。




『◯月二二日、ユリシス殿でん下かが無数の精せい霊れいと戯たわむれている。ありゃ、神童ですわ』

『◯月一二日、マキア・オディリールと言う少女と出会った。とんでもない魔力数値、魔王クラス見つけちゃった!!　こりゃ葡ぶ萄どう酒しゆが止まらない』

『◯月三一日、フレジールの客人が聖教祭を前にルスキア王国へやってくる。ユリシス殿下はカノン将軍に対しピリピリしている様だ。付け回って彼らが会話しているのを聞いちゃったんだけど、凄いよ。こいつら白賢けん者じやに藤ふじ姫ひめに伝説の勇者だって！　こりゃあド派手な宴うたげが始まるぞ!!』

『◯月六日、舞ぶ踏とう会で再びマキア嬢と遭そう遇ぐう。相変わらず俺の事をおじさんと言う。彼女のお付きの少年がユリシス殿下と話しているのを垣かい間ま見みたんだけど、いや凄い。この少年、今までで一番の魔力数値で驚きよう愕がく。またこそこそつけまわって聞いた所、マキア嬢はやはり紅魔女で、この少年は黒魔王だとか。興奮し過ぎて眠ねむれません!!』

『◯月七日、前々から教国には伝わっていたけれど、いよいよエルメデス連邦が巨兵をルスキア王国に放ったようだ。まあ魔王様たちの前じゃ可哀かわい想そうなお人形だった訳だけど……』




　この感情駄だ々だ漏もれの記録帳をかいつまんで読んで、俺はただ失語。

　あ、やばい。この人ストーカーだわ……

「ちなみに、◯月三一日にうちの奥さんの妊にん娠しんが発覚したんだ。もうね、二重でお祝いしたい日だったねえ」

「……おめでとうございます」

「後から、トール君と会話した事も記録しとくよ」

「……」

　とてもリアルが充じゆう実じつしていて、人生楽しそうですね。

　何だかもう読むのが怖いなと思って、記録帳を適当に見流した。すると、最後のページに、このメイデーアで最も有名な、神話の壁へき画がを模写した紙が挟はさまれていた。

「神々の……帰き還かん……」

「そうそう。その題の意味が、トール君にも理解出来つつあるだろう？　魔王たちはね、集いつつあるんだよ……」

　メディテ卿は煙管を口から外し、その絵に見入っていた。

「これは、神話上どの話の一部なんですか。最も有名な壁画ですけれど。どの資料もその事に触ふれていませんよね」

「ふはは、どの話でもないんだよ。これは未来を描えがいたもの……予言のようなものなんだって。うちの婆ばあ様が言ってた」

「未来を？　古代の時代に……？」

「何でも、九人が揃そろう周期は、星々が縦に並ぶ様にやがて訪れるらしい……」

「……それって……」

　いったい、どういう事なんだろう。

　俺はますます、訳が分からなくなった。

「全ての魔王クラスが揃う時は、世界を始める時か、世界を終わらせる時だけなんだって。巨人族の戦いギガント・マギリーヴアなんて、結局はそのきっかけでしかない。全ては聖地ヴァビロフォスの御み心こころのままに……」

　濃こい煙けむりの匂においが、礼拝堂をゆらゆらと漂ただよう。メディテ卿きようは続けた。

「メディテ家はね、君たち魔王クラスの成す事を……そう、大業を記録しなければならない使命を教国より承っている。それはもう、遥はるか昔からね」

「……記録？」

「そうそう」

　メディテ卿はパッとノートを取り上げ、すぐに広い袖の中にしまってしまった。

　というか、その袖どうなってんの？

「俺は君たちを外から見ているただの一般人にして記録人。そして、君たち魔王クラスの大ファンだ。おそらく、君たちの周りを性しよう懲こりもなくうろちょろするけど、まあそんなに気にしないでくれ」

「いや、気になりますけど」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　何が？

　いや、まあでも……魔王たちの大業を記録する存在、か。

　あんなシステムがあるくらいだから、そう言う存在がいてもおかしくないだろう。

「今からマキア嬢のところへ？」

「ええ、はい」

「よろしく言っておいてくれ。彼女は今、とても複雑な立場だからねえ。俺としては、出来るだけ面白い魔王の物語を拝みたい所だ。君たち三大魔王の、前世の行いの結果は既すでに世界中に出ている。なら、これから君たちは何を見て、何を知り、何を大業として成すのか……あああ、今後が楽しみだよ」

　メディテ卿は愉ゆ快かいそうにそう言うと、ルンルンとした軽い足取りで、その場を去った。

　俺たち魔ま王おうクラスに比べたらみみっちい魔力しか無いくせに、どうにも胡散臭いのが前面に出て来る人で、元気が良さげなのがまた厄やつ介かい。




　これから何をすれば良いのか、それは自おのずと分かって来るだろうか。

　脳裏にちらつくのは、やはりあの巨兵。

　あれは、黒魔王の子孫が、俺の残した空間魔法と、発見された古代の遺産から開発したものだと、トワイライトの一族の少女は言っていた。




　黒魔王の残したもの、黒魔王の罪……か。

　デリアフィールドから届いた贈り物の箱を見つめながら、俺はしばらくその場に立ち止まっていた。







　　　エピローグ







　ピチピチピチ……

　どこからか聞こえてくる鳥のさえずり。




　私はマキア・オディリール。

　聖教祭から三週間が経ち、私は王宮の顧こ問もん魔ま術じゆつ師しとしての地位を得ていた。

　私は王宮の高い所に部屋をもらい、そこから出た空中庭園の、木こ陰かげになる部分を探して座り込んで、ただ一人静かに、沢たく山さんの事を考えている。

　流石さすがにもう、気持ちにも整理がついて、感情的になる事は無いけれど。

　ただぼーっと、ドレスの裾すそからのぼってくる蟻ありを見つめたりしている。

「おい、マキア。……どこに居る」

「……トール……」

　トールの声が聞こえる。

　彼は王宮にて、私の使用人と言う立場から一転。

　同等の王宮最高顧問魔術師の地位を貰もらったのに、相変わらず世話焼きなのよね。

「お、こんなところにいやがった」

　樹の裏に隠かくれていると、トールは後ろから覗のぞき込む様に私を見つけた。

「お前、届け物がきてたから、取ってきてやったぞ」

「あんた、まだ使用人体質が抜ぬけないみたいね」

「いいんだよ別に……」

　トールは私の隣となりにしゃがみ込むと、「ほれ」と大きな箱を差し出してくる。

「デリアフィールドからだ」

　それは、真っ赤なリボンのかかった、白い箱。

　何が入っているのか揺ゆらしてみようとした時、慌あわててトールが私の手を押さえた。

「馬ば鹿か!!　〝揺らすな注意〟って書いてあるだろう！　ほんと豪ごう快かいな奴やつだな……」

「あら、本当だわ」

　私はリボンを丁てい寧ねいに解く。

　箱を開けた瞬しゆん間かんから、ふわっと広がってきたのは、甘酸っぱいレモンの香かおり。

「レ、レモンケーキだわ！　トール、デリアフィールドのレモンケーキよ!!」

「おっ。そうだろうなーって思ってたんだよな」

　トールは指をパチンと鳴らし、ニヤリと笑う。

　私はレモンシロップのたっぷりかかったケーキの真ん中に、固定されたチョコプレートを見つけた。




〝マキア様ガンバ!!〟




「……」

「ガンバとか古い」

　うちのオネエ系パティシエ、バルナバの口調と声で再生されるので、多分そう。

　らしいなと思って、フッと笑った。

「あら？　まだあるわよ」

「……？」

　ケーキの台座の下のスペースに、小さな箱が入っていた。開けてみると、三本のフォークが並んでいる。赤と、黒と、白のガラス細工の施ほどこされた、美しいフォーク。

「このフォーク、カルテッドの品なんですって。あ……文書がある」

　箱の蓋ふたの裏に、きっちりと貼はり付けてあった紙を、慎しん重ちように剝はがし広げてみた。

　そこには、本当に拙つたない字で、読みにくい言葉が綴つづってある。




〝とーるせんせいえ　がっこはじまりました　ごはんおいしです〟




　覚えたばかりの、ヨロヨロとした字。

　最後の〝ブルーノ〟と言う字だけ、ちゃっかり綺き麗れい。

「あいつ……最後まで自分の名前しか書けなかったからな……はは」

　トールはなんだかんだ、嬉うれしそうに笑いながら、じっと教え子の手紙を見ていた。

　私も少し嬉しくなる。ここ最近、こんなに穏おだやかな気持ちになった事は無かったから。

「ユリシス、呼んでこなくちゃ！　これは三人でケーキを食べろってことでしょう？」

「あ、大だい丈じよう夫ぶ。さっき呼んどいたからもうすぐ来るはずだ」

　なんて話していたら、庭園の向こう側から「マキちゃーん、トールくーん」と、私たちを呼ぶ声がして、すぐにユリシスがやってきた。

「わあ、これがデリアフィールドの名物、レモンケーキかい？」

　ユリシスはしゃがみ込んで、ケーキをまじまじと見る。

　私たちは用意されていたフォークをそれぞれとって、ホールのケーキを周りから豪快に削けずって食べた。

「こういった食べ方は地球以来だなあ。王宮にいたら、綺麗に切られて出されるから」

「そう言えば、懺ざん悔げ同好会の部室でもこうやってホールケーキ食べた事あったわよねえ。〝透〟の誕生日、両親に忘れられたのカワイソーとか言って、私と〝由利〟で用意して」

「……でもほとんどお前が食べたんだけどな、〝マキ〟」

　木陰で、三人でケーキを囲んで、それをつつく。

　懐なつかしい名前と事件を思い出しながら。

　甘酸っぱいレモンケーキの、その味を嚙かみ締しめながら。

「ん？」

　トールが顔をしかめた。

　カチンと硬かたい音がして、彼は口から何か取り出す。

「……メモカプセルだ」

　小さく丸いカプセル。トールはそれを開け、チョコの包み紙程度の紙を取り出す。

「なになに？」

「ほら。マキア……お前に。奥様から」

「……」




〝ちゃんと食べていますか？　体には気をつけて下さいね　　──いつもあなたの事を思っている母より〟




　お母様の細い綺麗な字で、そう書かれていた。

　たった三週間会ってないだけなのに、懐かしいお母様の声が聞こえてきそう。

「ん……僕も何か嚙んだ……」

「これ、間ま違ちがって食ってしまいそうだな」

「食べたら食べたで、ちゃんと溶とける様になっているんだよ。まあ、せっかくだから気をつけて、全部見つけた方がいいけど」

　ユリシスは丸いメモカプセルを取り出し、それを開けた。

　ちゃんと側に置いてある白いハンカチで手を拭ふいて、メモを取り出す。几き帳ちよう面めんね。

「……ブッ」

「…………え、何」

「これトール君にだ……」




〝女遊びはほどほどに　　ｂｙヨーデル〟




「いやいやいや、いつ俺がデリアフィールドでそんな事した？　何言ってんのこいつ」

「……あんた女児に人気だったからね……」

　相変わらずのＫＹ、使用人ヨーデルの渾こん身しんの一いち撃げき。あのへらへらした顔を思い出す。

「良いなあ～。君たちは本当にアットホームな屋や敷しきにいたんだね。こんな風にメッセージを届けてくれるなんて……羨うらやましいよ」

　ユリシスがケーキをつつき、カプセルが無いか確かめつつ。

　私もケーキの最後の一口を食べた時、カチンと歯に当たったメモカプセルを取り出した。

　それを、ワクワクしながら開け、メモを取り出す。




〝ずっと愛しているよ　　──父より〟




　ふわりと鼻をかすめていくのは、最後にお父様を抱だきしめた時に吸い込んだ匂におい。

　お父様の匂いだわ……

「誰だれ？」

「……お父様」

　私は小さなそのメモを、トールにも渡わたした。

「多分これ、トールへの意味もあると思うから」

「……」

　トールは黙だまってそれを読んでいた。隣でユリシスが覗き込んでいる。

「いいね、いい言葉だね。……僕は父上に言われた事ないなあ」

「まあ、国王だしな。でも、お前は……」

　トールは何か言おうとして、途と中ちゆうでやめた。

　何を言いたかったのか、ユリシスは不思議そうにしているけど、私は何となく分かる。

　ユリシスの場合、言われる立場と言うより、言う立場としての気持ちの方が強いのではないかしら。

　彼はきっと、自分の息子むすこをこよなく愛していたでしょうから。

　トールはお父様からのメモを、私に返した。私はそれを受け取り、他のメモも集め、全部小さく折り畳たたむ。

「とっときましょ。大切にしまっておかなきゃ」

「それがいいよ。辛つらくなったら読むといい。……言葉は力だからね」

「……」

　優しい風が、私たちを通りすぎていく。

　ずっと心にあった、複雑な思いを、全部忘れた訳ではないけれど。

　懐かしいケーキを食べながら、私たちは久々に得た穏やかで楽しい時間に、染みる癒いやしを感じていた。

　三人でいる事が、泣きたくなる程嬉しい。

　私は二人を見て、僅わずかに目を伏せる。




「トール……ユリシス……。頑がん張ばろうね……」




　まだ平和な、青い空。

　私たちはこれから、頑張って頑張って、頑張らないと乗り切る事の出来ない沢たく山さんの壁かべにぶつかるのだろう。

　頑張ってもどうしようもない事もあるかもしれない。

　辛くて仕方が無くて、絶望する事もあるかもしれない。

　それでも、私たちは支え合える理解者でありたい。

　これから何を知って、何を思い出し、何を選ぼうとも。




　春の昼下がりの、どこか胸むな騒さわぎのする日差しの下でも、私はうつらうつらとし始めた。

　木こ漏もれ日が睫まつ毛げにかかって、パチンパチンと優しい泡あわの様に弾はじけている。




　おやすみなさい。

　もうぐっすり寝ねてもいいんだよって、どこからか聞こえてくる声。

　私がこの世界に生を受け、マキア・オディリールと言う名を得た、その時に聞いた子こ守もり唄うたのような、穏やかな風。

　愛しくて悲しい全てを、今ばかりは忘れて。




　おやすみなさい。
















　あとがき







　はじめまして、かっぱ同どう盟めいと申します。

　なにこのペンネーム……と思うかもしれません（というか思うでしょう）が、ペンネームをまともな名前に変えるタイミングを完全に逃のがしてしまい、ウェブ上で使い続けているもののまま、こちらを出させていただきました。

　もしかしたら、こいつ知ってるぞ、という方もいらっしゃるかもしれません。

　サイトの方で本作を読んでくださった方、いつもお世話になっております。

　この度は「メイデーア魔ま王おう転生記　─俺たちの魔王はこれからだ。─」をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　胡う散さん臭くさいペンネームで買うのをやめようと思ったけれど、るろおさんのイラストだしね、仕方ないね……という方も絶対にいらっしゃるはず。全力でありがとうございます！




　まさか、ファンタジア文庫様からこの作品を出していただく事になるなんて、これを書き始めた二年前のかっぱはまだ知らない……いや、今でもまだ信じてないです。

　本作は「小説家になろう」というサイトの隅すみっこで細々と連れん載さいを続けていたものですが、どちらかというとネットではかっぱ同盟って「幼な妻といちゃいちゃしているだけの、色々な意味でファンタジーな小説を書きまくってた危なげな奴やつ」としての認識が強いかもしれません。

　最初に他社様で書しよ籍せき化していただいた作品も、この手の作品でした。

　でも……幼な妻ものはいいですよ！

　大好きですよ。大好きだけどあまり需じゆ要ようが無いのか隠かくれているのか、巷ちまたで見つからないのでむしゃくしゃして書いた、という感じです。自給自足していただけです。

　もっともっと書きたい！　という永遠のマイテーマです。

　…………いや、そんな話はどうでもいいですね。

　実はこういう、少しズレた異世界転生ものも書いておりました。

「なんか普ふ通つうの異世界転生ものとちがくね？」と言われると、かっぱは「これは転生ものって言うより前世ものだよ！」と言い訳をしますが、実を言えば、かっぱが異世界転生ものを限りなく勘かん違ちがいして書き続けたのがこの作品です。

　魔王が地球を経由して転生を繰くり返す、メイデーアという異世界での記き憶おくの物語。

　最強もの？　恋れん愛あいもの？　家族愛？　前世の因いん縁ねん？　戦記もの？

　大好きなものを全部詰つめ込んだせいで、欲よく張ばり過ぎな物語になっており、とにかく長いです。そしてキャラクターが多いです。

　厄やつ介かいの極み、みたいな小説でしたが、これを書籍化したいと言ってくださった奇き特とくな編集様がおり、豊富なアイディアに導かれ、今お手に取っていただいているこちらの書籍という形に仕上がりました。

　読みやすく、楽しんでいただけるものになっていたらなと思うばかりです。




　担当の編集様。編集様にたまたま見つけていただけなければ、この書籍版は世の中に無かったんだろうと、ふと考える事があります。本当に幸運な作品です。何かとダメダメなかっぱをご指導いただき、また多くのアイディアをくださり、ありがとうございました。

　イラストを担当してくださった、るろお先生。もともとるろお先生のファンでしたので、イラストを担当していただけると知った時は一日中震ふるえておりました。表紙のトールとマキアを見た時の激げき震しんはもっと凄すごかったです。多た忙ぼうな中、素敵なキャラクターデザイン、イラストを本当にありがとうございます。

　また、ウェブ上で書いているだけでは分からなかった、一冊の本を出版する為ために携たずさわってくださる多くの関係者の方々に、心から感謝致いたします。

　なにより、ウェブ版を読んでくださっていたにもかかわらず、書籍版も応おう援えんしてくださった読者の皆みな様さま。書籍から読んでくださった読者の皆様。

　お手に取っていただいた皆様に、最大の感謝を！




　さて、タイトルから既すでに良からぬ打ち◯りフラグが立っている本作。

　二巻は用意してございます。もしこの後の魔王たちを気にしていただけるのなら、引き続きお付き合いいただければ嬉うれしい限りです。

　ではでは、今後ともどうぞよろしくお願い致します。





かっぱ同盟　












メイデーア魔ま王おう転てん生せい記き




─俺おれたちの魔ま王おうはこれからだ。─








かっぱ同どう盟めい
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